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p包容キ更考既

 昭和49年における兵庫ダイナミクスの開発と、それに続くコンピュータを用いた地

域計画立案のための意思決定支援システムの開発は、他の多くの地方自治体に対しても、

地域・都市計画の立案過程へのシステムズ・アプローチの導入の重要性と有効性を認識

させるに十分な影響を与えた。

 そのような社会気運の申で、北九州市においても、昭和65年を目標とした北九州市

の国土利用計画をシステムズ・アプローチの適用によって立案しようというプロジェク

トが、北九州市役所都市計画課を中心として昭和54年に発足し、筆者が都市の成長や

空間分布を予測するためのモデル開発を担当することになった。

 本論文は、筆者が北九州市の国土利用計画の立案を支援する目的のために開発した都

市シミニレーションモデルと、新たに開発した都市住民の都市原蓑に対する選好構造を

定量駒に表現するモデルを結合させ、住民の都市環境評価を導入した土地利用計画立案

支援システムとして、その方法論や手法の特徴を中心に整理したもので、全7章から成

り立っている。

 第1章は序論で、都市計画問題に対するシステムズ・アプローチの歴史を概観し、本

研究の位置付けと意義を明らかにすると共にその概要を述べている。

 第2章では、対象都市全体及ぴサブ地域でのマクロフレームを予測するマクロ土地利

用モデルについて、モデルの特徴や構造を述べている。

 第3章では、マクロ土地利用モデルから出力される社会経済指標をコントロ｝ルトー

タルとして、その空聞分布を表すメッシュレベル土地利用変容モデルについて述べてい

る。本モデルは立地部門間の競合立地過程を陽表的にモデル化した点に特徴がある。

 第4章では、住民の都市環境に対する価値意識を定量的に表現する方法として住民の

都市原壌評価モデルを提案している。このモデルは、佳民アンケート調査のみから構築

でき、住民評価の多様性を表現できる特徴を持つ。

 第5章では、住民評価の動的変化を予測するためには都市シミュレーションモデルと

連動させる必要があるが、それを実現するために開発したメッシュレベル土地利用変容

モデルと住民の都市環境評価モデルと壱連接するリンクモデルtこついて述べている。

 第6章では、土地利用計画立案支援システム全体のシミュレ｝ションを通して、本支

援システムの提示する種々の情報の有効性について述べている。

 第7章では、本研究で得られた成果を総括すると共に残された問題点を指摘している。
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参竃；■二季  序言商

1．1 本研究の背景と位置付け及び意義

 高度成長時代壱終焉した現代社会の大きな特徴の一つは、人々の価値観の多様性であ

ろう。この多様性を源として派生する多くの社会的諸問題は、複雑で、大規壌で、不確

実性に充ちており、その問題解決を、従来の個別の字間領域から学際的、総合的接近法、

いわゆるシステムズ・ププローチに求めることの必要性と有効性は、近年広く認識され
   1）2）3）
てきた。

 都市行政における都市計画の立案プロセスも、都市住民の行政需要の多様化、高度化

を反映して、極めて複雑で大規模な意思決定問題となっている。乙の種の分野は、シス

テムズ・アプローチの適用の格好の対象として、最近、広範に取り扱かわれてきて4）お

り、システムズ・アプローチを構成する穣々の理論や方法論や適用事例が整理されてき
 5）山9）
た。

 本研究では、システムズ・アプローチに基づいた、都市計画の根幹とも言える土地利

用計画の立案支援システムを提案するが、その位置付けを明らかにするために、まず、

都市計画問題に対するシステムズ・アプローチの史的展開過程を概観してみる。

 都市計画に対するシステムズ・アプローチの端緒は、米国における1950年代の地域・
都市研究にあった｝O）そ乙では、都市経済学の基盤を固めた＾1。、、。11し洲、証2）等によ

って、単純化した架空都市における土地利用の空間構造を、経済学の立場から理論的に

解明しようとする研究が行われ、その理論の検証としての都市シミ皿レーションモデル

の構築と同時に、現実の都市計画の立案を支援するために、実証的都市分析による経験

的立場から多くの都市シミュレーションモデルが構築された。1950年代後期から1960年
                               13）
代にかけて開発された都市シミュレーションモデルは、Ki用ridg8等 によって整理さ

れたが、その中で、多部門の土地利用間の空間均衡配置に関する最初の実用的モデルと
なった工。岬、yの土地利用モデル14）や、経済学的最適立地モデルの原点となったH。、b。、卜

Ste，e，sモデル15）などが、後のモデル構築に大きな影響を与えた。 続いて登場した

Fo、、e，terのシステム・ダイナミクス16）もまた、都市研究家の酷評にも拘らず、多く

の実践的計画立案者には好評を持って迎えられ、都市シミュレーションモデルの動学性

という観点に大きな影響を与えた。

 ユ970隼代に入ると、交通計画分野以外の主要な分野において、今までの都市シミュレ

ーションモデルが、都市計画の立案支援にとって十分な実用的価値を生み出さなかった
としてL6e32）等によって批判され、その後、都市シミュレーションモデルに対する基本

的アプローチが見直された。 それは、モデル構築における技法偏重主義からの脱却で

あり、コンピュータの対話機能を利周して、シミュレーションプロセスの申に、人間の

判断や創造力を発揮する場を組み込むことであった。すなわち、シミュレ’ションとぞ

1



の結果に対する計画立案者の判断の対話的反復を通して、計画の立案を支援して行こう

とする考え方であった。ξのような考え方に基づいて、都市行政たおける意軍決定プロ

セ三の中に、都市シミ＾レーシヨンモデルを組み込むことが試みられた（Cristim11Z）・

h㎜、d18））。 しかし、その意思決定主体はあくまで、計画立案者であり、行政の立

場からの意思決定であった。我が国で、現在開発されている実用的都市計画立案支援シ
  19）一22）
ステム    は、このような立場から構築されたもので、先のLOWy・モデルやシス’テ

ム・ダイナミクスに基礎を置くものが多い。
 一方、B、、。、23）24冬小澤25）は、一都市計画の決定に関与する意思決定主体に一は、行政

当局のみではなく、計画の決定によって最も影響を受ける佳民が当然含まれるものでな

ければならないとし、住民の都市環境に対する価値意識を定量的に表現し得る住民評価
モー

eル牽それぞれ提案した。

 本研究で提案する土地利用計画立案支援システムは、新たに開発したrマクロ土地利
用モデル26）27）」及ぴrメッシュレベル土地利用変容モデル28しと、 B8m6。や小澤と

同様の立場から開発した「住民の都市環境評価モデニレ29しと壱組み入れたものである。

この住民評価モデルは、肋u帥や一 S澤のモデルと当然異なるものであり、その相違は、．

集団意思決定問題における＾rro腕の一般不可能性定理30kの対応の仕方に依存するもの

で、これについては第4章で明らか肥する。

 このような都市計画決定プロセスヘの定量的住民意識の導入は、特に地方自治におけ

る永続的課題である「行政への住民参加」に係わる問題である一。 行政の究極的目的で

ある住民福祉の公正な向上を≒限られた財政環境の申で押し進めていかなければならな

い今甲では、住民意識を的確に把握レ、行政へ効率的に軍映させるこ。とが不可欠であろ
う。一 ｵかしながら、これに対する従来の方法は、政策助言者や住民代表者等の委員会や

公聴会、住民」アンケート調査などによる間接的、定性由把握であった。

 ．本研究では、住民の都市環境に対する選好構造を、それらの都市内での地域間格差と

いった選好構造の多様性を含めた形で、定量的に表現し得る「住民の都市環境評価モデ

ル」を提案し、「行政への住民参加」に対す、る新たな方式の一っ宇試みるものである。

これによって、住民の都市環境に対する現状評価や二一ズ、さらに代替案（政策や計画）

による住民評価への影響などを定量的に検討することが可能となる。

1．2一 本研究の概要と構成

 本研究で提案する土地利用計画立案支援システム（以後単に支援システムと書く）の

全体構成を図1．1に示す。支援システムは二つに大別される。一つは、対象システムに

対する外的条件や代替案（政策や計画）の設定によって引き起される常住人口、従業人

口、各種土地利南といった都市の社会経済指標の変化壱予測するシステムモデルであり、

他の一つは、代替案を評価するための評価モデルである。 ステムモデルの究極あ目的



極の目的は、ある程度細かな分割単位上での、すなわちミクロレベルでの土地利用の動

的空間分布を予測することにある。そのためには、それらの分割単位の集りであるサブ

地域単位での、すなわちマクロレベルでの土地利用の動的フレ｝ムをまず予測し、っぎ

にそれらのフレームを拘束条件として、ミクロ分割単位上での空間分布に土地利周を配

分するという方法が一般的にとられる。従って、システムモデルはきらに、都市を組分

割したサブ地域単位（実際には、サブ地域として行政区が設定される）で土地利用を扱

①シナリオの設定

F ・ ・

l

I

I

  マクロ土地利用モデル
②  （MLUM）

③ 都市成長モデル

マクロ政策変数

  の設定

マクロ代替案の作成

：⑤土地供給モデル ③土地需要モデル
■

l

L
⑥土地配分モデル

   ．・■     1
     I
     1
     ■

     I
     I
     1
     I
     l

     I
     l
     1
     I
一‘一一・一・」

⑦ マクロ代替案の選択

ミクロ政策変数 行政サイド評価

⑨メッシュレベル土地利周変容モデル

』の設定

⑧
ミクロ（メッシュレベル）

@ 代替案の作成

メッシュレベル土地利周変容モデル

@     D L UMM）

⑯ リンクモデル

⑪住民の都市環境評価モデル     （P U E E M）

ミクロ代替案の選択

政策，計画の決定

図i．1土地利用計画立案支援システムの構成
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マクロ土地利用モデル（肌UM1幽。roし舳d qse理。del）と、1／2標準メッシュ （約

500mX500mの矩形分割単位で以後、単にイッシュと書く）単位で土地利用の2次元空問

分布を扱うメ占シュレペル土地利用変容モデル（肌㎜㎜；⊇”amiC二岬d口S9胆Od610・

Mesh）に分けられる。図ユ．1に沿って、支援システムの全体像を明らかにする。

 対象都市システムの外から影響を及ぼす外的条件の設定を憲味する①シナリオを②

肌UMに入力すると、計量経済モデルで構築される③都市成長モデルがまず、サブ地域毎

の常住人口、従業人口、新設住宅戸数などの将来の都市フレームを予測する。これらの

フレームから、設定した区分ごとの土地需要面積、土地供給面積を、シミュレーション

モデルで構築される④土地需要モデル、⑤土地供給モデルがそれぞれ算定する。 この

時、 需要区分別のサブ地域レベルでのマクロ原単位、農地の転用率、公園、道路、大

規模産案などの計画的立地の先決などが政策変数と、して設定され、それらの政策変数の

組合せによって、複数のマクロ代替案が生成される。⑥土地配分モデルは、線形計画法

はよる供給区分から需要区分への最適配分モデルである。目的関数には、供給区分から

需要区分への土地利用の一般的経済性や各サブ地域での土地利用における達成課題・
政策目標に関する専門家グルー与の判断を凝縮させた土地適合指標26）を新たに開発し導

入している。この土地適合指標に基づいた土地配分結果は、サブ地域の将来の望ましい

土地利用像に関する一枚の青写真を表すものと言える。

 肌㎜の出力である区分別需要面積、供給可能面積、土地配分結果を専門家グループで

判断し、少数あ⑦マクロ代替案を選択する。

 選択されたマクロ代替案によって与えられるサブ地域の区分別需要面積、供給可能面

積、常住人口、産業別従業人口をコントロールドータルとして、それらの2次元空問分

布をメッシュ上に配分するのが⑨肌σ㎜の機能である。この時には、土地利用の法的規

制、他の都市計画、大規穣産業の立地などのメッシュ上での先決的設定が、政策変数と

して与えられ、⑧ミクロ代替案が生成される。

 一方、⑪住民の都市環境評価モデル（PUE瓦㎜：五・川・・i・ポ・u・b・・里・・i・・・・…

玉舳1舳t－O。迦。del）は、都市環境を表す複数の評価項目に対する住民の選好構造を、加

法的多属性効用関数 によって定量的に表現したもので、 各評価項目にはそれぞれの

達成度合を示す．一つの測定単位である唇性が定められている。この評価項目の属性と、

肌㎜Mから出力される様々な定量的メッシュ情報とを対応付け、PUE㎜とDL㎜㎜とを結

合する。一己の結合媒体を⑯リンクモデルと・呼ぶ。肌㎜Mから、メッ・シュデータの空間

的動的変化が与えられれば、それらをリンクモデルを介してPU亙㎜に結合し、メッシュ

データの変化によって表される都市環境変化が住民の都市環境評価へ与える影響を、サ

ブ地域をさらに分割したサブ区画（少数のメッシュの集り）単位で定量的に表す乙とが

できる。

 各ミクロ代替案に対する住民評価結果が、再び専門家グループによって評価され、政

策・計画の決定を支援する情報として提供される。
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1．3 本研究の適用範囲

 ここで、本研究で提案する土地利用計画立案支援システムの適用範囲について少し触

れておかなけれぱならない。本支援システムは、政令都市北九州市を対象都市として開

発されている。これを、圏域や国といったより大きな対象地域にも適用しようとした場

合、システムモデルの構築はそう困難ではないが、住民の都市環境評価モデルの構築に

は、次の理由から問題が残る。すなわち、（1）住民アンケート調査にかかる費用が莫大

なものとなる。（2）対象地域の大きさのために、住民評価モデルに反映すべき住民意識

が不完全で希薄なものにな1ってしまい、住民評価モデルの本来の意味である住民意識の

的確な定量的把握を失ってしまう恐れがある。

 このような大きな対象地域においては、跳uerの複数の住民代表者をメンバーとした

集団意思決定問題とするアフロ’チによって住民評価モデルを構築する方が、むしろよ

り実用的と思われる。従って、本土地利用計画立案支援システムの対象とする地域の範

囲は、せいぜい県レベルまでが適当と思われる。

 次章からは、本支援システムの構成要素を各論として詳述して行く。第2章では、マ

クロ土地利用モデルについて、第3章では、メッシュレベル土地利用変容モデルについ

て、第4章では、住民の都市環境評価モデルについて、そして第5章では、メッシュレ

ベル土地利用変容モデルと住民の都市環境評価モデルとを緒ぴ付けるリンクモデルにつ

いて述べる。第6章は支援システム全体のシミュレーションとその緒桑の有効性に関す

る考察であり、第7章は終章として、本研究のまとめと今後の問題点を明らかにする。
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第2章 マク田土地利用モデル
2．1 緒言

 乙の章では、マクロ土地利用モデルを構成する四つのサブモデル、すなわち、都市成

長モデル、土地需要モデル、土地供給モデル、土地配分モデルについて、モデル構築の

手法面からの位置付け、特徴を明らかにしながら、各サブモデルの構造を記述する。

モデルの概要

 2．2．1モデルの構成と既存モデルとの関連       事

 マクロ土地利用モデルは、サブ地域単位での土地利用のマクロ的分析手段であると共

に、下位の配分モデルであるメッシュレベル土地利用変容壬デルに対するコントロール

ドータルを与えるものである。このような一点集中型のマクロ土地利用モデルは、米国

での1950年代後半における都市計画問題へのシステムズ・アプローチ以来、数多く構築

されてきた。我国でも、1960隼代になって、地域計量モデルの二環として、取り扱われ
   1）始めた。

 それらのモデルにおける土地需要の予測方法は、一部には、計量経済的手法の行動方

程式として、直接、土地需給を扱うモデルも見られるが、その多くは、ある土地利用区

分を代表する経済活動量を予測し、それらの活動量と単位活動量当りの必要面積、いわ

ゆる原単位を緒ぴ付けるものである。 筆者のマクロ土地利用モデルも、後者の考え方

に立って構築されており、その構成は、図1．1に示したように、都市成長モデル、土地

需要モデル、土地供給モデル、土地配分モデルの四つのサブモデルから成り、各サブ地

域ごとに経済活動量や土地需給の予測、土地需要区分と供給区分間の配分を取り扱う。

 この申で、都市成長モデルが経済活動量を予測する機能壱持つが、乙のような経済活

動量を予測するモデル（これを地域計量モデルと呼ぼう）の構築手法を総括してみると、

例えば表2．1のようになると思われる。結果的に、都市成長モデルは計量経済モデルに

よって構築されるに到ったが、その手法選定の経過について若干触れておきたい。

 システム・ダイナミクスによるモデル化ぱ、手法の柔軟性から複雑なモデルが比較的

容易に構築できるという利点の反面、「魅力度」等に代表される補助変数の客観化が困

難であり、予測期間の．そう長くないシステムに対しては、粗略なモデルになりがちであ

る。常住人口予測に外するレスリー型モデル2）は、精度の高いモデル作りが期待できる

が、地域経済動向に影響される年令階層の残存率を地域経済活動と緒ぴ付けて設定する

ことが困難なために、地域経済活動の人口移動に及ぼす影響を検討する必要のあるモデ

ルには、不向きと思われる。しかし、常佳人ローを先決するモデルでの常佳人口予測手法

としては、極めて有効であり、この手法を採用しているモデルも多く見られる．。3）とも
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あれ、筆者がレスリー型モデルを採用しなかった直接の理由は、都市成長モデル作成時

に、昭和5与年国勢調査の北九州市版が入手できなかったというデータ上の制約のためで

あった。乙れと同じ理由で、産業連関表によるモデル化も断念した。加えて、我が国で
は、計量経済雫デルによる地域計量モデルに関して多くの技術的経験的蓄積4）5）があり、

それらを適切に援用することにより、精度の高い地域計量モデルを効率的に構築するこ

とが期待できたことも大きな要因であった。

表 2．1 地域計量モデルのモデル化手法

経済活動量 モデル化手法

常住人口 計量経済的手法

レスり一型モデル

システムダイナミクス

トレンド．カーブフィッティング，他

従業人口 計量経済的手法

産業連関法

システムダイナミクス

トレンド，カーブフィッティング，他

 土地需要モデル及び土地供給モデルは、シミュレーションモデルによって経済活動量

と原単位を緒ぴ付け、土地の需要・供給面積を予測するものであるが、Goldも帥g等のハ

ンクーバモデル6）7）8）を土台として、さらに住宅地の需要・供給予測を精激化したもの

である。乙ごて予測された区分別の土地需要・供給面積及びそれぞれの区分に対応付け

られた経済活動量は、サブ地域のコントロールトタルとしてメッシュレベル土地利用変

容モデルヘ受け渡される。

 土地配分モデルは、土地の需要・供給面積の予測値を用いた供給区分から需要区分へ

の線形計画法による最適配分モデルである。土地利用モデルにおける線形計画法の実用
的適用は、H。、b、、t－B、。j、、i，g）やSh皿1，g。、10会の土地利用の空間配分モデルヘの応用

が始まりと思われる。彼等の目的関数は、経済的側面のみを考慮した単一目的関数であ

ったが、肘㎜“1江竜経済的側面のみでなく複数の目的を考慮した目的関数を導入した。

その申で、供給区分から需要区分への土地利用の転用が環境へ与える影響を表現した点

に大きな特徴があった。 筆者の配分モデルは、Ba㎜iの環境マトリックスを土台とし
て、新たに開発した土地適合宿綾3）を目的関数に導入している。この指標は、供給区分

から需要区分への土地」利用の転用の一般的経済性と同時に、各サブ地域国有の土地利用
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の政策的望ましさについての専門家の判断を、供給区分と需要区分のマトリックスによ

って表現するものである。土地配分モデルによる配分結果は、直接下位モデルヘ伝達さ

れるものではなく、あるマクロ代替案に対して、サブ地域の空間分布を無視した量的側

面のみからの土地利用の最適な一枚の青写真を与えるものである。配分結果は土地の需

給バランスをチェックするのに用いられ、マクロ代替案の選定の際に考慮される。

 2．2．2データ

 マクロ土地利用モデルの対象地域は北九州市であり、サブ地域として7行政区1門司

区、小倉北区、戸畑区、若松区、八幡東区、八幡西区）が採用されている。モデル構築

のために使用したデニタは、北九州市によって整備されつつある都市計画情報システム

1仮称）の一部であり、その情報源は以下の12種類である。

 （1）北九州市統計年鑑 昭和37年～53年

 （2）通産省工業統計表市町村編 昭和37年～53年

 （3〕通産省商業統計表市町村編 昭和37年～53年

 （4〕北九州港潜勢 昭和37年～53年

 （5）運輸省港湾統計 昭和37年～53年

 （6）大都市比較統計年表 昭和37年～53年

 （7）日本銀行統計局経済統計年鑑 昭和37年～53年

 （8）経済企画庁日本統計年鑑 昭和37年～53年

 （9）厚生省人口動態統計 昭和53年

 （lO）北九州市土地利用現況調査 昭和50年、昭和55年

 （11）北九州市住宅統計調査 昭和48年、昭和53年

 （工2）北九州市建築着工統計調査 昭和53年、．昭和54年

都市成長モデルでは、データ（ユ）～（9〕が使用されるが、後のモデル記述に用いら

れ事変数記号とその意味及ぴ情報源を表2．2に示しておく。こ乙で、従業人口に関する

デ’タはその時系列が3年毎であるので、3年間の線形補間によって各年データを充填

した。貨幣額に関するデータは全て名目値であるの．で、実質値を必要とする構造式には

．適宜デフレイダーが使用されている。例えば、IP㎜（全国卸売り物価指数）は、 CSTS

（着工建物延床面積）を推定するために用いたデフレイダーである。

 土地需要・供給モデルでは、データ110）～（12）が使用され、土地配分モデルでは

土地適合指標を作成するために学者や行政尊門家を含めた20人の専門家に対してアンケ

ート調査を実施した。

 以上のデータから、マクロ土地利用モデルの各サブモデルが行政区毎に構築されるが、

モデルの記述は一つの行政区について代表帥こなされる。
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表 2．2 都市成長モデルの変数名とその情報源

No．変数記号 4変数名（単位） 情報源（年）

内生変数

1

2

3

4
5

6

7

8

9

10
11

12

13

14

15

16

17

18

19

20
21

22

23
24
25

26
27

28
29
30
31

32

33
34
35

36
37

38

39
40

POPU
N POP
P I N P

POUT
E XP I N

EXPOU
I N P I N

I N POu
S POP
HOUS
1三MPP
EMP1
EMP2
EMP3
1≡MPM
EMPB
EMPC
EMPS
EMPT
EMPK
EMPE
CSTS
LSTS
I PR D

l PRB
I SHA

CPRD
SMST
QBAY
DWlミA
LAG L
I N C1

I NC2
1N C3
T l NC
S l N C

C I N P

u I N C

S ETS
U I N P

常住人口｛100人〕

自然増加人口｛人：
転入人口（人〕
転出人口｛人〕
市外からの転入人口‘人〕．

市外への転出人口1人〕
市内聞転入人口1人〕
市内聞転出人口｛人〕
社会増加人口（人〕
新設住宅戸数〔戸〕

2．3次産業従業人口〔10人〕
1次産業従業人口｛人）
2次産業従業人口110人〕
3次産業従業人口㈹人〕
製造業従業人口｛10人〕
建設業従業人口（10人〕
小売卸売業従業人口（10人1
サービス業従業人口｛人〕
運輪通信業従業人1コ｛人〕

金融保険業従業人口｛人〕
電気ガス水道業従業人口｛人）
着工建物工事費予定額1100万円〕
着二［建物延床面頼｛100㎜2）

製造品出荷瀕｛億円工
1人当り製造品出荷額t億円）
対全国製造品出荷額シェアー（z）
商品販売頒｛億円〕
償却資産評価額〔千万円〕
港湾貨物取扱い優1トン）
課税住宅地面積（千ヂ〕

経営耕地面積（万02〕

1次産業生産所得1百万円〕
2次産業生産所得｛億円｝
3次産業生産所得1億円〕
市生産所馴億円〕
市民分配所得｛億円，

1人当り個人所得｛千円）
対大都市所得格差1千円〕
世帯数（世帯〕

1人当り大都市個人所揮（千円〕

北九州市役計年鑑｛S37～53〕

｛s38，41，44，47，50，53）

   ls37～53〕
      ↑
工菜統計表｛s37～53〕

↑

商業焼計表｛s37から2年毎〕
北九州市敏計年艦一s37～53〕
北九州港潜勢｛s37～53〕
北九州市統計年鑑1s37～53〕
      ↑

北九州市統計年鑑工s37～53〕

大都市比較統計年鑑（短年〕

外生変数

41

42

43

44
45

46
47

48
49
50

1 PRDN
QBAYN
I PRN
N I N P

GRAD
GRADU
GRADH
NRATN
LNOP
S ETA

全国製造品出荷額｛百億円〕

全国港湾貨物取扱い員（百万トン〕
全国卸売り物価i指数（1／1000〕

全国1人当り個人所得（千円〕
卒業者人口｛人〕

大学短大高専卒業者人口｛人，
高等学恢卒業者人口｛人〕
全国自然増加率｛対1000人当り）
住宅地平均地価｛円／㎜㍉

世帯人数｛人／世帯）

工業俵計表全国鱈｛毎年〕
港湾峡計年報（宙年〕
経済統計年鑑〔毎年〕
日本統計年鑑〔毎年〕
北九州市統計年鑑〔s37～53〕

↑

人口動態統計
北九州市流計年鑑｛s3τ～洲
      ↑
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2．3 都市成長モデル

 2．3．i北九州市の都市構造の認識

 対象地域の精度の高いモデル作りを効率良く行うためには、対象地域の過去から現在

に至るまでの変容遇穆の因果構造を的確に捉えることが不可欠である。乙乙では、北九
                    14）州市の変容過程の基本構造を、神崎等の研究．を土台として、さらに地域経済の専門家

の判断を加えて以下のように認識する。

 「北九州市は、早くから鉄鋼業を中心とする素材型産案が立地し、工業都市として発

展したが、蝸6θ年代の高度成長期において、他の大都市とは逆に人口が停滞し、工業都

市としての位置付けを年々低下させるという驚ぐべき現象を呈してきた。これの主要な

因果構造は、北九州市が鉄鋼業を中心とする大資本に極端に特化した経済構造を持ち、

しかもその資本が主要な社会的生産手段の独占的傾向を強く持ったために、他の業種の

資本流入を阻害し、ひいては都市経済構造の固定化を招き、地域経済の自律的発展が阻

まれてきたことにあぢ。もう一方では、早期立地に起因する生産設備の老朽化が労働生

産性の低下を招き、多くの設備投資による合理化を促進させるが、新興工業都市との生

産性格差は縮小できず、工業都市の位置付けの低下を押し進めると共に、優性的な低賃

金、高失業構造を作り上げ、都市の自律的発展の核となる第三次産業の伸展を、他の大

都市と比較して著しく低下せしめてきた。」
 乙のような都市構造を艇用可能なデータによって表現するために、1S M15、こおける

関係マトリックスを適用する。図2．1は、地域経済専門家の判断によって作成した関係

マトリックスである。乙のマトリックスは次の三つの特徴を持っている。

  （1）「促進する」という正の関係と、「抑制する」という負の関係を同時に一つの

    関係マトリックス上で扱っている。

  （2）関係の強きを五段階に分けて扱っている。
                                  共  （3）n個の要素について、それぞれの時間遅れ要素を定義し、2nXnの関係マト

    リックスを作成している。

 （1）は、得られた推定式と専門家の判断による符号情報とを対照することにより、推

定式の憲味付けにっいての妥当性を検討するためでふり、 （2）は、専門家の2項関係

の存在に関する判断の暖味さを、開係の強さの閾値を取ることによって除去しようとす

る意図であり、 （3〕は、特に経済活動を含んだシステムに一おいて言えることであるが、

同時関係と時間遅れ関係とを区別することによって要素間の逐次因果達鎖を得られ易く

する効果を期待している。

 この関係マトリックスは、 ある適当な関係の強さの閾値壱取るごとによって一つの

＊同時要素間がnXn、時間遅れ要素から同時要素へn×n、時間遅れ要素間及ぴ同時

 要素から時間遅れ要素へは0で、計2nX皿となる。
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従属変数に対する説明変数候補を選定し、後の同定プロセスヘの入力として用いられる。

乙ごて’、開係の強さ”5”は定義的関係があるいはそれに準ずる強い関係を示している。

to
1  2  3  4  5  6  7  8  910 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

一5 1 1

5

2 1 1

1 1 2

・5 5 1 1

2
1 1 2 4

1 5 1 ・5

1 5
2 2 3 2 1 1

2 5 5
1

31 5 2

＿1 3 1 1 5
1

2 3 2 2 2． 1

1 5

5

from
PPOPu
QEXPOu
REXPIN
S五MPP
TGR＾D
UTINC
VCINP
WUINC
№rINC
IOEMPM
P1区MPC
I2INC2
?RIPRD
P4ISH＾
I5CSTS
P6IPRB
P7S渕ST
P8EMP3
P9工NC3
Q0CPRD
Q1QB＾Y
Q2EMPS
Q3POPU   ．

Q4EXPOq
Q5EXPIN
Q6EMPP．
Q7GRAD－
Q8TINC－
Q9CINP‘
R0UINC．
R1SINC－
R2E珊PM－

R3EMPC－
R4INC2．
R5工P月D，
R6ISHA   ・

R7CSTS．
R8IPRB   ・

R9SMST－
S0EMP3－
S1INC3   ・

S2CPRD－
S3QB＾Y
S4EMPS

52 2
5 1 3 2 3 3

2
21 1 1 3 2

1 3 1

2

一
3 2 4 1 2 1 3 2

2 2
41 11 11 31 4

2

41

4 2 1 1 1

11

1

11

1

1 4 1 1 3 1 2 1 1 2

’
2 2 1 3 1 1

1 1 1 1 1 1 1

1 1 2 1 1 一3 1 3 1・ 1 1

2 1 1

1 1 1 1 1 2 3
1 2 1 1 1 1

1

1 3 1

1 1 1

”一” ﾌ付いた変数は1期遅れ変数を意味する。

      図 2．1 北九州市の都市構造を表わす関係マトリックス
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 2・3・2モデルの構造

 都市成長モデルは、（I）市大口ブロック、（II）市産業ブロック、（HI）行政区フロッ

クの3ブロックから構成されている。

 市大口ブロックでは、人口が

  人口（t）！人口（t－1）十転入人口（t）．転出人口（t）十自然増加人口（t） （2．1）

  転入人口（t）・市外からの転入人口（t）十市内間転入人口（t）      （22）

  転出人口（t）艘市外への転出人口（t）十市内間転出人口（t）   」   （2．3）

と定義され、市外転入出人口、市内閲転入出人口、自然増加人口の増減メカニズムが説

明される。’

 市産業フロックでは、まず各章業別従業人口が規定され、それらと外生的に与えられ

る全国製造晶出荷額、全国港湾貨物取り扱い量によって、北九州市の製造晶出荷額、商

品販売額、産業別生産所得の決定過程が説明される。さらに、全国一人当り個人所得を

外生として、旧6大都市との所得格差が説明され、市大口プロックヘフィードバックす

る。

 行政区フロックでは、前の二つのブロックで規定される市全体の変数の申で、行政区

の土地利用計画に必要となる変数が、各行政区の経済活動の市全体た対する相対的位置

や各行政区の地域性などを考慮して規定される過程が説明される。これは、大きな空間

単位での配分モデルといってもよい。

 図22は、乙れら1三つのブロックの相互依存関係を表わしており、矢印の向いたフロ

ックが影響されるブロックを示し、矢線の横の変数記号がブロック間の媒体となる変数

を示している。

                  ［XPm
                  POPU

                  S圧TS δ1＝1δ

市大口ブロック 市産業ブロック

u㎜C

EH州     ［冊丁 ［H州

PIw ［＾Gl－         I三HPI三 正岬B

POuT HOuS         王HPK 圧岬C

WOP HOuS ［岬S

POPu

行政区ブロック

図 2・2 都市成長モデルの構造
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 2．3．3モデルの同定と解釈

 モデルの同定は、先の関係マトリックスから得られる従属変数と説明変数候補の組に

対して、変数増減法による段階的重回帰分析を適用することによって行われる。同定結

果のフローチャートを、市大口プロヅク、市産業ブロック、行政区ブロックに分けて、

それぞれ図2．3．a、図2．3．b、図2．3．cに示す。ここで、”十”は、それが付せられた

関係が「促進関係」であることを、’’一”は「抑制関係」であることを意味する。なお、

同定された全推定式は付録ユに記載するが、以下土地需要・供給モデルヘの直接の入力

となる主要変数について着手の説明を加える。例示される推定式の申で、Rは自由度調

整済み重相関係数を、〈＞内の値は煽回帰係数のt値を示す。

        ⊂⊃：内生変数

         ［コ 1外生変数
                    卒業者馴t〕
         隼＝ ：定義的関係
                    （高卒．大卒）   製遺業従業者〔t－1〕
         ぐ… ：一期遅れ関係

対6大部市所得格差｛t－1）

経営耕地

面積1t－1〕

対全国製造品出荷

額シェアー（t－1〕

全国自然増加率

十  一

市外への転出人口ω

十

自然増加人口ω

十           十

        ‘            →一転出人口〔t〕＝＝＝＝＝＝⇒常住入口（O

十         十

十  寸

市外からの転入人口ω

十

転入人。（o

十

常住人口（t－1〕

市内茗入出入口（o

十     1＋   ＋
    ノ

新韻住宅戸数〔ト1） 新段住宅戸数｛t－2）

               図 2・3・a 市大口ブロックフローチャート
（I）市大口ブロック

 ・市外への転出人口（EXPOU・ R・0．9184）

  亜XPOUビ7833・0・7816CRAD七十8L03UINCt一ゴ175061Sへ一f4382D（43）（2・4）

           〈2．4054〉     〈313167〉    く一3．0841〉     〈2．6636〉

雇用需要者である卒業者数（GMD〕が増加すれば、限られた雇用機会のためにそれだけ雇

用機会を失う人も増加するという憲味で、転出にとって促進婁因となる。旧6大都市廿

との所得格差（UINC）は年々拡大されているが、転出にとって抑制要因（uINCの符号は、

＊時系．列データは旧6大都市についてのみ整備されている。
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3次産業生産所得〔t－1

経営耕地面横一t－1〕十 市外からの転入 口t ＋    ＋  常住人口〔t－1，

農業従業人口（t〕  、・一製造業従業人口（O ’一 3次産業従業人口ω
1’ @・十 ㌧．λ仔 ’ 、

㌧ノ
“、 ・．

製造業 建設業従業人口（t〕

t 十．  十    十

2次産業従業人口1t ⑧

麗 全国港湾貨物

取り扱い馴t〕
十

十

寸 “

農業生産所得ω  ！製造
        十i出荷額ω     十 商品販売額㈹

対全国製造品 港湾貨物

十 出荷煩シェアー〔t 十    取り扱い量（t着工建物延床面積（t）

1次産業生産所  t  2 産 生産一 1t 3次産業生産所得（t 十

斗
今

市生産所得｛t   月着工建物工事費予定額ω

農業生産所得ω
し

し製造

対全国製造品

出荷煩シェアー〔t

1次産業生産所 t  2

函郵   ↓・ ／
世帯増加数｛t 市民分配所得（t〕

帯増加数｛t－1 十

“ヶ七’1人当り個人所得（t

新設住宅戸徴｛0

課税住宅地面積㈹

十

経営耕地面積ω

A
十

   6大都市

1人当り個人所得㈹

十
対6大都市所得格差（t〕

3次産業中分類別

従業者比率（t－1〕

十

小売 卸売り業

 従業人口（t〕
十

電気 ガス 水遺業

   従業人口（o

十

サービス業

従業人口（t〕

運始 通信業

従業人口（t〕

金融 不動産業

 従業人口（t）

図 2．3．O 市産業ブ〔1ツクフローチャート
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北九州市から旧6大都市を引いているので”一’である）となっている。人口移動にお

ける一般の所得格差説とは作用が逆のように思われるが、これは恐らく次のような説明

しか考えられない。すなわち、観測期問では北九州市の経済構造が固定的でしかも経済

活動そのものが相対的に低下し、都市の活力如他の大都市に比較して相対的に弱くなっ

てきぺ乙とが、都市活力に依存した転出を抑制してきた。全国製造晶出荷額に対する北

九州市のシェアー（IS臥）の低下、すなわち工業都市としての産業基盤の脆弱化は明ら

かに転出促進要因である。D（43）は、昭和43年の薪日本製鉄従業員の大量移転を意味す

るダミー変数である。

 ・市外からの転入人口（瓦XPIN，R10．9800〕

  眺・1・ビ・…一・・舳帆AD七・0・37舳PMは2i－8mNC。．壬2・37舳C㌧．。

          。一3．2046・ ・4．6078・  ・1．8424〉  〈1．9535・ （2，5）

率業者数（GRA皿〕の増加、製造案従業人口（皿MPM）の減少は、それぞれ雇用機会の減少、

雇用供給の減少に繋がることから転入を抑制する。経営耕地面積の減少は、宅地供給の

増大を意味するが、北九州市では宅地需要を満たすまでには供給が進まないために、宅

地地価上昇に継ながるという意味で、周辺地域からの転入を抑制すると解釈される。

 ・市内間転入人1コ（INP川、昨09470）

  1・川七一・・・・・・・・…川・1・七、士・・舳H0口S。．f0・2141HOUS七．ま2874D（43）（2・6）

          〈4．2736〉      〈1．6432〉      〈一0．9037〉

 ・市内間転入出人口（mPOU．R’0．9059）

  INPOU－3881・0．6894川P㎝一0．4939HOUS＋4288州49）    （2・7）
     七            t－1       七一1
         〈4．9541＞   〈一i．5308〉 〈1．5515〉

市内での市内間転入出人口は、自己回帰要因と住宅建設の活発化に伴う市内間移動の糟

犬という形で説明される。

  ・自然増加人口（NPOP・R宮0．9276）

  NPOP・716＋106州RATN＋137m（4ユ）           （2・8）
    1＝           七
        〈8．6744〉      〈1．4999〉

自然増加人口は全国自然増加率（対千人当りによって説明される。D（41）は、昭和41

年の丙午年の出生率異常の北九州市と全国とのギャップを意味している。

（H）市産業フロック

  ・製造案従業人口（醐舳 R営0．9526）

  ㎜PM・88005－6．56071PRB＋0，722珊XP川十0．07工2㎜P㎜    （2．9）

    七七一1t七‘1         〈一1．9407〉     〈1．9866〉        〈0．4088〉

製造案従案人口（醐剛は、自己回帰要因と合理化の程度を表す労働生産性（一人当り

の製造品出荷額：IPRB）が大きくなれば従実者を減少させるという自然な形で説明され

ている。また、市外からの転入人口の減少と従業人口の減少とが正の相関を持っており、

北九州市の活力の源が製造業であることを推察させる結果となっている。
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 ・3次産桑従業人口（E㎜P3・ R曲0・9326〕

  ㎜P3I三一47900＋0．088541NC3＋0．6919POPU        （2，101
    t」                     七一1            七一1

          〈4．3380〉        〈2．0966〉

3次産業従業人口（酬P3）は、一時点前の3次産業生産所得と人口という自然な形で説

明されている。3次産業従業人口はさらに、中分類による業種に分類されるが、その説

明変数としては、全ての業種について一時点前の3次産業従業人口に対する各業種の従

業人口の比率を用いている。一例として、小売卸売業従業人口（㎜Pc）を次に示す。

  ・㎜PCビー1・1・リ…8・（旭㎜PC仰P3）七．乎㎜P3七      （2・11）

   R白0．9835      〈i9，ミ…96）

 ・新設住宅戸数（mUS，R白0．8644）

  muSビ14984・0・3641（SETSビS醐七．い0・3845（SETS・．工SETS七．主

          〈2．1254〉       〈2．1572〉

     一5．3326（L＾DP／CmP）              （2－2）
              t－1
     く一5．6636〉

（11I）行政区フロック

 行政区ブロックでは、行政区の土地需給の推定に必要とされる転入出人口、自然増加

人口、産業別従業人口（製造業、建設業、小売卸売業、サービス業、運輸通信業、金融

不動産業、電気・ガス・水道業）、新設住宅戸数とそれらの説明にさらに必要となる誤

脱注宅地面積＃、経営耕地面積の13変数が、市全体の値を配分する形で各行政区にブレ

ークダウンされる。配分に際しては、各行政区の市全体に占める活力の度合や地域的特

徴を表す変数が用いられる。

 ．北九州市は、昭和37年に旧5市（門司市、小倉市、戸畑市、八幡市、若松市）が合併

して誕生して以来、昭和49年1こ、五つの行政区から現在の七つの行政区U日小倉直が南

北に、旧八幡区が東西に分割された〕．に到っている。従って、時系列データが完備して

いるのは旧5行政区にっいてであり、7行政区については高々4年間程度の時系列デー

タの蓄積しかない。そ乙で、配分の方法として、まず旧5行政区について市データを配

分し、ついで旧小倉区、旧八嘱区にっい」て4年間の時系列データに今後の動向について

の専門家の判断を加えてヒューリスティックに配分することにした。

 以下に、転入人口比っいて配分式を例示するが、変数記号の最後尾の文字によって行

政区を区別する。すなわち、K：小倉区、 N：小倉北区、S：小倉南区・T；戸畑区・

A1若松区、Y：八幡区、E：八幡東区、W：八幡西区である。

＊繰税住宅地面積とは、住宅地の中で課税対象となるものを指し、住宅地面積全体を表

 すものではない。
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市転入人口㈹ 市転出人［］（t）

行政区別製造業．建設業，小売卸売繁．サービス業，

運輪通信業の市合従業者に対する一期前の構成比や

新設住宅戸数（t・1〕などのなかからSte酬iSe捧による変数選択

行政区別転入人口㈹ 行政区別転出人口ω

行政区別常佳人口〔t－1〕

・1・

行政区別常住人口㈹

十

行政区別自然増加人口ω

行政区別自然増加人口比率（t－1）

市製造業，建設業．小売卸売業，サービス業．遅輪通信業，

金融不動産楽．電気ガス水道業従業人口㈹

業種別の市に対する行政区別従業人ロー期前の構成比

業種別行政区別従業人口ω

図 2．3．C 行政区ブロックブローチ山一ト

・転入人口

各行政区の活力の程度を表す変数として、一時点前の市転入人口に対する各行政区の

転入人口比率、一時点前の市の（2次産業十3次産業）従業人口に対する各行政区の大

分類別徒業人口比率、各行政区の新設住宅戸敏箏を設定し、それらを説明変数候補とし

た変数増減法による段階的重回帰分析を適用して配分式を推定した。

PlNP㎜目イ5・10．4944（PlNP㎜／PmP）・0．7498（㎜P㎜／㎜PP〕 ・

    七七＿1．t＿1          〈4．7921〉             〈5．7184〉

  （R－0．9873） 0．舳9（醐PT態／㎜剛・0．1700（muS㎜／H㎝S）1・P川P
                      t＿1             t＿1    七
          〈1．7646〉             〈3．2264〉

 PINPK－6340＋［0．5308（P1NPX／P1NP）手311282（醐PSK／醐PP）・
    t               七＿1          七一1
            〈2．4867〉             〈2．1266〉

  （R－0．9303）  0．2172（mUSK！mUS）一2．5216（醐PCX！醐PP）1・PlNP
                        七4           t－1   七
            〈1，g71g〉             〈＿1．7924〉

（2．13）

（2．M）
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P1NPN－20942・ト0．8728（PlNPN／P川PK）・0．7927（PlNPN／PlN眺）1－p1NPK
  七                     七一1             七一1    t
（R・0．9153） ・一1．3463・    ・2．6008・      （2・15）

PINPS－9100・［0．2265（P1NPS／P1NPK）・1，334（PINPS／PINPK）1・pIN眺

  七    七＿1  t＿1七（R－0．9636） ・0．3827・     ・1．2974・      （2・16〕

・lNPTドー舳・1・・162・（醐PCT榊㌦．。斗0・20帥0W／mUS）。．～’PIN㌦

（R－0．9764） ・9．6984・    ・2．4722・       （2－7）

・lN・Aビ・・…［・・1868（H舳／muS㌔．。十1・344㈹P舳側PP辿．。〕州P七

（R－0．9786） ・1．9211〉      ・2・3583・

      一2568P149－53）              （2－8）
P川PY一一18290斗〔3．0402（㎜PSY／㎜PP〕十2．8527（㎜PCY／㎜PP）十
  七                   七＿1           七4
（同．9550）  ・1．4125・    ・2．7201・       （2・19）

      0．8159（㎜P議Y／㎜剛 ・3．1942（酬PTY／㎜剛］・pINP・2495町49－53）
               t＿1            t＿1   七
     〈7．24i4〉      〈3．8628〉        〈5．0770〉

・1…七一州・［…1・・（・1NP週／PlNPY）七．f0・洲8（川P吻NPY）。．’州PY七（2・20）

 （R・0．6549） ・0．3057・      く0・5326・

・1・町ビー1・…［・・・…（・1N州／PIN叫．・十1・0509（PIN州／P川PY）七■一P川PY・（2・21）

 （R・0．7905） 〈0．5200〉     く0・8112〉

ここで、（2．18〕式、（2．二9）式のD（49－53）は、統書十データの不備（昭和49年から、若松

区の転入人口デ’タに八幡区の一部の地域のデ’タが誤って加えられた）を補正する意

味のダミー変数である。7行政区への配分式（2・15）式、（2・16）式・（2・20）式、12・21）式

は高々4年間のデ’タに対する推定式であるので、統計的有意性は裸証されないが、予

測値の暫定値を得るために用いることにした。

 5行政区の配分式に選択された変数は、各行政区の人口吸引力としての要因を意味し

ているものと思われる。門司区は、前時点の転入人口の5割り位が定常的に確保される

が、残りは製造業、運輸通信業、住宅建設の1舌発化が人口吸引力になる。小倉区は、前

時点の5割り強が定常的に確保され、これに住宅建設、サービス業の済発化が人口吸引

力となっている。これは、小倉南区のペットタウン化を反映したものと思われる。一方、

小売卸売業の活発化は人口銭斥力として作用してい’ 驕Bこれは、北九州市の中心業務地

区で・ある小倉北区への小売卸売業の集積が常佳人口の流入には結び付かないことを示し

ている。戸畑区は、住宅建設、小売卸売業の沈滞が長期の転入人口の減少を招いている。

八橋区は、小倉区と同様に人口増加の著しい八幡西区と人口減少の一途をたどる八幡東

区を内包するという二面性を持っている。小売卸売業、サービス業の増大は、八幡西区

の副都心としての位置付けを強めていることに対応し、周辺への人口流入．の吸引力とな

っている。一方、製造業、遅輪通信業の衰退は、八幡東区の新目本製鉄（株）の合理化

による従業人口減少を反映したもので、人口吸引力を弱めている。
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 2．3．4ファイナルテスト

 推定した構造式の有効性については、部分テスト及び最終テストによって一般に行わ

れている。

 部分テストは構造式を個別にその有効性を見るもので、付録1の推定式の重相関係数

によって間接的に検討することができる。市全体では、新設住宅戸数の推定式の説明力

がやや小さいが、その他は全般的にかなりの説明力持って推定されている一。行政区別で

は、新設住宅戸数、電気・ガス・水道業従業人口、金融・不動産業従業人口、自縛増加

人口などの説明力が余り高くないと言える。

 部分テストはあくまでも推定式単独の評価であり、構造式体系としての評価はできな

い。そこで、一組の先決内生変数の初期値と外生変数の実績値を与え、第一時点の内生

変数の推定値を求める。次に、乙の緒巣と第二時点の外生変数の実績億を用いて、第二

時点の内生変数の推定値を求める。この手順を順次繰り返して求めた内生変数の推定値

の時系列と実績値とを比較していくのが、最終テストである。付録2．1に最終テスト結

果の計算機出力を、付録2．2にそれらのグラフを示す。

 市レベルでは、全体的に良好な結果を得ている。但し、人口に関しては昭和46年以後

に比較的大きな乖離が見られる。これは昭和46年、47年の転出人口の過剰推定が原因と

なっている。この乙とも含めて、転出人口の推定が十分とは言えない。3次産案従案人

口の大分類別従業人ロペの分割では、金融・不動産業従業人口が過小推定され、その分

が運輸・通信案従業人口の過剰推定に現れている。3次産案従業入庫の分割は単なる自

己回帰モデルなので、次数増加による改善の余地はある。

 行政区では、小倉区、八幡区はある程度良い推定結果を得ているが、他の3行政区は

良好とは言えない推定結果が多いようである。転出人口（POUT）や金融・不動産業従業

人口（㎜Px）は、市の推定結果の良くないことが行政区レベルにも悪影響を与えている。

特に、絶対値が相対的に小さい門司区、若松区、戸畑区で顕著になる。門司区では製造

業従業人1コ（㎜PM）の推定結果が悪くPOuTにさらに悪影響を与えている。若松区では、

やはり㎜PM、㎜PKは良くないが、転入人口（PINP）やPOUTは良く追従している。戸畑区

は自然増加人口（NPOP）の悪さが目立つが、HNPやPOUTは良好である。小倉区は全てに

ついて良好な推定結果である。八幡区はNPOPと新設住宅戸数I（mUS）の推定結果が良く

ない。

 以上の結果を要約すると、幾つかの例外を除けばモデルのパフォーマンスは、初期モ

デルとしてはほぼ満足できるもののようである。しかしながら、市での推定誤差が拡大

されて伝播する行政区もあり、市レベルでの推定清度の向上や行政区への配分式の改善

など今後とも進めていく必要があろう。
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2，4 土地需要モデル

 土地需要モデルは、都市成長モデルから一隼単位で出力される産業別従業人口や新設

住宅戸数から、設定された区分ごとの土地需要面積を5年を一期として予測する過程を、

土地原単位の概念によって行政区別にモデル化したものである。

 まず、土地需要区分として、北九州市の土地利用現況調査における分類に準拠して、

住宅地、業務商業地、軽工業地、重工業地、都市運営業地、公共施設地、公園緑地、道

路の8区分が設定される。土地需要区分の最初の6区分、すなわち住宅地から公共施設

地の一部までは、それぞれの立地活動の犬さが表2．3の経済活動量に対応付けて表され

る。ここで、表申の数字は産業申分類基準に下づく分類番号を示しているが、この対応

付けは北九州市の土地利周現況調査での土地需要区分の分類基準を、経済活動量によっ

て可能な限り忠実に表現したものである。

 この申で、サービス業及ぴ製造業は複数の土地需要区分に跨っているため、それぞれ

の従業人口の土地需要区分への配分率を行政区別に推定することにした。 これに使用

できたデータは、昭和50年、53年の事業所統計調査北九州市版であったので、サービス

桑及ぴ製造業従業人口の各土地需要区分への配分率を2箇年の平均値によって、表24

のように設定した。

表 2．3 土地需要区分と経済活動量との対応

土地需要区分 経済活動量 呼称

住宅 新設住宅戸数

業務商業地 E．建設業，G．小売卸売業． 業務商業地

H．金融保険業，I．不動産業． 従業人口

L．サービス業74～81，84～87，94～95

軽工業地 F．製造業18～23125，34～39， 軽工業地

L．サービス業82～83 従業人口

重工業地 D．鉱山．F．製造業24．26～33 重工業地

従業人口

都市運営地 J．運輪通信業，K電気ガス水道業 都市運営地

従業人口

公共施設地 L．サービス業88～93，M．公務 公共施設地

従業人口
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 図24に土地需要・供給モデルのフローチャートを示し、

予測方法を説明する。

図に沿って土地需要面積の

表 2．4 サービス業．製造業の行政区別配分率

サービス業の配分率

土地需要区分 門司区 若松区 戸畑区 小倉北区 小倉南区 ハ幡東区 八幡西区

業務商業地 O．3941 O．3447 0．4618 O．5328 O，2712 0．4605 O．3512

軽工業地 O．0528 O．0557 0．0559 0．0763 0．0439 O．0497 O．0817

公共施設地 O．5531 0．5996 ⑥．4823 O．3909 O，6849 0．4898 O，5672

製造業の配分率

軽工業地 O．6281 O．4429 O．1664 0．5158 O．2977 0．1581 O．4579

重工業地 O．3719 0．5571 O．8336 0．4842 O．7023 o，8419 O．5421

土地震嚢区分

遠路

計画立地として 公園緑地

外生的に設定

重工業地 理

テ

公共施設地 公共施設地

従素人［］

都市通筥地 都市連営地

従素人口

都市成長 軽工業地 軽工業地

モデル 従業人口

業務商業地 業務商業地

従業人口

住宅地

需要区分

別原贈位 タイ7，建て万別

敷地原単位

t 朗新設 タイフ別 タイフ．建て方

住宅戸数 新設住宅戸数 別新設住宅戸敏

（t・1〕鯛の携造． t期の構造．

建築碕鯛別住宅戸敏 建築碕鯛別住宅戸憂
一  L     一 一 一

図

土地供給区分

市街化区域の田

市街化区域の畑

市衛化区域の森林

住宅用途利用可能地

商業用途利用可能地

工業用途利用可能地

繭利用地

市街化調整区域の田

市衛化調整区域の畑

市街化調整区域の森林

市悔化調整区域の

?p可能空地

タイプ．建て万別

建て境し住宅

徴地原単位

t期のタイフ．建て万別

建て壊し住宅戸数

構造別

断言賃住宅戸数

建築碕鯛別住宅戸数

t期の構造，建築時期別

建て堕し住宅戸数

回 2．4 土地需要．供給モデルのフローチャート
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 前述の6区分の需要区分のうち、住宅地を除く5区分は以下の方法によって需要面積

を予測する。

 丁年を初期年としてt期を丁年から（T＋5）年区間とし、丁年の土地需要区分jの

従業人口をR（T）、土地原単位すなわち、単位土地需要区分別従業人口当りの必要面積      j
をGJ（T）とすれば、t期の土地需要区分jの需要面積DJ（t〕は

Dj（・）一Rj（固・Gj（T・5）一Rj（T〕・Gj（T） （2．22）

で与えられる。R（T＋5）ほ都市成長モデルの｛T＋5）年の予測値を、表2．3の土地需        j
票区分別従業人口に変換する・ことによって与えられる。Gj（T＋5）ば、既存の土地原単位

データのトレンドや各行政区の将来動向に関する専門家の判断を加えて外生的に設定さ

れる。．

 Gj（・）の既存データは、50年、55年の土地利用現況調査及ぴ50年、53年の事業所統計

調査と都市成長モデルの55年予測値を用いて、50年、55年の2箇年が表25のように得

られる。さらに、設定された60年、65年の予測値を表2．6に示す。

 一方、住宅地需要の予測は、将来の土地利周の変遅の中心的役割を担うことから、詳

細に行われる。一期5年間の新設住宅戸数は、以下の五つの住宅タイプ、二つの建て方

によって計10タイプに分類される。

［住宅タイプ］

 1．持ち家、2．公営借家、3．公団借家、4．民営借家、5．給与住宅

［建て方］

 1．一戸建て、2．共同建て

タイプ11、建て方12の住宅建設を11 12種建設とすると、t期の住宅地馬要面積
は（2．23）式から（2．25）式で与えられる。

 （タイプI。の新設住宅戸数）七

       雪（新設住宅戸数〕七・（タイプ1！の建琴比率〕        （2．23）

 （㌦』種の新設住宅戸数）t

       ＝（タイプ11の新設住宅戸数）七・（タイプ11における     12．24）

                     建て方12の建設比率）

 （住宅地需要面積）七

       ＝ ΣΣU112種住宅敷地原単位）・U112種の新設住宅戸数）t（2，25）
         1112

新設住宅戸数の分類は、住宅統計調査における分類に準拠したもので、タイプ別建設比

率、建て万別建設比率、タイフ建て万別敷地原単位は、53年、54年の建築着工統計調査

を用いて・付録3のように設定されている。
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表 2，5 土地需要区分別土地原単位実頼値ωン人〕

昭和50年 業務商業 軽工業 重工業 都市運営 公共施設

門司区 35．40 59．03 200．79 127．30 130，50

着松区 33．80 63．09 601．53 165．80 169．50

戸畑区 19．79 27，96 239．38 165．OO 196．96

小倉北区 20，27 54，65 144．01 143．90 99，90

小倉南区 85．72 207，36 92．67 980，10 339．69

八幡東区 20．69 26．13 178．28 78．80 173，60

八幡西区 29．08 69．96 390．51 227．00 244．00

昭椰5年 業務商業 軽工業 重工業 都市運営 公共施設

門司区 37．41 80．57 306．36 163，38 214．10

若松区 39．31 81．73 850．84 258，43 205，11

戸畑区 23．05 43．60 390．71 108．05 253．15

小倉北区 23．54 67．51 186．37 162．蝸 170．35

小倉商区 80．07 218．46 114，12 873．82 296．54

八幡東区 25．45 30．38 379．63 127．74 175．54

八幡西区 36．20 75．75 345．24 272．01 269．44

表 2．6 土地需要区分別土地原単位予測値〔㎜ン人〕

昭和60年 業務商業 軽工業 重工業 都市運営 公共施設

門司区 38．73 123，36 460．柵 224．12 221，16

若松区 44．54 144，50 1197，99 376．92 204，91

戸畑区 23．85 49．65 422．84 122，39 256．19

小食北区 23．50 78．88 227．34 166．48 174．18

小倉南区 75．78 283．15 130．55 687．35 249－61

八幡東区 28．12 32．02 392．35 143．77 171，96

八幡西区 33．57 78．98 359．56 312．24 241．63

昭和65年 業務商業 軽工業 重工業 都市運営 公共施設

門司区 39．02 169．80 531．40 268．98 220．95’

若松区 側．34 213，75 1868．40 1111．52 202，02

戸畑区 23．88 64．10 520．50 139．37 255122

小倉北区 23．46 87．53 257．16 169．06 173．35

小倉南区 73．50 299．55 136．77 615．57 219．79

ハ幡東区 30．29 39．17 472．90 156．98 170．95

ハ幡西区 30．72 99．96 ψO．66 335．79 213．21
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 道路と公園緑地の需要予測は、住宅建設に伴う付随鉤立地と道路計画や公園緑地計画

によって先決される計画立地に分けて行われる。前者は、所期の住宅需要面積に付随立

地分として一定の率（道路付随立地率22％、公園緑地付随立地率3％）を乗じて算定し、

後者は、それぞれの計画による設定値が外生的に与えられる。

 公共施設地について、（2．一22）式によって表しえない大規漢な公共施設地が計画立地と

して外生的に与えられる。重工業地については、（2，22〕式の需要予測値を一応の目安と

するが、その値を固定化するのではなくてその計画立地的側面を考慮して外生的にも修

正し得るとものとする。

 以上の過程から、需要区分母の予測値を算定することができ、これらは各サブ地域

（行政区）のコントロールドータルとして、メッシュレベル土地利用変容モデルヘ伝達

される。

2．5 土地供給モデル

 土地供給モデルは一期間に供給可能な土地面積を行政区別に算定する。図2，4に示す

ように、土地供給区分は以下の11区分が設定されている。

 1．市街化区域の田、   2．市街化区域の畑、 3．市街化区域の利用可能森林、

 4．住宅周途利用可能空地、5．商業用途利周可能空地、6．工業用途利用可能空地、

 7．再利用地、      8．市街化調整区域の田、 9．市街化調整区域の畑、

 10．市街化調整区域の利用可能森林、一    11．市街化調整区域の利用可能空地。

乙ごて、利用可能空地はそれが属する用途地域指定によって、住宅用途（第一種二種住

専、住居地域）、商業用途（近隣商業、商業専用地域，）、 工業用途（準工業、工業、

工業専用地域）に分けられている。再利用地とは、住宅地として利用されていた土地が

住宅の建て壊しによって利用可能となったヰ地を言う。また、利用可能森林とは、北九

州市の上水道の配水の高さ制限から標高80m以下の森林のことを言う。

 さて、再利用地以外の供給区分1のt期における供給可能面積PSL㎜。（t）は、t期の

供給区分iの転用率をLTi（t）、丁年の供給区分iの面積をSム㎜i（T）とすれば、

PSL㎜iω雪SLN「i（T）・LTi（t） （i≠胃利用一地） （2，26）

で与えられる。LTi（t）は、過去の時系列データを対数線形開教で最小2棄近似し、その

近似関数の外挿値によって与えるが、実際には転用データの在る田、畑のみが対象とな

る。

 再利用地の予測方法は、既存住宅の建て壊し率が使用可能データからいかなる形で算

出されうるかに依存する。住宅統計調査では、構造別建築時期別住宅数という調査項目

が設けられているので、5年間隔の異なる二つの住宅続計調査を比較すると、同一建築
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時期に建築された住宅が5年間で実質的に減少した数を構造別（木造、非木造）に求め

ることができる。この減少住宅数は、建て壊された住宅数に必ずしも一致するものでは

ない（例えば、5年間で建て壊された住宅跡地に再建築されていれぱ、減少住宅数には

計算されない）が、乙の値をもって建て壊し住宅数とすることはほぼ妥当と思われる。

そこで、住宅統計調査の建築時期区分に準拠して以下の建築時期を設定する。

 1期前：現時点から5年前まで。

 2期前：6年前から15年前まで。

 3期前116年前から25年前まで。

 4期前：26年前以前。

次に、設定した建築時期に昭和53年の住宅統計調査の実際の建築年を当てはめると

 ユ期前：昭和46年から昭和50年の間、

 2期前：昭和36年から昭和姑年の間、

 3期前：昭和20年から昭和35年の間、

 4期前：昭和20年以前

のようになる。昭和48年、53年の住宅続計調査における同一建築年の住宅数を構造別に

対応させると、次のような構造別建築時期別建て壊し率が定義できる。

（1期前の建て壊し率）＝O

（2期前の建て壊し率）

（2．27）

（ll工＝幾鴛蓑一幾数）億：驚鷺葉書幾数）

（2，28）

（l1葦芒驚鴛簑㌘ニニニ数）

（3期前の建て壊し率〕

（1：鷺章二男薦繰一（：1葦：驚鴛蓑㌻幾数）

（2，29）

（l1鷺鵜蓑一幾数）

（4期前の建て壊し率）一

（鵜瓢翼サニ幾）一（l1葦賃瓢簑サニ幾）

（2．30）

（l1薫篇幕翼㌘二幾）
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ここで、1期前の建て壊し率は新設住宅に対する建て壊し率であるのでOとする。この

定義式によって求めた建て壊し率を表2．7に示す。

 このような建て壊し率を用いると、t期の建て壊し住宅数は、（2．31）式によって求め

られる。

（建て壊し住宅数〕         t

   ＝ΣΣ（建築時期t    t f      1
    1

構造｛の住宅数〕・（建築時期t        t         1

       （2．31）

構造一の建て壊し率）

  （建築時期t1構造｛の住宅数1t は、t期の始め、すなわち丁年の建築時期別構造

別住宅数をら年間シフトきせた時の建築時期t1構造｛の住宅数（ただし、tゴiの時

はt期での新設住宅戸数を表す）を表しているが、各建築時期で年間隔が異なるためそ

の算定にはやや工夫が必要である。

 丁年における構造｛の建築時期別住

宅数、すなわち（t－1）期での建て    表2．7婿造別建築時期別建て壇し率

壊し住宅及ぴ新設住宅を考慮した建築

時期別住宅数をQ1，Q2，Q3，Q4
とし、乙れらは各建築時期の年間隔の

間で一様に分布していると仮定する。

また、t期での構造｛の新設住宅戸数

Nとしておく。

 丁年から一期間進んだ（T＋5）年

では、図2．5に示すように、丁年での

1期前の住宅数Q1は、 （T＋5）年

では全数2期前に推移するが、丁年で

2期前の住宅数Q2ぱ、年間隔が10年

であるので（Q2／2）が3期前に推

移する。丁年で3期前の住宅数Q3は、

年間隔が15年であるので（Q3／3）が

4期前に推移する。これにt期の新設

住宅戸数N、を加えることによってt

期末の建築時期別住宅数、すなわち

（建築時期t1構造｛の住宅数）七 か

が求められる。これが図2．5の下段に

示されている。この住宅数からt期で

行政区 構造 1期前 2期前 3期前 4期前

門司区 木造 0 O．103 0．094 O．228

．非木造 0 0．171 O．006 0，400

着松区 木造 o O．114 O．098 O．219

非木造 o 0．171 O．006 O．400

戸畑区 木造 o O．242 O．087 0．304

非木造 o 0．171 O．006 0．400

小食北区 木造 o 0．185 0．090 0．195

非木造 0 O，171 0．006 0．400

小食南区 木造 o 0，157 O．001 0．231

非木造 0 0．171 O．006 0．400

八幡東区 木造 0 0．163 O．044 O．259

非木造 0 O．171 0．006 O．柵O

ハ幡西区 木造 0 O．213 01020 O．365

非木造 0 0．171 0．O06 O．400

｛注〕非木造の建て壊し率は行政区別のデータが得られ

  無いため．市全休の建て嬢し率を各行政区一律に

  設定した。
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の建て壊し住宅数を各建築時期別に除いた建築時期別住宅数が、図2．5の上段を一期進

めた（t＋1）期始めの建築時期別住宅数となる。

 さて、（2．31）式で求められたt期の建て壊し住宅数は、12．32）式によってタイプ、建

て万別に変換され、（2．33）式によって再利用地面積へと変換される。

（タイプ11建て方12の建て壊し住引数）七

 ＝（建て壊し住宅数）t・（既存住宅のタイプ11建て方12の建設比率） （2．32）

（再利用地）1＝ h盤幾差の）七・（建ζ続葦機隻位）（用）

ここで、（2－32）式の（既存住宅のタイプー！建て方12の建設比率）及ぴ（2，33）式の（タイ

プ11建て方12の建て壊し住宅敷地原単位）は、昭和53年住宅統計調査の既存住宅に関す

るデータから求めており、乙れを付録4に示している。

1期前 2期前 3期前 4期前

t期始め（丁年） Ql Q2 Q4
・  ‘  一  ・  一  一  ・

02Q2．Στ

、
、

、 、

、 、 、

、 、

、 、

、

＼ 、 、

t期末（T・5年） N Q．・如、 三Q、・…Q， …QナQ牛

図 2．5 建て壊しによる建築時期別住宅の推移
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2．6 土地配分モデル

 土地配分モデルは、土地需要モデルで算定される土地需要区分別需要面積と土地供給

モデルで算定される土地供給区分別供給面積に対して、供給区分から需要区分への土地

転用の経済性や行政区毎の事情を反映した土地利用の政策的望ましさを考慮しだし P

（線形計画法）による供給区分から需要区分への最適配分モデルである。

 一つの行政区において、t期における土地供給区分・から土地需要区分1への配分面

積をX （t）とすれば、土地配分モデルは（2，34〕式から（2．36）式で表される。   ij

目的関数

制約

Z＝ ΣΣC、（t）・X・（t〕   i j iJ   ij

ΣX．（t）≦PSLNI〕 （t）
・ iJ       iJ

ΣX （t）＝D （t） ij    ji

（2．34）

（2，35）

（2．36）

．ここで、（2．35）式は供給側の制約、（2．36）式は需要側の制約を表している。（2．34）式の

C （t）は土地供給区分1から土地需要区分】への土地適合指標であり、次式で定義さ ij

れる。

C ．（t）＝V・W （t〕 iJ    iJ ij
（2．37）

ここで、V は土地需要区分】が土地供給区分1から転用された時の一般的な経済性を    ij
表す指標である。Wij（t）は、t期において行政区の土地利用課題を達成するための土

地利用の政策的在り方、すなわち土地供給区分1を土地需要区分】へ政策的に転用すべ

きかどうかの度合を表す指標である。

【土地適合指標の導出】

 Vij，Wij（t〕はいずれも専門家グループヘのアンケ’ト調査によって同定する。専

門家グルーブの構成は学者6人、異なる部局の行政専門家（北九州市役所）16人である。

 V，Jに関する調査方法は、以下の直接比較法を行った。まず、土地需要区分1に対し

て最も経済性の高い供給区分i￥ @を選択し、次にその得点をVi共j＝100と基準化した時

に、他の供給区分からの転用の経済的望ましさをV共と一対比較してその得点を評価す
                      ユj
る。V．．の評価結果については、ほとんどの専門家の判断がほぼ一致したので彼等の平
  ■J
均値をもって表2．8のV．値を設定した。
          ■J
 Wij（t）については、Vijとは逆に供給区分iを固定してその供給区分を各土地需要

区分に配分するとした時、行政区の土地利用課題の達成にとって、供給区分iと需要区

分jの配分ペアの政策的望ましさの度合を評価する。 W．（t〕を得る方法として、                           iJ
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優常和法16全用いたが、その方法の概要を表2．9で説明する。

 まず、供給区分iを需要区分j lj：工，7）に配分する時の政策的望ましさの順位

を付ける。その結果が表2．9の順位欄に記入されている。次に、順位が1位、2位の需

要区分について、順位差の度合を100％を内分する比率（比率の和が工00となる）とし

て記入する。表2．9の例では1位、．2位に大きな差があり、90％対10％である。順位が

上位の内分比率の億を、需要区分に与えられた二つの比率欄の左側に、下位の値を右側

にそれぞれ記入する。この手続きを最後の順位のべ」アまで繰り返す。乙れらの比率は最

終的に言．Wij（t）＝1なる重みとして規格化する。表2・9では・Wij（t）欄に重みが示

されている。

表2・8Viγ土地転用の経済性指標

i      j 宅地 業務商業 軽工業 重工業 都市運営 公共施設 公園線地

市街化区域の田 56．7 25．O 36．7 5．o 42．0 54．1 31．O

市衛化区域の畑 73，3 21．7 38．3 5．O 42．O 54．1 56．9

市衛化区域の森 51．7 10．O 13．3 5．0 30．0 39．6 100．0

住宅利用可能空地 100．O 66，7 5，o 5．o 76．0 85．4 53．5

商業利用可能空地 16．7 100．O 16．6 5．0 100．0 100．O 6712

工業利用可能空地 18．3 56．7 100．O 100，O 98．1 10010 58．6

薄利用地 83．3 75．O 50．O 5．0 72．0 85．4 79．3

調整区域の田 13．3 5．o 21．7 5．0 8．O 10．4 5．2

調整区域の畑 23．3 5．O 33．3 5．0 14．O 12．5 24．1

調整区域の森林 13．3 5．O 15，O 5．0 8．0 6．3 72．4

調整区域の可能空 50．O 6．7 20．O 5．0 1410 29．1 67．2

表 2．9 Wiゴ土地転用の政策指標

土地謡票区分 j

j＝1 」里2 j＝3 j目4 j＝5 j＝6 j＝7
供給区分

@i
位 1 5 6 7 2 2 4

率 90 9040 9510 5 7050 50 10 6030
ij 0．7409 O，0235 0．0026 O．0001 0．0823 O．0823 O．0353
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 専門家の政策態度を重みとして見てみると、専門家の所属部局や考え方によって政策

態度がかなり異なっている乙とが分った。そこで、単に重みを平均化するのではなく、

専門家の政策態度のグルーピングを試みた。グルーピング手法として重みに主成分分析
を適用する方法L7）を採用したが、77（7×11）幅の重みデータ金てを一括して主成分分析

するのでは、有意な主成分が抽出しにくいことが予想されたので、．重みを以下の3クラ

スターに分けて、それぞれのクラスター独立に主成分分析を行うことにした。

 （1〕郊外型供給地：市街化区域の田、畑、利用可能森林。

 （2）市街型供給地：住宅用途、商業用途利用可能空地、再利用地。

 （3）市街化調整区域の供給地。

ただし、工業用途利用可能空地についての転用態度は全専門家で．ほとんど一致していた

ので、クラスター（2）より除外した。グルーピングの手順は、抽出した数個の主成分

を座標軸として図2．6の斜線のようなレーダーチャートに各専門家の因子評点を表し、

類似する図形を集めて集団に分類する方法である。図2．6は、小倉北区に対して分類さ

れた三つのグループを代表するレーダーチャートを示している。

PC2      PC3
Gr◎up 1         Gr◎up 2

                  Gr◎up3

       図 2．6 小食北区の分類されたグルーブのレーダーチャート

 三つのクラスターの申で市街化調整区域の供給地については、グルーピング精果にそ

れ程犬きな差異が認められなかったことと、後章のシミュレ．一ションで示すように、最

終的に市街化調整区域の供給地の転用はなされないという前提を置くことになるので、

郊外型供給地と市街型供給地についてのみグルーピング結果を組合せ、各グループの重

合付けの解釈から政策シナリオを各行政区毎に3政策つっ設定した。これは市街化区域

に対する政策シナリオということになる。図2，7に北九州市の中心業務地区である小倉

北区について、抽出された三つのグルーブの重みを示し、それらの政策的解釈を以下に

示す。
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 第1グループ：郊外型供給地、市街型供給地共に、住宅地と住宅基盤としての都市遅

  営地、公共施設地、公園緑地のバランス的開発（現況トレンド型）。

 第2グループ1郊外型供給地、市街型供給地共に商業地への再開発。

 第3グループ：郊外型供給地、市街型供給地共に公園緑地化の推進。

他の行政区の三つのグルーブの重み付けは付録5把掲載するが、それらの政策的解釈は、

表2．1㎝こまとめて示している。Wij（t）を時間変数として取り扱ってきたのは、t期に

おいてどのグルーブの重みを採用するかを、政策的に逮択可能であることを憲味してい

る。
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図 2．7 グルーブ別ウエイト〔小倉北区］
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表2．10重みの厚釈による行政区の政策シナリオ

行政区 8r㎝P 政策シナリオの観釈

門司区 1 市街型供給地の住環境整備への再開発．郊外型供給地は2．3の中間

2 市街型供給地での住宅再開発．郊外型供給地の住環境整備

3 市街型供給地での公園緑地化．郊外型供給地の宅地化

若松区 1 市街型供給地の均等的閲発．．郊外型侠給地の宅地化と住環境整備

2 市街型供給地の工業を除く均等的開発，郊外型供給地の宅地化

3 市街型供恰地の軽工業基地化．郊外型供給地の公園緑地化

戸畑区 1 市街型供給地の宅地化と住硯境整備，郊外型供給地の宅地公園緑地化

2 1より市衛型供俗地の強い宅地化．郊外型供給地の強い公園線地化

3 市街型供給地の均等的開発．郊外型供俗地は1と類似

小倉北区1 市街型，郊外型供恰地共に宅地化と佐原境整備のバランス的開発

2 市街型，郊外型供恰地共に繭業地としての再開発

3 市街型．郊外型供給地共に公園緑地化

小白南区1 市衛型．郊外型快給地共に宅地化とそれに伴う住宅基盤の均等的開発

2 1よりも宅地化を押え，公園緑地化を促進する

3 市衛型供給地の住環境整備．郊外型供給地の強い宅地化

八幡東区1 市街型供恰地の宅地化と住環境整備．郊外型供給地の強い公園緑地化

2 市街型，郊外型供給地共に宅地化と住環境整備のバランス的開発

3 市街型供給地の強い公園緑地化．郊外型供給地は2と類似

八幡西区1 市街型．郊外型供給地共に宅地化と住環境整備のバランス的開発

2 1よりも市街型で公共施設，郊外型で公園緑地化聖視

3 1よりも市街型．郊外型供給地共に宅地化がやや強まる
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2．7 繕言

 本章では、マクロ土地利周モデルを構成する四つのサブモデル、すなわち都市成長モ

デル、土地需要モデル、土地供給モデル、土地配分モデルについて詳述した。これらの

モデルは、モデル化手法の観点から見ると、伝統的な計量経済モデル、シミュレーショ

ンモデル、最適化モデルの組合せということができるが、使用可能なデータの範囲で、

住宅地の需要予測や再利用地の推定などモデルの精級化を試みた。また、土地配分モデ

ルではその目的関数に土地適合指標を新しく導入し、専門家へのアンケート調査によっ

て土地適合指標を導出する過程を示した。
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第3章 メッシュレベル
      土地利用変容モデル

3．工 緒言

 この章では、都市内の土地利用の動的空間分布を見出すための配分モデルとして新し

く開発したメッシュレベル土地利用変容モデルについて述べる。

 土地利用の配分モデルは、都市研究家や都市計画実務家の両者に共通する古くからの

関心事であった。前者は話市の空間構造に関する彼等の理論の検証と応用という観点に

おいて、後者は土地利用計画立案のための支援手段として、 土地利用に関する様々な

規制が土地利用の空間分布に与える影響をミクロ的視点から事前評価するという観点に

おいてであった。
                        1）
 このような土地利用の配分モデルは、Lo町yモデル を原点としてその後多彩な発展

過程を展開してきたが、複数の立地部門間の競合立地過程を明示的にモデル化したもの

はほとんど見られない。ここで述べるメッシュレベル土地利用変容モデルは、競合立地

過程をミクロ経済学における競合立地識を土台としてモデル化し、 500mX500mメッ

シュ上で土地利用の動的な2次元空間分布を表現するも．のである。

3．2 モデルの概要

 3．2．1既存モデルとの関連
       ！）
 Lo町yモデル 以後の土地利用配分モデルの発展の系譜は多1彩で変化に富んでいる。
               2）3）4）
これらに関して幾つかのレビュー   がなされているが、その中で比較的新しく、モ

デル間の相違を明快に比較対照している林、宮本4）は、次の五つのモデル分類によって

モデルの特徴、問題点を論じている。

 （ユ）Lo町y型モデル

 （2〕経済理論に基づいたモデル

 （3）土地利用間の配分関数を用いたモデル

 （4）統計的手法を用いたモデル

 ｛5）マン・マシンシステムによるゲーミングシミュレーションモデル

乙れらの分類に含まれるモデルを、複数の立地部門間の競合立地の取り扱い方という観

点から再整理し、最近開発されたモデルを補足すると次のようにまとめられる。

 （a）競合立地に無開係なモデル
    H、、b、、t－St、、、腕、モデル5）、NB亙Rモデル6）、小澤・和歌森のモデル7）

 （b）競合の強さを先決的に定めているモデル
    Lo口、yモデル1）、跳SSモデル8）、Le6dsモデルg）、南関東広域土地利周モデル10）
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           11）12）    鈴木・朴のモデル

 （c）競合立地過程が陰表的に内包されているモデル
             3）    神戸市土地利用モデル

 （d）競合立地過程をマン・マシンシステムのゲーミングシミュレーションとして扱

    フモアル
    SA㎜C13）、CL㏄14～ClTY114）

 （e）競合立地過程が陽表的に明示されたそ…デル
    メッシュレベル土地利用変容モデル15㌧中村・林・宮本のモデル16）

（8）に属するモデノレは林・宮本の分類てば（2いご該当するが、いずれも線形計画法

を用いた最適配分モデルであり、住宅部門のみを対象としている。

（．b）に属するモデルのうち最初の四つのモデルは、（1〕のL㎝ry型モデルの仲間で

あり、いずれもL㎝。yモデルにおける基幹産業の外生的先決を契機とした一連の固定化
された立地因果構造を持っている。鈴木・朴のモデル！1）12柱（4）に属÷るモデルであ

る、すなわち複数の立地部門の活動量の代理変数である人口（住宅は常住人口、産業は

区分に対応した従業人口）の動的変化を、クロスセクション重回帰分析によって計量し

ている（林・宮本はこの計量された関数を適地度関数と呼んでいる）。適地度関数によ

って地域毎の人口が定まり、人口が定まると一人当りの土地使用面積を介して土地面積

が定まるようになっている。この時、もし立地の競合が起きれば、商業地、工業地、住

宅地の順に立地するとしている。一

（o）は（3）に属するモデルであり、吸引力ポテンシャルなるものを用いて複数の立

地部門の競合も含めた立地面積が配分される。吸引力ポテンシャルの定義要素の一つで

ある親和マトリックスがデルファイ法によって与えられている乙とは、決定者の競合立

地に関する主観的評価が反映される乙とになり、ある意味では（5）のゲーム論的モデ

ルとも考えられる。

（a）のモデルにおいては、立地部門の適地度に関する情報を基にゲームに参加する人

間の判断によって立地が決定される。従って、競合が起きた場合も人間の判断によって

処理されることになる。
                              15）       16）
（e）の競合立地過程をモデル化した配分モデルは、筆者のモデル と中村等のモデル

しかない。まず、中村等のモデルの概要を簡単に説明した上で、筆者のモデルの特徴を

明らかにする。

 中村等のモデルでは、立地部門の立地しようとする土地に対する期待効用と立地に際

して支払うべき地価の差を立地余剰と定義し、この指標によって同一立地者の場所の選

好と同一場所における複数の立地部門の競合関係を表現しようとする。そのために、立

地部門別の地価を数量化I類モデルによって計量し、地価式を作成する。その地価が、

その地区における平均的属性を有する立地部門の期待効用に等しいという前提を置き、

立地余剰を立地部門の地価とその土地に制ナる全ての立地部門の荷重平均地価の差と定
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義する。そして、最大の立地余剰の場所から、立地余剰の大きな立地部門から優先して

立地していくというモデルが構築されている。

 このモデルは、立地部門の行動が土地に対する期待効用とその支払うべき地代あるい
                ！7）は地価を考盧するという従来の立地論 を基本的枠組としている一方で、立地部門の立

地邊好に対する主観的評価であり、一般に客観的に陽表示され得ない期待効用を地価と

等しいという前提を置いたために次のような問題が生じている。

 立地余剰が実際には立地部門間の相対的地価格差を表しているため、立地余剰の大き

さはある地区での土地競合力の強さには対応するが、立地余剰の大きな立地部門のその

土地への土地需要の欠きさには必ずしも対応するものではない。すなわち、相対的地価

格差によって同一場所における立地部門間の競合関係は十分に表し得るが、同一立地者

の場所の選好までも表すこと、換言すれば地価のみによって立地部門の土地需要を表す

ことにはやや無理があると思われる。

 そこで、筆者のモデルではある地区での複数の立地部門の土地需要を、鈴木・朴モデ
ル1⊃1司こ見られる適地度関数（後節では立地関数と呼ばれる）と一人当りの土地使用面

積を用いて算定し、もしそこで土地の競合が起きるならぱ、立地部門閥のその土地に対

する相対的地価格差によって競合の強さを規定する。きらに、土地競合の不確実性やデ

ータに依存する不完全さを確率論的視点から対処している。

 ある地区での立地部門の土地需要を適地度関数を用いて表すことは、結果的に与えら

れた立地部門の立地活動を代表する人口の増減という現象が、立地部門の場所の選好を

表す期待効用に対応して生起しているという前提を立てていることを憲味する。すなわ

ち、ある立地部門の人口が現象的に増加した地区は、その地区がその立地部門比とって

立地に望ましい場所、換言すれば期待効用の高い場所であることを意味すると解釈する

のである。

 以上のことから筆者のモデルは、統計的手法による適地度関数によって土地需要の2

次元空間分布を表し、ミクロ経済学的な競合立地論から得られる立地部門閥の相対的地

価格差によって、ある場所の複数の立地部門間の競合の状況を表現したモデルであると

言う乙とができる。

 さて、以上のような特徴を持つメッシュレベル土地利用変容モデルの対象地域は、

図3．iに示す北九州市（面積約477Kmく人口106万5千人）の工業専用地域を除く市

街化区域で、七つの行政区による地域分割を行い、1／2分割標準メッシュデータ（約

500mX500㎜のメッシュ単位データで、以後単にメッシュデータと書く）を基にして、各

行政区毎にモデルを構築している。後のモデルの記述は一つの行政区について代表的に

なされる。

3．2．2用語の定義とモデルの構成

ある土地利用を有する都市において、新たに土地を需要し、土地を自由競争によって
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図 3．1 メッシュレベル土地利用変容モデルの対象地域

獲得し立地する性格を持っ立地部門を競合立地主体と呼び、マクロ土地利用モデルの需

要区分の申から住宅、業務商案、軽工案、都市連営業の四つを設定し、以後単に立地主

体と呼ぶ。重工業、公共施設、付随立地を除く道路、公園緑地といった需要区分は計画

立地的性格を持ち、あらかじめ立地場所が指定され得ると考えられるので、本モデルで

はこれらの立地を政策として外生的にメッシ且上に与える形式としている。

 乙れに対する土地供給区分は、市街化区域の田、畑、利用可能森林、利用可能空地の

四つの区分である。マクロ土地利用モデルでの市街型供給地は、メッシュレベルではデ

ータの制約から利用可能空地として一括して取り扱われる。立地主体の立地活動を人口

に対応付けて表す変量を立地量と呼び、表3．1のように設定される。ここで、住宅以外

の立地主体はマクロ土地利用モデルにおける土地需要区分と経済活動量との対応、表

2．3と同一であるが、住宅については世帯数が設定される。乙れは、新設住宅戸数に関

するメッシュデータが不完全でその動的変化のクロスセクション重回帰分析による同定

が十分でなく、住宅の立地量として新設住宅戸数を採用できなかったためである。

 さて、t期（丁年からT＋5年）において、丁年の立地主体jのメッシュkにおける
立地塁をR k（T）、単位立地量当りの便用面積を表す立地原単位をG k（T）とすれば、
     j                           j
      k
立地面積 M （T）ば      j
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・jk（・）一・jk（・い・jk（・） （3．1）

                    k
であり、t期のメッシュkでの需要面積D （t）は                   j

Dk（・）＝Mk（T・5）一Mk（T）
j     j      j

（3．2〕

と表さ1れる。立地塁RJk（）を地形、地質、交通条件、人口集積度、周辺土地利用とい

ったメッシュの有する自然的、社会的、経済的特質である土地資質によって計量したも

のを立地関数と呼ぶ。また、地価を土地資質によって計量したものを地価関数と呼ぶ。

立地原単位G k（・）をメッシュの何らかの利用密度で計量したものを原単位関数と呼ぶ。
      j

表3．1立地主体と立地量

立地主体 立地最

住宅 世帯数

業務商業 E．建設業，G．小売卸売業，

g．金融保険秦，I．不動産業．

k．サービス業74～81，84～87，94～95

軽工業 F．製造業18～23，25，34～39，

k．サービス業82～83

重工業 D．鉱山二F．製造業24，26～33

都市運営 J．運輸通信桑．K亀気ガス水道業

 以上の準備’のもとで、メッシュレベル土地利用変容モデルの構成の要約を図3．2に示

す。メッシ皿レベル土地利用変容モデルは、計画立地的性格を持っ主体の立地や土地利

用関係の法的規制条件のメッシュ上での外生的設定部分と二つのサブモデル、すなわち

需要配分モデル、供給配分モデルから成る。需要配分モデルは、マクロ土地利用モデル

からサブ地域の立地主体刑立地量と需要面積のコントロールドータルを入力し、モデル

化きれた競合立地過程を通してサブ地域の全てのメッシュに立地主体刑立地量と需要面

積を配分する機能を持つ。

4ユ



 供給配分モデルは、需要配分モデルから配分された需要面積がどの供給区分から、ど

の程度供給されるかを、マクロ土地利用モデルの供給区分別供給面積をコントロールド

ータルとしてメッシュ別に決定する機能を持つ。

マクロ土地利用モデル

立地墨，需要面積，

供給面積のサブ地域別．

立地主体刑，供給区分別

コントロールドータルの

入力

メッシュレベル

土地利用変容モデル

交通計画．公園計画

大規模宅地開発計画

大規模産業の立地．

土地利用規制，用途

地域指定のメッシュ

上での設定

  需要配分モデル

立地主体刑．メッシュ州

立地塁，需要面積の算定

  供給配分モデル

供給区分別．メッシュ別

供給面積の算定

メッシュ別土地利用

パターンの決定

図 3．2 メッシュレベル土地利用変容モデルの構成
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 3．2．3土地利用変容過程の認識

 モデル構築の基本的方向付けとなる現実の土地利用変容過程を、ミクロ経済学的な行

動理論による競合立地論の立場から次のように認識する。

 ある土地利用パターンを有する都市に、新たに立地を希望する立地主体は、土地の持

っ資質を評価して、すなわち土地に支払うべき地代あるいはそれを資本還元した地価と、

土地から得られると鯛待される収益あるいは効用を考慮して、立地主体の利益を最大に

する場所を逮定寺る。もし、他の立地主体との間に土地の競合が起り、土地市場が完全

競争市場であるならば、その土地により高い地代あるいは地価を負担しラる能力を持っ

立地主体が、土地獲得競争に勝利して土地を占有し、土地利用パターンを変化させ新た

な土地資質を生み出していく。

 このような競合立地過程をミクロ行動論的にモデル化するためには、立地主体が立地

場所を選択するために評価する立地場所の望ましきの度合を示す立地関数と、立地が競

合した場合に、立地主体の競合の強さを示す地価関数＃を計量することが不可欠となる。

立地関数と地価関数を用いてモデル化した土地利用変容過程の概念フロー壱図33に示

し、その過程を説明する。

 まず、丁年の土地利用パターンから丁年のメッシュkの土地資質が規定され、一この土

地資質とマクロ土地利用モデルから入力される（T＋5）年のサブ地域の立地主体別総

立地量をコントロールドータルとすることにより、 （T＋5）年のメッシュkにおける

立地主体刑立地量と、t期のメッシュkの立地主体別地価が定められる。さらに、メッ

シュkの立地主体刑立地原単位を介して、（3．2）式よりt期のメッシュkへの立地主体

刑士地需要面積が算定される。

 この時、メッシュkの総供給可能面積が全ての立地主体の総需要面積より大きければ、

全ての立地主体が立地するが、そうでなければ競合立地となり、メッシュkへの立地主

体別地価の付け値を考慮して立地可能な立地主体の面積が定まる。メッシュkで立地で

きなかった立地主体は、競合立地とならなかったメッシーこおいてそのメッシュでの立

地量が考慮され、再び立地を行う。

 このプロセスが全ての立地主体の立地が完了するまで繰り返され、 （T＋5）年の土

地利用バターンが決定される。その結果、メッシュkの土地資質が更新され（t＋1）

期の立地が反復される。

 図33で陽表示されていない計画立地の外生的設定は、メッシュ上で計画立地主体の

需要面積とそれに対応する供給面積を、先決的に立地させるとして取り扱う。従って、

上述の立地過程は、丁年の土地利用パターンに計画立地主体の先決的立地を付加した後

の状態に対するものである。

＊一般に、地代の地理的分布を捉える乙とは困難であるので、地代を資本還元した地価
     ！9）
 を用いる。
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丁年の土地利用 丁年のメッシ皿k 不十5年の立地 丁年のメッシュk

パターン 土地資質 主体別総立地量 立地主体刑立地量

T＋5年メッシュk
立地主体刑立地量

t期メッシュk t期メッシュk 立地できない立地主体
立地主体別地価 立地主体別新潮 は競合立地とならない

土地需要面積 メッシュで立地

Y85
   メツシ里k
．’R要面積≧総供給面

 競合立地
高い地価を付ける

立地主体から卿ζ立地
N o

不十5年土地利用

パターン

T＋5年メッシュk
土地資質

 メッシュk
立地主体の立地

全てのk

メッシュk各土地利用

面積の変化

図 3．3 土地利用変容過程のモデル化概念

 3．2．4データ

 使用したメッシュデータは、北九州市役所によって整備された500㎜メッシュ情報であ

り、次の七つを基本メッシュデータとするものである。

  （1）昭和50年、55年土地利用現況調査（20分類）

  （2〕昭和50年、53年事業所統計調査（小分類）

  （3）昭和50年、55年国勢調査（常住人口、世帯数）

  （4）昭和47年自然条件調査（最大標高、最小標高〕

  15）昭和55年用途地域調査（8分類）

  （6）昭和53年土地利用規制調査（5分類：緑地保全地域、風致地区、農用地域、

                          国有林、国有保安林〕

  （7〕昭和53年公示地価（国及ぴ福岡県版）

このような基本メッシュデータから、メッシュの土地資質を表す穣々な加工メッシュデ

ータが作成されたが、 最終申に採用した加工メッシュデータの概要を妻3．2に示し、

表3．3に立地関数や地価関数などに用いられているメッシュデータの変数名と変数記号

を示す。
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 こ乙で、利用司能面積とは、メッーシュ面積から市街化調整区域及ぴ土地利周規制区域

を除いた面積を言う。また、丁年におけるメッシュkの活動量Xk（T〕に関するポテン

      k
シャ ノレPT  （T） ！ま
      X

     k              φ
   ・・、1・）一Σ［Xk一（・）／1・。。1〕1       （・・3〕
          k（≠k）

で表される。・、、1まメッシー・・畑の時間距離であ1・1氏抗係数φは北舳州圏パー

ソントリップ調査ユ8ら、ら、常住人口はφ；2，128、その他はφ＝1，952と設定している。

ポテンシャルの対象区域はメッシュから比較的近い範囲内の開発状況や集積度合を表す

意図から、メッシュを中心に3K㎜平方としている。

表 3．3 変数記号と変数名

変数記号 変 数名   変数記号 変数名
POPUL 常住人口    U S LND 利用可能面積

HHOLD 世帯数     MALND 工業地面積

BCOMS
  業従者 pOPPT人口

常住人1コポアソ

Vャル

LMANU
務商 人口ボテソシャル

PB；ND
 市運営一従  TOE PT者人口

従人1コポアソ
V十ル

TOEMP 総従業者人口  B CL PT
務  面積ポ■アソツヤル

HMANU
工業面積ポアソシ十ル

協CLND 業務商業地面積  C ENTD 心地文での時
間

LMLND 唾工業地面積   S TATD

PBLND 都市連営 地面  pORTD 港までの時間

HOLND 住宅地面積   MRODD
綴道路までの

RF厄L1） 田面積     BU S S D
・・ス通りまでの

@屑
F I ELD 畑面積    M－NLV 最小標高

FORST 森林面積    MAX LV 量大原高

S PLND 空地面積    AVGRD 平均傾斜

RDLND 道路面積    HOL OR
住  用用途面

PGLND 公園・緑地面頼 H1LOR
 1麺住居專用用途面積

BCLDP 業務商業地価格  H2LOR 第2笛

r面
LMLDP 軽工業地価格   B CトOR 商業用途面積率

HOLD P 住宅地価格   NC L OR 近隣繭 用途面

PBLDP 都市運営晩価 MAL OR 工業用途面積率

危MLOR 工 專用用途面  SMLOR 準工用途繭頼

表 3．2 加工メッシュデータの概要

加工メッシュデータ

中心業務地区，国鉄駅，主要幹線道脇

メッシュ利便性 港までの時間願離，パス，電車停留所ま

での地理的距離

メッシ’の自然的 平均傾斜，最大標高，最小標高，用途

法規的条件 地域区分別面積率，利用可能面積

メッシュの躍発露
人口及ぴ世帯密度，立地主体刑従業人

口密度及び面積

メッシ＾周辺の開
      ■q住人口ボテソシャル，従業火口ポテ

発度
ソッヤル，業務商案人口ボテソシャル，

立地主体別面積ポテンシャル
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3．3 需要配分モデル

 需要配分モデルは、図34のフローチャートに示すように、立地量配分プロセス・原

単位補正プロセス、競合立地プロセスの三つのプロセスを主要構成要素としている。以

下図3．4に沿って各プロセスを説明する。

 3．3、工立地量配分プロセス

 立地量配分プロセスでは、  （T＋5）年における立地主体iのメッシュkkおける

立地関数・jk（州の値を計算し・全てのメッシュの立地関数の値の総和が・立地量の

コントロールドータル・j固と一致するように・jk（・辛・）をその値に比例して修正

需要配分モデル

立地量配分プロセス

原単位補正プロセス ①

土地利
②

N0
関係法規を満たし

いる
Y e s

建て壊し面積、空地面積の算定

k←1

＞
・kD．｛リ1 一ξPSヒ1・▲  1

三

競合立地プロセス 立地主体の立地 k←一 k＋1

全ての

メッシュで立地
No

た・
Y e s

競合立地か
Y e s

No

E N D

図 3．4 需要配分モデルのフローチャート
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      k
し・立地塁Rj（T＋5〕を決定する。ただし・立地量が丁年より減少するメッシュでは、
                k
一期間で減少できうる減少限界値肌j lT＋5）より小さくならないと仮定すれば・
 k
R（T＋5）は j

 k                  k       k
Rj（T・5）一H・［θj（T・5）・pj（T＋5）・肌j（T＋5）1 （3．4）

C（T・5）一ΣRk（T・5） j      k j
（3．5）

                             k
で与えられる。ここで、θj（T＋5）は立地塁修正係数であり・肌j（T＋5）は立地量の過

去一期間での最大減少率を用いて

  肌k（T・5）＿ローm、。1（Rk（T－5）一R汽丁））／Rk（T－5）口・Rk（T）（3．6）
   j             j    j    j       j
         k胡k（T）〈Rk（T一θ｝
           j  j

で定義される。

 この段階で配分された立地量は、競合立地が起きた場合に修正されうるので仮立地量

と呼ばれる。仮立地量の配分によって、t期における立地主体jのメッシュkへの需要
   k
面積Dj（t）は、 （T＋5）年の原単位関数の億と仮立地量がメッシュkで全て立地可

能であるとい．う条件の下に、（3，2）式から求められる。

3．3．2原単位補正プロセス

原単位補正プロセスでは・至・、k（t）が需要面積のコントロール1一タル…（・）に
                    k
一致するように（T＋5）年の立地原単位G （T＋5）を、修正係数γ （T＋5）によって                    j           j

修正する。この時、原単位関数の値は需要面積の総和を調整するための暫定値として機
           k
能する。もちろん・柔Dj（t）が㎝j（t）に一致していれば・γj（T＋5）＝1となって

原単位関数の値は修正されない。修正の方法として、立地量と同じく原単位関数の値に

比例するものとすれば、γ （T＋5）は            j

        k  l
C1〕 （t）＝ ΣD （t〕
 j       j
      k

     k         k     k   k
＝そ［Rj（T＋5〕．γj（固’Gj（T＋5）■Rj（T）’Gj（T）］（3・7）

             k  l    k             k
から求められる。ここで、D （t）及ぴR （丁斗5）・γ （T＋5〕I・G （T＋5）は立地量と同             j     j    j     j

じ意味から、それぞれ仮需要面積、仮立地面積と呼ばれる。
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 続いて・メッシュkで競合立地が竿起するかどうか判定する前に、各立地主体の仮立

地面積が、用途地域指定や土地利用規制といった法的規制により規定されたメッシュの
                                 k
立地 h面積制約を満たすかどうか確ざめら帆もし・（ざ立地面積生＞（立地可能

面積）＞0であれば、 （仮立地面積） ＝（立地可能面積） となるよっに、すなわち
  j              j．        j
空間的利用密度が高くなるという意味において、立地主体】のメッシュkにおける原単

位をさらに調整する。その結果、立地主体】の仮需要面積の総和がコントロールドータ

ルに一致しなくなるので、再び原単位補正プロセスが実行される（図34のループ①1。

その際、土地利用規制によって修正した原単位は計算の便宜上固定される。これは、も

し全てのメッシュについて再び原単位補正プロセスを実行した場合、仮需要面慣の総和

の調整のための原単位修正演算と、土地利用規制による原単位修正演算とが無限に反復
                         k
される可能性が存在するためである。 （立地可能面積） ；0、すなわち立地主体jが                         j
            一キ金く立地できないメッシュ では、前の立地量配分プロセスにおいてそのメッシュの立

地関数の値が0にセットされるので、立地量は配分されない。
           k             k
 一方、 （仮立地面積ち≦（立地可能面積）j の場合は、負の仮需要面積となるメッシ
       kl      kl           l
ユ、すなわちM．（T＋5）くM、㈹なるメッシュkに対して、負の仮需要面積を利用可       J        J

能空地として計上し供給可能面積糾 を算定し直す。

3，3．3競合立地プロセス

今までのプロセスで、メッシュkにおいて全ての立地主体の仮需要面積が算定される。
                           k
t期における供給区分iのメッシュkでの供蛤可能面積をPSi（t）とする時、

ΣDk（。プ≦ΣPSk（。）
j j     i i

（3．8）

ならば、全ての立地主体が立地可能となるが、13．8）式が成り立たなければ、メッシュ

kで立地できない立地主体が存在することになり、競合立地が起きる。

 本モデルでは、立地主体別にメッシュkへの地鰯の付け値を地価関数によって計量し、

付け値の犬ききによって競合の強さを表現するという競合立地論の考え方を導入してい

る。これによって、メッシュの土地資質を各立地主体がいかに評価するかで競合の強さ

が変化することになり、より現実に近い状況を表現しうると思われる。しかしながら、

メッシュデータを用いたクロスセクション分析による地価関数の推定精度は、そのデー
タの不完全さから十分な精度が期待できないこ～9）や、土地市場の不確実性なども考慮

して、地価を確率変数として取り扱い競合立地プロセスを次のようにモデル化する。

＊例えば、第一穣住居専用地域では業務繭案は立地できない。

林立地主体が住宅の場合は、マクロ土地利用そ…デルでの住宅の建て壊しによる再利用地

 を意味する。
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 t期における立地主体jの重回帰モデルによって推定された地価関数の、メッシュk
        k          ＿kでの説明変数列X （Tジによる値をy （t）とするとラk（t〕は
       一j         j        j

  7k（・）～N（。k（・），ε主k（Tジ（X・X r柱k（T））   （・．1）
  j       j    j j    j j  j

なる正規分布に従う。ここで、yk（t〕＝E［テk（t）］、X は重回帰モデルの推定
              j      j     j
に用いた説明変数「観測停行列、εjは撹乱項の分散、右肩の”’”は転置を、”一ゴは

逆行列を、一”E”は期待値を表す。13．9）式において、ε の代りにその不偏公敵さ                          j           j
を用いれば、

  （アk（t）一yk（t））／εXk（Tジ（X’X）Xk（T）～t （3．1O）
    j        j            j   j        j   j   －j        n－P

                              k
なる自由度（n－p）のt分布を示すが、サンプル数が大きい時テ （t）は、地価の期                              j

待値y k（t）の回りに分散
   j

  σkl・）2＝εXk（Tジ（X’X）Xk（T）       （3．11）   j    j j    j j  j

                               k
で正規分布すると近似しても良い。そこで、メッシュkのある地価y （t）を                              O

・・k（・）1k（・）↓δ。k㌔k（・） （3．12）

                             k
と表し、立地主体jがメッシュkの土地に付け亭地価の期待値yj （t）が

y k（t）’≧yk（t）である確率は
j    0

P（・jk（t）≧・・k（t））＝P（｛㌔k（・）一㌔k（・い・一1．k㌔k（・）〕

            一／1㍗、加去、、趾。［一、藩21州）

  k   k

1（■も・t〕 （3．13）

と表される。複数の立地主体の競合によって、メッシュkから土地を獲得するための最

低の地価の付け値を

・k（・ゾーラjk（・）・㌔kろk（・）
（3114）

と表せば、立地主体j坪メッシュkの土地を獲得する確率、すなわち立地主体jが付け
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る地価の期待値y k（t）がyk（tゾ以上である確率は
       j

P（。・（。）≧。・（。）半）一F・（一半δk，・〕
  j          j  j

（3．工5）

で与えられる。この確率を立地主体jがメッシュkにおいて立地できる確率と解釈すれ
                             k  半
ば、立地主体1がメッシュkから獲得可能な需要面積の期待値D （t）は                             j

bk（。）㌧Dk（・プ・Fk（一㌃k，・）
j    j    j  j

（3．16）

と表される。

 乙の乙とから、競合立地となるメッシュkにおいて土地を獲得するための最低の地価

の付け億は

    k       k  －     k     k  半  ΣPS （t）＝ ΣD （t） ・P（y 〔t）；≧y （t））
  ■ i      j’・     j’
        j’ε｛㍉k（ゼ〉O｝

           k  廿       ＝ΣDjlω             （3・17）
         j，

を満たすy k（げである。逆にメッシュkにおい七、立地主体j’が競合立地によって立

地できなかった需要面積は

 k  l       k  廿 k
Djl（・）’（1■、卜㌔いt）） （3．18）

である。この需要面積は、メッシュの原単位で割って立地量に変換され、競合立地とな

らなかったメッシュkで再立地させるために立地量配分プロセスに戻る（図34のルー
                   I       －          k1
プ②）。この時の配分方法は・、立地主体jのメッシュkでの立地関数Pj，（T＋5）の値に

比例して配分する方法である。そして、今までの過程が全ての立地主体の立地が完了す

るまで反復される。ただし、原単位補正プロセスにおいて一度競合立地の起ったメッシ

ュの原単位は、土地利用規制による原単位修正の場合と同様の意味から書十算の便宜上圃

一定して取り扱われる。

3．4供給配分モデル

 乙のサブモデルでは、需要配分モデルによって配分された需要面積がどの供給区分か

らどの程度供給されるかをメッシュ別に決定し、t期の供給区分別供給面積を算定する。

メッシュにおいて、立地主体の土地需要にどの供給区分から土地が供給されるかを決定

する供給過程は、供給区分別の地価を含めた転用の経済性や、土地供給者側の経済戦略
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なども加わって極めて複雑である。乙のような供給過程をミクロ行動論的にモデル化す

ることは、現状ではデータの制約から困難であるので、ここでは次善の策として、一期

前のメッシュの総需要面積に対する各供給区分の配分シェアーが今期においても適用で

きるとするトレンドモデルに、次のヒューリスティックな条件を付加したモデルを用い

る。

 （1）各供給区分において、一期前の最大転用率を越えて転用されることはない。

 （2）各メッシュの農地面積（田十畑）は増加することはない。

 （3）農地面積のメッシュについての総和はサブ地域のコントロールドータルに一致

    し、そのための調整は利用可能空地によって行われる。

条件（3）について、マクロ土地利用モデルの土地供給サブモデルにおいて、一期間の

転用率を実際に設定できるのは転用デ’タの完備している田と畑のみであるので、農地

面積についてのみコントロールドータルを与えている。

 きて、t期においてメッシュkでの全ての立地主体の需要面積の総和をTDk（t）、丁

皐の供給区分iの面積をS k（T）とし、一期前の供給区分iの供給配分率DS k（t一五）と
            i                         i

最大転用率MTR（t－1）を次のように定義する。      i

 k      k     k     k
DSi（H）＝［Si（T－5）一Si（T）1／TD（t－1） （3．18）

㎜TR（t－1）＝H．llSk（T－5）一Sk（T）1／Sk（T－5）1
 i     k   i     i     i

（3．19）

従って、t期における供給区分iのメッシュkでの供給可能南積PS．k（t）は
                              ■

 k    k
PSi一 it）＝Si（T）・MTRi（t－1） （3．20）

と与えられる。 以上の準備から、t期における供給区分iのメッシュkでの供給面積
 k
ASi（・）は

ASk（t）＝mi。［皿Sk（t－1ジm＝上（t），PSk（T）1
 i           i            i

（3．21）

と求められる。こ乙で、ある供給区分が最大転用率による制約を受けた場合、すなわち
      k      k
（321）式で＾S■（t）二PS■（T）となった場合は・需要面積に対する不足供給面積を供給

制約を受けていない供給区分から、供給配分率に比例して供給する。また、前期の供給

が行われなかった供給区分については、次のサブ地域の平均供給配分率DS （t）によっ
                                 i
て配分されるものとする。

一        眞     長       産
I〕S （t）＝  Σ［S （T－5）一S （T）］／  Σ丁皿 （t－1）
 i      山  i       i
      k               長

（3．22）
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ここで、玉はTnk（トi）〉0なるメッシュを示す。

 ここまでの供給方式では、需要がないメッシュでは、．建て壊しによる利用可能空地の

増加を除いては各供給区分の面積は変化しない。ところが実際には、供給区分間での土

地の転用が行われるため、需要のないメッシュでも供給区分の面積ぽ変りうる。そこで、

t期において需要のないメッシュでは、一期前の供給区分1の転用率TR1k（H）を用い

て、 （T＋5）年の供給区分iの面積Sik（T＋5〕を次式で求め、供給区分のメッシュk

における総面積が変らないように空地面積を調整する。

【k、…。、 ・、＾k，k kδ、“岬1－mH1・・㈹li一服、いバ・S、（τ〕｛i■而丁重、（H）葺］ （3．24）

ここで、

・・、k（H）一［・、k（ト・）一・、k（・）〕／・、klT一・） （3．25）

である。ただし、空地の調整に際しては、次の供給区分間の経験的な転用制約を満たす

ものとする。

 （1）t期において森林、田の面積は増えることはない。

 （2）丁年の森林、田の面積が0であれば、t期において畑の面積が増えることはな

い、すなわち空地から州への転用はない。

3．5 モデル式の同定とモデルの検証

 3．5．1モデル式の同定

 同定すべきモデル式は、立地主体刑立地関数、原単位関数、地価関数であり、メッシ

ュの土地資質を説明変数候補として、変数増減法に上る一クロスセクション重回帰分析を

適用して同定した。最終的なモデル式は、一度に全ての説明変数候補に対して変数増減

法を適用するのではなく、専門家の知見を参考にして説明変数の組合せを幾組か設定し、

各組：こ変数増減法を適用してモデル候補式を選出し、その中でモデル式の解釈が妥当で

あり説明力の高いものを採用した。

 同定結果例として、表3．4に北九州市の中心地区を含む小倉北区（昭和55年時点、人

口約21万7千人、同定対象メッシュ数102〕の立地関数、原単位関数、地価関数を示す。

乙ごて、〈＞内の値はt億、Rは自由度調整済み董相関係数を表している。また、立地

関数、原単位関数、地価関数では、収集時点の異なるデータも使用されているため、同

定緒累において一時点前を”一1”の下付き添字で表した。一時点は、立地関数、地価

関数で3年間、原単位関数は5年間である。

 表3．4の変数記号は表3．3に示されているが、 原単位関数では新たに次の4変数が
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               表 3．4 モデル式の同定結果C』、禽北区）

立地関数

1騨H・・…鳩箒、機一・二1：測器㌧鵜；；；㍗ゾ2
  目 昌 O．98971                    ・2
                  ・0・O…21ST州Ol・O・2飢501POP州一1一・39950㈱岬丁〕一。
                  く1．12672〉         〈3．66323〉         〈3．97243〉

  L”＾Nu                       L㎜＾㎜u               PBI町D               L咀＾冊u

｛！・・1・ト州0021 A；、1：：：1挿扁〕一・二：：二割繭而〕一・二；’；二1；1、｛繭〕一・

  月 ！ o．97409
                  ・O．19390舳L㎝・SHtO糾酬L㎝〕一〇・04057｛L舳㎜用肌州一1

                  く2．05929＞             く4．73181〉

1撃1曹、；、；1・25350二：・ll：1：粋・二1：1竈1：、鮒・工11：lll／p肌柵〕一・

                  一〇07983－H＾LPT〕 十〇．05089｛PE工凹DPOPPT〕
                  く。：・・…〉 一1・・．・・…〉  一1

撒…帆・・1鵜1鶉滞1一・・く：；：瓢瀞二11鮒織｝一1
  宵＝ O．985ユ4

蟻H・・・…終111櫛し1鵜：肝胴〕一1二11：1鮒CL州一・
   頂 ＝ O．96630
                  ・O．04側1㎜肌”一2・09脚WORD〕・0・1792ぺSPL㎜，一1
                  く2．6ユー36〉        〈ユ．2542ユ〉        42．53工35〉

  ｛㎜州u〕白。．。。。蝸、O。・・。・1幽〕・・．・・…1州m…肌O・・酬・州
   uSLHD                    uSL”D ■1
   ～        く5．70273〉    く1．28458〉
   R ！ O．99208
                  ・d・o・・o・舳㎜〕一。一…1962舳固u岬㎝PTし。
                   〈1．86259〉         44・25534〉

                  十 〇．24501 ｛H”＾、I1」■．TOEPT〕  十 〇．007』9 ｛H1舳冊uoH＾LPT〕
                                      一1                －1
                   〈4．57829＞                く5．65462〉

原単位関数

      目CL㎜D                       BCLHD
  ・拙繭〕・・・…■2“93955州。。。。。しユ’O・2252．L。・｛冊C州
   貢。。．891．6   く17・1930〉   く12・2洲〉

      L”L”口                       L”L”1〕               L”LOL
L㌘｛禰〕’’0・09025＋く燃＝1，L嚇州1〕一・二：．ニニ1；：。し。9｛m…〕一1

   R 自 O・目9745

      PBLN0                       PEL満。                PBL0L
L二・｛雨〕＝仙3322＋、：1；l1鮒匡｛閉・・し1＋く二1二：：簑、舛。酬・〕一1

   日 ＝ O・72303

      HOL㎜口                       HOLND
  吻柵〕・・・・・…川欄28L。・｛冊。。。〕一。一〇・皇3953L。・㈹CP剛
   一                  〈19．5936〉            く5．20827〉

   R！O．93893

地価関数
                                一2
  ｛BCLDP〕 ＝ 4．84507  ＋ O．90709 ｛OEHτ1〕〕  十 0．65453 ｛日CLND〕’ i O．90744 ｛日DLND〕
                                                 一1             －1
  漬。0．37312  〈3・366ゆ   〈2・13244〉   〈2・86098）
                  十 8．69409 ｛BC”Pi｝
                                一1
                   〈6．1．0433〉

                                一6             －5
  エLHLDP， ＝2．13192 ＋O．00242 tST＾T1〕〕 一〇．00249 ｛PORTD，  十〇．59888 ｛TOEHP〕
                                                                  ・1

  盲。O．64573  〈2・68406〉   く1・93719）    〈1・73824〉
                  一〇・14636〔L舳剛一1

                  〈一1．01918〉

                                                 一2
  ‘HOLDP〕 ＝ 2．62273  － O．02220 ｛”＾XLΨ〕  十 〇．24770 ｛C一＝冊TD〕  十 〇．18262 工POLNO〕
                                                                  一i
  宵＝0．50520    ‘1．40558〉     く2．33522〉      （2．05102）

                  十〇・08340㈹岬〕一、“0・26316㈹P剛．。一〇・16737帆剛4
                  〈1．10519〉        〈3，191i8）         （2．62600〉

                  一〇．02651 ｛HlLO司“H2LO萬十HOLOH〕

                  く1．87933〉
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付加されている。

 B㏄RP：業務商業地の平均容積率

 L肌OR：軽工案用途立地可能面積

 PBLOL：都市連営業用途立地可能面積

 mCPR：住宅地の平均容積率

これらの変数は、いずれも用途地域制度上での容積率や立地可能性を表すものである。

各関数の右辺に示されている説明変数をメッシュ別に計量すれば、立地量、立地原単位、

地価のメッシ卓上での空間分布を求めることができる。他の行政区の局定結果について

は付録6に示している。

 きて、ここで各関数の一般的性質や実際の同定についての注意点を付言しておこう。

（1）立地関数

 立地関数は立地主体刑立地量の動的変化の空間分布を表すものである。同定に際して

は、単位利用可能面積当りの立地量を被説明変数として、メッシ＾自身の所有する土地

資質と、他のメッシュとの相互依存関係でそのメッシュの所有する土地資質の両方が、

同時に説明変数の中に含まれるように考慮されている。

 利用可能面積は、メッシュ面積から市街化調整区域や土地利用規制区域を除いた面積

であるので、単位利用可能面積当りの立地量を被説明変数とすることで、利用可能面積

の外生的設定、すなわち市街化調整区域や土地利用規制区域の変更による波及効果も検

討可能である。

（2〕原単位関数

 立地主体刑立地原単位は、メッシュの土地利用密度によってその空間分布が異なって

くるとの仮定の下に、（3．26）式の形で（T＋5）年における立地主体jのメッシュkで

6立地原単位G k（T＋5）を同定している。
       j

L。。1Gk（T・5）1一。十。L。。［Gk（T）1
   j       0  1    j

              k
＋a2Loε［（メッシュ利用密度）j lT）］ （3．26）

ここで、ao，目1．a2は回帰係数であり、メッシュ利用密度を表す変数は、立地主

体別に統計的に有意な変数を選定している。

（3）地価関数

 地価データは国及ぴ福岡県による公示地価を用いているが、行政区別に計量するには

データ数が少ないため、北九州市全体で計量した。表3．4の地価関数は全ての行政区共

通に使用される。業務商案地価（サンブル数125〕はかなりの説明力を有しているが、

軽工業地価（サンプル数26）、住宅地価（サンプル数172）の説明力は高くない。乙の

乙とからも、地価の値を確定値としてよりも確率変数として捉える方が妥当と思われる。
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 ここで、都市運営案地価についてはデータが得られず計量できないため、シミュレー

ションにおいては、軽工業とそれより1ランク下の立地主体との中間の地価競争力を持

っとした。もし、軽工業が最下位の地価競争力を有するなら、都市連営集はさらに軽工

案の下位の地価競争力となる。

 3．5，2モデルの検証

 モデルの妥当性の検証は、モデルの同定に用いた以外のデータに対して、シミュレー

ションによる当てはまりの良さを評価することで可能である。しかしながら、ここでは

50年、55年の二箇年のデータしか得られないため、50年を初期値として、55年のシミュ

レーション結果と実測デ’タとの適合度合を調べることでモデルの検証を行った。

 表3．5に面積に関する北九州市全体の適合度合を示す。面積の表示はメッシュ面積、

約2617haを10分割し、一つの分割をランク1とする10ランク表示であり、表のランク差

とは、 1（実測ランク）一（シミ皿レーションランクいの絶対値を意味する。北九州

市全体の対象メッシュ数699に対して、利用可能空地を除いては97％以上がランク差1

以内に含まれ、実用に足る精度を得ていると思われる。しカ）しながら、利用可能空地と

利用可能森林についてはランク差の大きな乖離が見られる。これは、宅地化のために造

成された森林が住宅が建築されるまでの一時期を利用可能空地としてデータに計上され

る過程を、トレンドモデルである供給配分モデルでは十分に表しきれないためと思われ

る。乙の対策としては、やはり土地供給過程のモデル化にミクロ行動論的視点の導入が

必要となろう。ともあれ、乙のような乖離現象は現在宅地化が進展している地域に起き

ていることが予想される。そこで、行政区別にモデルの適合度合（表3．6）を見てみる

とやはり、現在宅地化が急激に進んでいる小食南区、八幡西区、若松区でこの乖離現象

が顕著に顕れている。

 以上、供給側に若平の問題はあるものの、全体としては十分実用に足るモデルである

と思われる。

 次に、本モデルによって競合立地プロセスがどのように取り扱われたかをシミュレー

ションを通して見てみよう。図3．5ぱ、シミュレーションによって50年から55年の間に

競合立地の生起したメッシュを黒色で示している。表3．7は行政区別にまとめたもので

ある。これを見ると、市街化区域の開発がほぼ成熟している戸畑区、小倉北区、八幡東

区で競合立地が高頻度で生起しており、新興住宅地で土地供給面積に余裕のある小倉南

区、八幡西区、若松区では、競合立地の生起が少ないことが分る。
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表3．5 モデルの適合度合。ヒ九州布全体）

土地利用区分 ラ  レ  ク  養

o 1 2 3 4

雀協商業
607

早D晩
 蜘
X9．脇

 4
ｭ1oo％

O o

帳 工 業
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 4
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o1oo劣

o
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ﾚ9．6劣

  2
i兜．9％〕

 1
i1oo劣〕

佳    宅
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 1目
X9．6％）

 3
i100％

o
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i62－2名）

22コ

D9そ。1省

 26
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 9
X9．蛎
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i1oo別

利用可能森林
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110
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i1OO紛
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 7
C9．9％

 1
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表3．7 行政区別：ζみた競合立地の生起メッシュ数

行政区 全メッシュ数 競合立地 比率（老）

門司区 88 12 14
若松区 64 一3 5

戸畑区 37 11 30
小倉北区 105 31 30
小倉南区 135 8 6

八幡東区 55 26 47
八幡西区 2ユ5 16 7

表3．6 行政区別モデルの適合度合

門司区 戸棚区 小資南区

土地利用区分 一 、 土増利用区分 ラ シク差 士増利用区分 ランク差
O 1 2 3 4 0 1 2 3 4 3 4

業弼繭桑 87 1 o o o 務 32 5 o o o
実務竈桑 112 23 o o O

98．眺 100一 86．5一 100電 83．O一 100一

幅工業 62 26 o o o 軽工 31 6 o o o
工素 108 27 o o o

70．5一 100一 83．8量 100一 80．o一 100量，

割命運業 73 14 1 o o 螂命運営業 33 4 o o o
歴市運営業 116 19 o o o

83．O一 ｛98，9一 100度 89．2貫 100一 85．9着 100量

宅 66 21 1 o o 住宅 25 12 o 0 o
住宅 丁5 57 3 o o

75，OZ 98，9量 100寛 67．6貫 ｛100貫 55．6一 ｛97，8一 ｛100一〕

利用可空 66 21 1 可 2 10 o o
用可

75，O一 98．9貫 100種
72，8貫 100一 59．3電 96．3一 99．3一 100一

利胴可簑忠嫌 78 9 1 o o 利用可能逮練 35 2 o o o
利用可 建 117 18 o

88．6一 98．舳 100三 94．6量 100一 86．7一 100一
，11 78 10 o 橋 122 13 o o o

88．6一 1008， 83．8貫 100着 90．4一 100一，

田 9 田 o o o
田 1 3 o ．o

89．帆 ｛98．9一 100一 ｛100期 ｛74．1一 97．8電 100貫〕

若松区
小。北区 川一策区

土地利用区分 ランク差 土地利用区分 ランク差 土増利用区分 一ン
1 1 3 4 0 1 3 4

桑務高業 5 9 業務竈素 87 16 2 o o
業務権桑 44 10 1 o o

85．9電 100一 82．酬 98．1一 ｛100一〕 80．o一 98．2一 100一

篠工 0 13 1 o o 軽工桑 91 10 3 1 o
軽工集 41 14 o o o

78．1一 98．伽 100一 86．7一 96，2一 ｛9洲 ｛100！ 74．6一 100一

図 運 業 53 9 1 1 o 働市連営 80 18 7 O o
部市運 業 51 4 o o o

82．酬 96、眺 98．伽 o一 76．2一 9313一 100一 92．〃 100三

47 16 1 0 o 住宅 54 45 5 1 o 住宅 33 20 2 o o

73．4電 ｛98．伽 100，， 51．4一 94．3一 99一， 〔100一 60．O貫 96．“ 100一

用可 39 14 5 3 3 利用可筐空滋 49 47 6 2 1 可 ．49 6 o o o

60，9一 一82，8一 92．2一 ｛97一 100警 ㈹．肌 ｛91．舳 9τ．州（9醐 10帆 89，1一 100一

利用可能史 48 10 1 1 4 利用可 “ 26 5 o o 利用可筐忘林 51 3 1 o o

75．O一 90．6寛 92．2一 9伽 100一 70．収 95．2一 100刈 92，7一 98．2一 100兄

握 61 3 o o o 8 o o o 層 40 15 o o o

95．3一 100一 76．2一 ｛100刈 72，7一 100一

田 50 12 2 o o 田 55 o o o o

78，1一 96．9一 100η 93．3一 100刈 100一〕

八■車軍

士増利精区分 ランク望

貫務 190

88．4一 99．5一 100一

軽：［ 152 63 o o

70，7一 100一

働布運 15 54 4 1 1

72，1一 97，2η ｛9洲995一 ｛100警

住宅
55．O一 96．3一 ㈹．1一 いo〇三，

用可 1

58．1一 93警 9 7バ 995－ 100一
利用可筐建 168 42 4 o

78．1電 97．バ 99．舳 ｛100一〕

193 21 1 o

89．8一〕 99．5電 ｛100一，

田
〔86．O” 99，1一 ㈱．5一｛100電〕
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3．6 緒言

 都市内における土地利用の空間分布を見出すための配分モデルは、L㎝ryモデルを原

点として現在まで数多くの多彩なモデルが発表されてきたが・複数立地主体間の競合立

地過程を明示的にモデル化したものはほとんど見られなかった。乙乙で提示したメッシ

ュレベル土地利用変容モデルは、そうした競合立地過程の明示的モデル化の一つの試み

である。それは、複数立地主体間の立地競合力が地価の付け値競争力で表されるという

競合立地誌を土台とし÷、各立地年体の地価関数をクロスセクション重回帰分析によっ

て推定し、導入することであった。しかし、供給者側の配分過程は、需要者側のような

ミクロ行動論的モデル化はデータの制約から断念し、トレンドモデルを採用した。

 モデルの適合度合の検証から、供給側に若干の問題は在るものの、全体としては実用

に足るモデルであることが示された。
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図3・5 シミュレーションによって態合立地の生起したメッシュ
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負幸4車 住民の都市原壌評価モデル
4．1一 曙ｾ

 都市計画の立案過程の申に、住民の都市環境に対する価値意識を計量化し定量的な評

価基準の一つとし」 ﾄ導入するという問題は、第1章で見たように比較的薪しい試みであ

り、そのために未だ一意的な方法は確立されていない。
                              1）
 この章では、住民の都市環境に対する選好構造を、多属性効用関数 に基づいてモデ
ノレ化した住民の都市環境評価モデル2）3）4）について、まず、複数の佳民の選好を何らか

の方法で一つの価値体奉に統合するという憲昧において、必然的に係わり合う集団意思

決定問題においての位置付けを明らかにし、次にモデルの構造と構築手順について述べ

ていく。

4．2 既存モデルとの開遵

 複数の住民の都市環境に対する選好を計量化し、何らかの形で一つの定量的な価値体

系へ合成しようとする問題は、複数の意思決定者から成る集団あるいは社会が、複数の

代替案の中ぶら一つを選択する状況において選択決定のための方法を確立するという、

いわゆる集団意思決定問題の一つであると言うことができる。この意味から、筆者の提
案する住民の都市環境評価モデル（PU㎜㎜デ）3）4）と集団意思決定問題との関係を明ら

かにし、現在まで提示されている住民の選好構造の定量的モデル（これを住民評価モデ

ルと呼ぷ〕との相違を明確にする。
                                    5） 集団意思決定問題に対する論理的接近の原点として、Arr伽の一般不可能性定理 が

ある。＾rrO口は、二人以上の意思決定者から成る社会が三つ以上の代替案に関して社会

的決定を下す場合、次の五つの民主的決定公理、（1）値人選好の弱順序性、 （2〕社

会と個人選好の正の福関性、（3）無関係代替案からの独立性、（4）市民主権性、
（5〕非独裁性を満足するいかなる決定方式も存在しない乙とを証明しぜ～＾、、o岬以後

の集団意思決定問題へのアプローチは大きく二つの方向に分けられるであろう。

 一つは、A－ro馬の五つの条件を緩和したり修正したり、さらに、Arr㎝が経済学的な

客観性の立場から代替案の順序についての情報、すなわち序数効用のみを用いたのに対
             7）し、V㎝N6㎜a㎜・Morg㎝stgrn の意味での基数効用による個人間比較を導入して社会
                                    9）福祉関数としての集団効用関数を理論的に規定しようとする方向であった。F1emi㎎、
C。。山㎜．醐、、k。岬it，10）、N、、h11之H、、、、、yi12モま基数効用を用いて、個人の効用の荷重和

で表される加法的集団効用関数を導く条件壱それぞれ示した。
Keε、eyとKir㎞ood13～ま、加法的集団効用関数を拡張した乗法的集団効角関数を導くだ
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めの条件を示した。最近では、田村14）が乗法的集団効用関数をさらに拡張した凸依存性

集団効用関数を提案している。これらの集団効用関数は、新しく提案されたものほど関

数形が一般化されているため、その同定方法がより煩雑になる辛いう関係にある。
これまでの鯛鯛関数とは別に、。、、、i、．。。。、15）は彼等の。。、。。・、、、、、、、、“・）法を

土台に、Arr仰の第1条件に連続な単峰性基数効用という制約を課すことによって、集

団構成員の平均値がArrO馬の他の四つの条件を満たし、社会福祉関数となりうることを

示した。

 もう一つの方向は、陽的に社会福祉関数を規定するのではなく、集団構成員の話合い

という非定式過程によって社会としての合意を得ようとするものであり、その合意達成
を円滑にするための支援システムとして計量的方法を導入するものであった。瓦』馬ard“7）

は、社会的意思決定をある公的機関の代表者間の合憲と定義し、各代表者の選好構造を

単一意思決定者の場合の加法的多属性効用関数（A㎜F： ム“itive 皿u！tiattrib凹t6

リtiいty互㎜州・㎝）で表現し、代表者間の合意形成を支援する方法を提案した。
 B、、、、18）19』この瓦d口、、d、と同一の立場から、都市における住民評価モデルを構築し

た。それは必然的に個々の佳民の選好を積み上げて合成したモデルではなく、あらかじ

め住民代表者が選定一されるモデルであった。そのために、代表者選定に伴う恣意性によ

って住民の真の選好構造が歪められるとの批判を受けざるえない。
           20） 小澤の住民評価モデル は、 第一の方向と第二の方向との中間的存在と見られる。

Arrowの定理に対して、彼女は加法的多属性効用関数による部分的社会福祉関数を定義

した。それは、都市環境に対する評価項目を幾つかの部分集合に分け、各部分集合内の

要素については社会的合意が成立すると仮定して、要素間の重み付けと各要素の価値開
                                  15）数をアンケート調査デ’タの平均操作によって求め、この点はFarris・Sag8 の方法と

類似していると言えるが、そして各部分集合間の重み付けは行政担当者が政策的に行う

という非定式過程を含んだモデルであった。その結果当然ながら、小澤のモデルも佳民

の真の選好を表すものとはいえず、さらにアンケート繕累を単に平均化したために佳民

の選好の多様性を全く無視してしまった。

 この住民の邊好の多様性に関するBa・e・のモデルの取り扱いは、研究会メンバーに幾

つかの所得階層の仮想的Iな代表者としての役割を与え、佳民の選好の多様性を代用的に

表現しようとするものであった。

 以上の考察から、住民評価モデルは次の三つの条件を備えるべきであると考える。

  （1）住民の貢の選好構造を反映させるために、住民アンケート調査データのみによ

    って構築できること。

  （2）住民の選好の多様性に関して、都市内の地域間の評価格差や一地域での住民間

    の評価格差などを表現できること。

  （3）住民の評価の動的変化を計量可能とするために、都市シミュレ’ションモデル

    と結合可能であること。
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簸者の則巫醐は、これらの条件を実現させるために次のようなアプローチを取っている。

 （1）アンヶ一ト調査における回答者への負荷や回答可能性を考慮して、住民の選好

    構造をAM岬で表し、アンケート調査データのみから社会福祉関数を同定するた
                     12）
    めに、Ha・sa叩iの加法的集団効用関数 を仮定する。

 （2）アンケート調査の標本抽出において、都市内の地域特性を考慮した地域分割や

    類似の選好構璋を有する佳民の集団化を試みる。

 （3）アンケート調査の標本抽出をメッシュ単位で捕捉し、メッシュデータと対応付

    ける乙とにより、メッシュレベル土地利用変容モデルと結合する。

4．3 モデルの構造

 PU亙酬の基本的な考え方は、都市環境に対する佳民の多様な選好の複雑な対立状況を、

少数の共通利益集団間の単純な対立状況へと簡単化することにある。まず二一人の住民

の都市環境への選好構造が、＾㎜F U（X）によって表現され得ることが仮定される。

U（X）＝ Σα 皿 （疋〕，
     m  m   m   m

0≦α ≦11，

Σσ 二1，m m 0≦u （π）≦100  m   m
（4．1）

 乙ごて、X＝（x ，x ，… ，x ）は、都市環境に対するn値の評価項目の属         1   2        n

性（評価項目の達成度合を示す一つの測定単位〕ヘクトルの結果（属性の取るある値）

ヘクトル、α は評傾項目mの重み、u （r ）は評価項目mの1次元効用関数で0か     m                      m   m

ら100の値域を持つ実数値関数であり、Oはその属性の糖果が最悪の状態を、100はそ

の属性の緒累が最良の状態であることを意味する。これによって、佳民の都市原壌に対

する選好構造の多様性は重みの違いや1次元効用関数の形の違いとして具現化される。

 さて、類似の重み付けとユ次元効用関数の形を有する人々は、一種の共通利益集団を

形成していると見なすことができるので、今、何らかの方法で佳民をそのような集団に

分類する乙とができたとし、ある集団rを代表する効用関数Ur （X）を

U   （X） ＝＝  Στ   1三   （x  ） ，

 r        m mr mr  m
0≦α ≦1，

mr

Σα ＝1，
m m「

0≦モ （・〕≦100  mr   m
（4．2）

で定義する。  ここで・㌔rは評価項目mの重みの集団rのメンバーによる平均値、

i  （7 ） はさらに
mr   m
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         1 1
丁mr（xm）＝ Σβmr皿mr（zm，・
       1

  1
Σβm。＝1・
1

   1
0≦βmr≦ ユ，

0≦。1（。〕≦100
  mr   m

（4．3）

            1
で定義される。ここで、㎜mr（xm）は属性mの1次元効用関数の形のパターン1を示し、
 1                                      1
βmrは集団rにおいてバターン1を有するメンバーの比率である。“mr（■m）の求め方

は後節で最小2乗法による同定方法が示される。（42）式や（43）式においても平均化

操作が行われるが、これは類似の濠好を有する住民の集団に対してなきれるもので、前

節で見た小澤やhrris・Sag6等の平均化操作とは本質的に異なるものである。

 きて、都市が地域的特質から幾つかの区域に分割され、区域q把居住する住民がr個

の利益集団に分れたとする。区域qを代表する区域効用関数、すなわち区域qの社会福
祉関数Uq（Xq）は、H、、、、、yiの加法条件掲を仮定すれば、

・q（・q）一Σλ。q・・、q（・q〕， ・≦λ、q≦・，

       ．r

Σλq：1，
r  r

0≦U．q（Xq〕≦i00 （4．4）

で与えられる。こ乙で、Xqは区域qでの属性の結果ヘクトル、U，q（Xq）は区域qで

の集団rの代表効用関数で（4．2）式で与えられる。λqは区域qにとっての集団rの選
                       r
軒の強さを表す係数である。
  q                                      13）
 λ をいかにして決定するかを取り扱った研究は極めて少なく。Ke帥8yとKir㎞Ood r
は、乙の問題へのアプローチが対象となる意思決定問題のタイプに依存することを指摘

している。すなわち、意思決定問題が「慈悲深い独裁者」の場合と集団全体として意思

決定の責任を負わなければならない場合とである。
          21）
 後者について、The川 は社会的決定による効用と集団メンバーの望む効用とのずれ

に依存させて各メンバーめ重みを決定する方法を示したが、最近では、集団メンバー間

の重み決定過程をメンバー同志の合意形成過程として捉え、その合憲形成を支援するシ
ステムをB。’ily22～申山等23が提案している。

 きて、我々の集団意思決定問題は正に前者の場合である。なぜなら、行政主体は住民

にとって疑いなく「慈悲深い独裁者」でなけれぱならないからである。この場合の重み

λqの決定問題は、Klr㎞ood8）がわずかに取り扱った。彼は、「地域社会決定問題への
 r

市民参加」や「ハイウェイ立ち退き者の居住地選択問題」といった事例において、
                                q   q
Sy㎜εtriω＾∬i8㎜e汕、すなわち全ての集団のメンバーに同じ重みλr＝λrl（r≠〆）

を与えるとし、重みの値を決めるための明示的な規準については何ら言及しなかった。
            q
 そこで、乙こでは重みλ の決定が、民主主義的公共の場において、平等、少数者保           r
護、社会的弱者保護といった明確な憲味を持たなけれぱならないとする立場から、次の
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三つの重み決定規準を提案する。

（1）平等規準

 この規準では、λrqを区域qの集団rに属する人の区域全体に対する人数比ρrqと設

 足する。従って、集団・が現在とのような満足度を持っているかは考慮されず、集団

 の大きさのみによってλr？が設定される。すなわち、値人一人一人を全く平等と考え

 る立場にある。その結果、Uq（Xq）は集団の効用と集団の構成比が荷重和されたも
                                    16）
 ので、区域qの住民の平均満足度を表現している。これはFarris・Sageの手法 と一

 致する。

（2）目標満足度達成規準

 この規準では、λqは
         r・

      Σ（；、；δ［｛、q一・、二（・箒口ρ、・／㌔q〕

      m
  λq・・                        ，

葦苓（石、；川。q一五、用）1ρ、q／㌔q）

    δ〔ぺ．榊］＝［∵∵：ll；：∴

    Σρq＝1                        （4，5〕
    r  r

で与えられる。こ乙で、iqは区域qにおける属性mの満足度の政策目標水準であり、
            m．
i品（。鳥）は区域qにおける集団rの属性mに対する1次元効用関数、㌔qは属性m

の重みである。㌔qが閾値として作用するため、㌔qをすでに満たしている集団の効

用や欠ききは無視され、竈、q比達していない集団についてのみ、缶～までの距離と集

団の大きさがλrqに反映される。いわば、弱者保護の立場を憲味する。

（3）目標尺度達成規準
         q
この規準では、λ は        r

Σ（面qδほq－xq1ρq／1全q1）
m   mr    m    m   r     ㎜

λ。q＝
，

   ・q  ＾q  q  q  ＾qΣΣ（α δ［x －x ］ρ／1x I）

δ［㍑＝ m∵1
払q＝ユ

（隻q＞・q），
 m ～  m

（全q＜xq），
 m     m

（4，6〕
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 で与えられる。ここで、余qは区域qにおける属性mの結果の政策目擦水準であり、
             m
食、・≧・、・は㍉qが㌔qより望ましくないことを・会。qくぺは吋が余㍑り望ま

 しいことを台味する。乙の規準は規準（2）に類似しているが、属性の緒累について

 の集団間の効用格差には無関係に、目標水準から乖離のある属性についての集団間の

 重みの違いと集団の欠ききがλqに反映される。属性が社会指標のような客観的指標
              r
 に一対一対に対応付けられる場合は、行政担当者にとって現実的に理解し易い利点が

 在る反面、属性が主観的指標であったり、複数の指標を複合化した指標であるような

 場合には複雑になる。

以上のことから、区域qの属性の結果ヘクトルXqを計量すれば、図4，1に示すように、

1次元効用関数の各バターンことの効用値、’各パターンを（4．3）式のパターン比率で統

合した1次元効用値、各属性の1次元効用値を重みによって統合した集団rの効用値、

そして各集団を（4．4）式によって統合するというbott㎝一upプロセスによって、区域q

の住民の都市原壌に対する評価を、効用値によって表すことができる。

区域q効用関数

ポ
． ・ ■ ． ・ ， 臼 ● ● ・ i λr

・ ・ ● ● ■ ● ● ■ ● ■ ■ ● 炉

集団1効用関数 集団r効用開教 集団ざ効用関数

スq i一 ＿｛一q        4         ＿｛
αげ ・… …・。㌔r…1…“1・αηr

評価項目m且次元効用関数

β二、  β；、 βミ、

効用開教 効用関数 効用関数

パターン パターン パタ・ン  1      2     3

 o            u             U

吐∠！、凶
    ・、   ・烹 Xn

図 4．1 住民の都市環境評価モデルのフローチャート
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 今までは、都市内の区域間での住民評価比較を実現するための議論であった。乙れを、

複数の都市間での筐民評価比較ができるようにもう一歩拡張してお乙う。そのためには、
                   C   C
区域を統合した都市全体の社会福祉関数U （X 〕を定義する必要がある。これには、

区域での議論を都市全体に拡張し、都市における区域を区域における集団と見なせば、
 C   C
U （X ）は

 C   C
U （X ）＝

  C   C    C
ΣμqUq （Xq〕
q

＿  ’一一  C・q－q－q・q・
一ΣΣΣμλαuユx，，  qrm q 「 m「 m「 m

Σμc＝1，q q ・≦μ。c≦・・Xc一（・・茎・確・・・… Xξ）（…）

で定義される。ここで、μqcは都市Cにおける区域qの選好の強さを示す係数であり、

その決定方法に区域における三つの規準を同様に適用する。

（1）平等規準

 μCを都市全体に対する区域qの人口比ζCとする。
  q                         q

（2）目標満足度達成規準
                ＾C            C 区域qの満足度の政策目標水準をU とすれば、μ は                 q         q

μq

  〈C     C
（δ［U －U   q   q

 C     C   〈 C
（X  ） ］ ζ  ／U   ）
 q    q    q

     ＾C     C   C      C   ＾C Σ （δ ［Uq －U q （X q） ］ ζq ／Uq ）

 q

  ＾                           ＾

δ［㍗一パ）］

，

《

（Uc≧Uc（Xc）），
 q   q  q

＾ C    C   C
（U 〈U （X ））．。 q   q  q

  C
Σζ ＝1q q

（4．8〕

で与えられる。

（3）目標尺度達成規準
                          C      C    C        C
都市Cにおける区域qの属性の結果の政策目標水準をXq＝（x1q，x2q，・…，x，q）

とすれば、μCは      q
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Σ（百Cδ［XC－XC］ζC／lXCリm   mq      mq    mq   q       mq

μC＝                           ，
q        C     C   C  C     C
   言書（三・・δ［x・・1・・］毛／1x・・■）

6C： ΣδqρC
mq    r mエ’ r

（4．9）

 で与えられる。ここで、δCは区域qにおける全佳民の属性mの重みの平均値を表し
            mq
 ている。

この拡張によって、複数の都市にP㎜㎜を適用して都市間での住民の評価の比較検討が

可能となる。

4，4 モデルの構築手順

こ乙では、アンケート調査に基づいて実際にPU㎜Mを構築する手順を詳述する。

 4．4．工手順の概要

 PU㎜Mを実際に構築するための手順の概要は、次の五つのスナッブで示される。

ステップ（1）都市環境に対する評価項目とその属性を決定し、評価項目の目的の階層構

 造を作成する。評価項目の数の決定には；数が大きくなることがアンケート回答者へ

 の負荷に繋がることも、評価目的の記述の包括性と共に考慮されねばならない。

ステップ（2）属性間の重みや各属性の1次元効用関数を同定するためのアンケート調査

 を計画し、実施する。

ステップ（3）類似の重み構造を有する住民を集団化し、抽出した集団毎に各属性の1次

 元効用関数の形のパターンを分類する。集団化技法として、後節に示す主成分分析法

 を適用して．いる。

ステップ（4）集団を代表する効用関数、（4．2）式、（4．3）式を同定する。

ステップ15〕各集団の選好の強さを、一つの重み設定規準を選択することによって決定

 し、区域効用関数（4．4）式を同定する。

 4．4．2佳民の都市環境選好構造調査

 アンケート調査は、住民の選好構造を（4．1）式で表すためのものである。まず、・ステ

ップωに従って、都市原壌に対する評価項目とその階層構造について、生活環壌の改
善という視点から一般住民が評価可能と思われる25項目を社会指標24）の申から選択し、

図4．2のように設定した。そして、各評価項目の属性を表4，iのように与えた。
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住宅撃脩の改善 道三戸旨を口：くすること

男皮±虫を広くする乙と

住宅維持費の証減

新築戸建住宅の取得の容易き

生活環境の

 改善

住宅の周辺環境

の整備 蓑燃h簑11と

芸覧筥至の P繋誰静11

芸憲司111蓋11111然さ

公書問題の改善 排出ガス汚染の減少

河川汚濁の減少

騒音の減少

鮒■驚累
犯罪搬境の嫡一P箒鴬膿成

因4．2評価項目の階層榊造

表 4．1 評価項目とその属性

都市踊境評価項目

P l

P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8
P9

P lO

P11

P12
P13
P14
P15
P16
P17
P i8

P19
P20
P21
P22
P23
P24
P25

住宅を広くすること
，故地を風：くすること

住宅維持資の軽減

新薬一戸建て住宅の取得

交通の便利さ

圓常の買い吻の便利さ
4、半セ葦カー三匠くにあること

病院カーj匠くにあること

安全な子供の遊び増が

近くにある乙と

公團の質の向上

買い吻湿所の質の向上

病院の質の向上

町並みの空間的ゆとり

町並みの蟹の豊かさ

町並みの土地利用の盗然さ

排出ガス汚染の減少

河川の汚種の減少

服者の減少

浸水の危険性の減少

崖崩れの危検性の減少

効鰯消火体制の蔓備

交通安全施設の整備

交通安全鋼制の強化

防犯施設の整続

青少年の育成躍境の整備

属性

延床面積一回i〕

土地面積1皿ユ1
月収に対する占有率〔％〕

新築一戸菱て住宅砥憶OOO万円1
最寄り訳までの徒歩時間｛分1

買い物場所までの平均移動時間1分，

小学校までの徒歩時間｛分〕

病院までの碇歩時間｛分〕

児資公園までの徒歩時間｛分’

公園の形態分頸による名義尺皮

商店の形態分頸による名義尺度

病院の形態分馴こよる名義尺度

町並みの形態分頼による名義尺度

緑の豊かさの形態分馴こよる名藪尺度

整然さの形態分霜による名義尺度

汚染の形態分類による名義尺度

BOD働＝PP11｝
騒音量｛ホーン，

危険性の形態分類による名義尺愛

危換性の形態分頸による名義尺度

消防車の到着時間｛分1

整備形態分類による名義尺度

壇制の形態分須による名藪尺度

整備形態分類による名藪尺度

風紀現境の形態分類による名義尺度
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 次に、北九州市をその地域的特質から図43に示す工9区域に分割し、標本抽出を行っ

た。北九州市のアンケート調査システムでは、標本抽出は選挙人台帳を用いて行われる。

そこで、各区域’こ区域の人口比に応じた投票区数を設定し、各投票区（区画と呼ぶ）か

ら一世帯を一標本とし一て35世帯を無作為抽出した。

乙の時、4，2節で指摘した佳民評価対象区域とメッ

11線1豊二言11二ζ二夏二1二1二擁 区域。田ヨ

                             区画

二幾幾二1ア練億：㍍ ！＼睦
になる。                          メッシュ

 アンケート調査は昭和56年10月に郵送方式によっ

て実施され、その回収結果の概要は表4．2に示され    図 4．4 区域の構造

ている。抽出世帯数2030に対して有効回答数1502、

約74％であった。各区域間の有効回答数のぱらっき

は比較的小さい。乙ごて、全区画数とは区域に含まれる区画の総数のことである。

           c〉 ・
                    千   区域、

  区域。。口区鳥

．八∫       畿
           区域19            、    区域6      、 区域2

            ’㌧．（        区域5

眺口 f湛、醐芦一欧、！へ野・

      区榊5ノ ／し．  区域・＼’
     区パノ～串
          ）    区域加口
         、∫
             一’一行政区境界  区域・・    1

図 4．3 住民評価の対象区域
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．表 4．2 アンケート調査回収結果

区域N0． 抽出区画数 抽出世帯数 有効票（％） 全区画数

1 3 105 80（76．2〕 10
門司区 2 3 105 85（81．O） 16

3 2 70 51（72．9） 7

4 3 105 67〔63．8） 10
小倉北区5 3 105 80（76．2） 14

6 5 175 117（66．9） 21
7 3 105 75（71．4） 10

小倉南区8 3 105 84（80．O〕 13
9 3 105 75（71．4） 6

10 3 105 8379．1 7

若松区 11 3 105 86〔81．9〕 11
12 3 ユ05 70（66．η 11

八幡東区13 3 ユ05 94（89，5） 12
14 3 工05 ’89〔84．3） 13
15 3 105 81（77．1〕 11

八幡西区16 3 105 56（53．3） 11
．17 3 105 78（7413） 15
18 3 105 71〔67．6） 7

戸畑区 19 3 ユ05 80（76，2） 15

北九州市計 58 2030 1502（73．9） 220

70



 4．4．2（a〕重みに関する調査方法

 属性の重みに関する質問は、全評価項目を一度に対象とするのではなく、階層的に行

われる。まず、最下位の階層（例えば、図4．2では「住宅事情の改善」、一「近隣施設の

便利さの向上」などが該当する）に含まれる評価項目について重要度の順位を記入させ、

全項目が実現できた場合を最良とした時、各項目が単独で占める重要度の度合壱5段階

グラフ尺度上に記入させる。最下位階層、「住宅事情の改善」に関する実際の調査票の

様子を図4．5に示している。ここで、 （5）～（9）の調査結果は他の用途に用いられ

使われない。

    口1］い㌫讐㌫㌫黒けてお聞きしましたが’ここで幌絆の聰」と

      ①あなたは「住宅条件の改善」にとって．下表のll）～㈹の4項目でぱどれが重要だとお考

       えですか。重要と考える順に順位を記入して下さい。（同順位があってもかまいません。〕

      ② また、この4項目の全てが実現できた場台を最も望ましい状態と考えたとき、下表の（1）～

       19ω項8だけが実現した場合は、最も望ましい状態に対して、どのくらいの重要度でしょう

       か。これまでの例にならって、下表にそれぞれの重要度の位置を言己入して下さい。

？r 重  要  度

住宅条件の改善策

①11噴位

醸でない婁専手な㍑謝鶉鞭

川  「住宅を広＜する」ことだけ ・・
P・……・・…1・・…◎・・一

｛2〕 「敷地を広＜する」ことだけ
十・・一・・・・…ξ・・………1・・・・・・・…令…

｛3〕 「住宅≡維篤貢の負担を軽くする」

@ こと六」け
．一

¥・・一・……｛一……÷一・・α…÷・…

（ω 「薪襲一P農で住宅の入手を容易に
@守る」ことだけ

・・

?E一・一｛……一・・毎…・・・・…1・…

f5）上記の「（1〕と12〕」の2つだけ ・・
o・…

一一・

c一一一

㈹ 上記の「l1〕と14〕」の2つだ1サ 一・一一……・・
P……一・・…1・…・・一一・↓・…一・一ふ…一…÷一

17〕上記の「12〕と13〕」の2つだけ 一一・・・…
P…………÷…・…一↓一・……・1……・・・…；・…

㈹ 上記の「1川2〕制」の3つだけ ・・
P…・…一・÷・・…一・・十……・・…十………・・1…・

19〕上記の「1川3川）」の3つだけ ・÷・一・・…1…・・…一1・………・・1…・

2

’

4

3 タ10

⑳

図 4．5 最下位階層の重要度の割り当て

 次に、より上位の階層で1司穣の重要度を調べていく。図4，6は最上位の階層「生活環

境の改善」に関する調査票の様子を示している。階層的に重要度を得た後、各重要度の

度合に

  重要      ：5点、

  やや重要     ：4点、

  どちらともいえない：3点、

  あまり重要でない ：2点、

  重要でない    ：1点

のような得点を与え（ただし、中間的な重要度の度合には申聞の得点、例えば「重要」

と「やや重要」の中間には得点4，5を与えるものとする）、図417の重み計算の仮想例

の方法で重みを算出する。
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楽永い間、お疲れさまでした。これで、生活環境を良くするための

質問は終りましたが、最後に、これまでの質問をまとめて「より良い

生活を送るための生活環境の整備」について考えてみたいξ思います。

  ①一これまでIの質問をまとめ．ここで生活環境を良くするための条件を下表の111〕～15〕のよう

   に、大きく5つの分野に分けてみました。

   そこで，まず．あなたは「より良い生活を送るための生活識壌の整備」にとって、下表の

   ll〕～（5〕の5項目のどれが重要だとお考えですか。重要だと考えるj11頁に下表に順位を記入し

   て下さい。 （同順位があってもかまいません。）

  ∴21また、この5項目の全てが実現できた場合を鐙も望ましい状態としたとき、下表のω～

   ／9〕の項目だけが実現した場合は、最も望ましい状態に対して、どの程度の重要度でしょう

   か。下表に、それぞれの重要度の位置を記入して下さい。

一己i 璽  警 厘

生活噴上賛の整備

（百11

P1噴

ﾊ 璽でないあまりどちらとも
@  蝸でないいえ官い

やや

ｲ響
璽嬰

い〕「住宅条件の改蕎」だけ ・・ﾓ…

t2〕 『住宅の周辺環境の整備」だけ ／ ・・

P・…

・・ ﾓ… ・・
?E…

／3〕 「公警問題の改善」だけ ・・
?E…

・匂・・一・・・・・…

14〕 「災竃の危険性の減少」だけ    ．山■ 川』 一L ■
・φ・・一・

・・ P一

15〕 『犯罪・風紀面での環境敬菱」だけ
・や・…

16〕上記の「（1〕と12〕」の2つだけ I－ P…・ ・・

P・…

・÷一

17〕上記の「13〕とω」の2つだけ ・・ o…’

18）上記の「13川パ5〕」の3つだけ 一一…一 ・÷…・ II一’ O…．

制 上記の「1川2〕13川〕」の4つだけ ・÷・…
・・

堰E…

／

10

40

切
 o

？，・

図 4．6 上位階層の重要度の割り当て

R1

Q1（5）

Q2

P1（5）

P2（4）

P．3（3）

（・

ollll1

5着ト2525／92－0．272

5＊4・2020／92・0．217

5オ3円1515／92・0，163

4沁4－1616／92’0．174

4ホ4円1616／92－0．174

計 92    1．0

図 4．7 重み言十算の仮想的例

72



 4，412（b）1次元効用関数に関する調査方法

 1次元効用関数に関する質問は、各評価項目の属性の値について行われるが、属性が

客観尺度か名義尺度がで質問の形式が異なってくる。ここで、少し名義尺度について触

れておく。

 妻4．1に見られるように、幾つかの評価項目の属性に名義尺度が用いられている。こ

れには、二つの場合があって、一つは評価項目自体を客観尺度で表し難い場合、他の一

つは客観尺度で表すことはできるけれども、専門用語のために一般佳民に馴染みが薄く、

アンケート調査に回答の信緑性が期待できない場合である。前者には、PiO「公園の質

の向上」、Pl工「貢い物場所の質の向上」などが該当し、後者には、P16「排出ガス汚

染の減少」、P蝸「河川の汚濁の減少」などが該当する。このような評価項目は、属性

の結果を言語的表現で記述し、表現の仕方によって結果の違いを表している。これが名

義尺度である。図4．9に、P10「公園の質の向上」の5段階の名義尺度を一例として示

している。

 さて、属性が客観尺度で表わされる場合の質問は、まず、最も望ましい属性の結果を

記入させ、次に、その結果と比較して、調査者側で前もって指定した幾つかの属性の結

果に対する望ましさの度合を、5段階尺度上に記入させるという直接割当て法である。

評価項目P5「交通の便利さ」に関する実際の調査票の様子を図4．8に示す。

口最初に棚触への醐舳）・についておたすね胤

｛1〕ます。最寄りの「バス優、電算、駅」までは■あなたは、自宅から何分くらし、の宝と欄にあ   司

ること鵬も望ましいと思われま帆 @   ［…］分口
その最も望ましい距離に対して、次の④～¢）の満足厘を下表に記入して下さい。

最寄りのバス停、電停、駅までの距峨 不満 やや どちらとも やや
不満 いえない 剃足 溝足

④自宅から5分 ・o・
一■■一■’III ■一 1⊥一  一一1 ■一．』皿    一  一      ■   一一」…   』I

’’ 一一一一一・一
煦鼈鼈鼈黶E一一÷一・・一一…一一一・■一一・・一 一≒・一・

｛日一1自宅から10分 6

市中◎自宅から20分 ・一

B・・・・・・…1・…

一一‘享一お宅での現状
…一一一一一一 ¥一一一一・…一仁一一

■

・・n・
oL ○し 凹

工0
30
／0
41σ

図4，8 属性が客観尺度の場合の効用の割当て

 属性が名義尺度で表されている場合の貿間は、調査者側で設定した名義尺度に望まし

きの順位を記入させ、回答者の考えている最良の状態と比較して、各名義尺度で表現さ

れた状態の望ましさの度合を5段階グラフ尺度上に記入させるものである。乙の例とし、

図4．9にP10「公園の質の向上」に関する実際の調査票の様子を示す。
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囮つぎに榊般舳容）」にっし’ておたずね胤

  （1）ここでは、まず『公国の形態」、を下表あ④～㊧のように5つに分類してみました。

   ① あなたやあなたのご家族が日常利用するうえで、どのような形の公園が望ましいとお考

    えですか。下表の④～㊧の公園に望ましさの順位を記入して下さい。

    （同順位があってもかまいません。）

   ② また、あなたが最も望ましいと考えている公園に対して1；表の④～6の公園はどの程

    度の望ましさにあるでしょうか邊下表に．それそれ望ましさの程度を記入して下さい。

1二rj

S恒

ta：望ましさの程度
公 園 の 形 態

望ましあまり  どちbとも
ｭない望ましくないいえない

やや

｣ましい
望ましい

G）休思や．散歩、運動、観箇などいろ
@んな利用ができる大規模な公園 ユ

…Φ・・一・・■・…

⑰1休息 散歩もできるが ある程度の
@スポー：ソもできる中規模な公園 ／ ・・ E・… ・・ ¥…一… ﾟ…

◎大人や子供が、ともに利用できる小
@矧婁な公園

き ■十．．．一 ・…
ﾌ…・…・τ…

…I
o一一一一

e）主に子供や老人の利用を自的とした
@公園

J 。一一■．．、。

・…ﾓ一 ．＿
G＿・

⑱ せまいあき地 全 ・匂・… ・↓・…
…・

?c・

θ お宅の近くの公園 ・・ G一…・ ﾓ…・ ．’ ¥’1．． ・…

⑥ 岬

弓10

ζ0

今10

310

パ0

．嘩．

図4．9 属性が名義尺度の場合の効用の割当て

 このようにして、得られた満足度の各度合に

  満足       ：90点、

  やや満足     ：70点、

  どちらともいえない：50点、

  やや不満足    ：30点、

  不満足      ：10点

なる得点を与え、属性の結果と得点を一組のデータとすれば少なくとも4組のデータが

各属性について得られるので、これらのデータに3次関数による最小2乗近似を適用し

て、1次元効用関数を同定した。乙の3次関数は、後の1次元効用関数の形のパターン

を分類するのに用いられる。
                1）
 ところで、多属性効用理論 は加法的多属性効用関数における重みの割当てや効用の

割当ては、厳密には属性間のTrad60H席やくじ（Lott帥y〕にそれぞれ依らなけれぱな

らないことを主張する。しカ）しながら、意思決定者がアンケート調査のような一般の人

々である場合には、このような直接割当て法という簡便法も実用的に意味あるものとし
      17）     ユ9）        8）
て、瓦伽ard5，Bau帥 、Kir㎞oOd等も認めている。
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 4．4．3住民の集団化

 都市に住む人々は、都市環境に対して多様な選好構造を有してはいるが、一それらは全

く掛離れたものばかりではなく、ある程度類似した選好構造も多く存華するはずである。

それらを巧く集めて集団化すれば、一見複雑把見える選好構造も簡潔に整理されること

が期待できる。そこで、重み構造について住民の集団化をまず行い、描出した各集団に

ついて、各属性の1次元効用関数の形の分類を行っていく。

 4．4．3（a）重み構造に関する住民の集団化

 属性のへの重みの付け方で特徴付けられる集団を抽出するために、重みデータを多変

量とする主成分分析を適用した。集団化の方法は第2章でも用いたように、累積寄与率

60％以上の基準で主成分を抽出し、各サンプルの因子評点をレーダーチャートで表し、

類似の形をしたチャートを集めてサンプルを集団化するものである。図4．10に小倉北区

の区域4について、全サンプルのレーダーチャートを示している。ここでは4個の主成

分が用いられており、図申の5番目はダミーである。また、太い実線がサンプルの因子

評点を示し、細い実線は因子評点が0の点を結んだものである。

 さて、サンブルのレーダーチャートの形の類似性によって抽出した区域4の集団は、

どのような重み構造を持っているのであろうか。乙れには、各主成分の憲味付けと、抽

出した集団を代表するチャートの形の解釈が必要である。そこで、図4．11に四つの主成

分の因子負荷量（図4．12）から推定した意味と、三つの集団を代表するチャートの形

（図4．三0のグミ’主成分軸を除いて四角形に書き改めている）を示した。

 これから、次のような集団の重み構造の特徴が推定できる。

集団1：区域4の平均的重み構造（全サンプルの重みの平均値によって表される）を有

 する。すなわち、犯罪風紀環境の改善（P24，P25）や公害の減少（P16，P17，P

 18）を重要視し、自然災害に対する安全性（P19，P20）や小学校、子供の遊び場と

 いった幼児施設への利便性（P7，P9）は重要挽しない集団である。

集団2：近隣施設の質の向上（P10，P11，P12）を集団1より一層重要視する一方、

 生活の安全性全般（P2トP25）については集団1より重要視しない集団である。

集団3：集団2とは逆に、自然災害も含めた生活の安全性（P19～P25）を集団1より

 一層重要視するが、住宅の広さの向上（P1，P2）や近隣施設の利便性や質の向上

 は集団1より重要視しない集団である。

このような集団の重み構造の特徴の推定を確認するために、抽出された集団毎に、住民

の重みデ’タの平均値（これが（4．2〕式のτmrである〕を示したのが表4．3である。上

の集団の特徴の記述と良く対応した重み構造となっているのが確カ）められる。

 住民の重み構造に関する集団化が、今まで述べてきた方法によって適切になされるこ

とが確認され、この方法を全区域に適用した。その結果のまとめを表4．4に示す。こ乙

で・集団比率とは全サンプル数に対する各集団のサンプル数の比のことで、ρrqのこと

である。区域4以外の区域の集団別重みは付録7に示す。
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図 4．10 サンプルの因子評点のレーダーチャート
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累積寄与率 主成分 含意
（％） 十側 一側

28．9 ユ 安全性 近隣のサービスと利便性の
lP21．P22．P23．P24P25） 回上PlOP11．P12P5P6

42．0 2 自然災害の減少 広さの向上
lP19．P20） lP1．P2）

5i．8 3 公害の減少 意味が不明確
lP16，P17，P18）

61．4 4 近隣空間の快適性の 意味が不明確
向上｛P13．PM．P15〕
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図 4．12 区域4の第1，第2主成分軸因子負荷量
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妻4．3 区域4における各集団の重み構造

評価項目 集団1 集団2 集団3

P1 0．0357 0．0362 0．0311

P2 0．0411 0．0392 0．0342

P3 0．0413 0．0438 0．0382

P4 0．0444 0．0446 0．0369

P5 0．0338 0．0429 0．0288

P6 0．0396 0．0468 0．0280

P7 0．0253 0．0276 0．0203

P8 0．0354 0．0423 0．0318

P9 0．0321 0．0335 0．0257

P10 0．0372 0．0397 010218

P11 0．0435 正0．0488 0．0258

P12 0．0441 ネ0．0522 0．0298

P13 0．0335 0．0440 0．0295

P14 0．0337 測．0〃8 0．0301

P15 0．0343 0．0435 0．0272

P16 素0．0557 0．0440 0．0604

P17 讐0．0488 0．0400 0．0488

P18 ＊0．0546 0．0424 0．0492

P19 0．0281 0．0243 0．0450

P20 0．0240 0．0222 0．0446

P21 0．0374 0．0316 ホ0．0643

P22 0．0348 0．0309 ホ0．0544

P23 0．0365 0．0278 刈．0551

・P24 刈．0620 汕．0490 ‡0．0703

P25 ＊0．0633 ホ0．0550 刈．0686

＊印は重みの大きさの上位5位までを示す。
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表 4．4 全区域の集団数、主成分数及集団比率

区域N0 集団数 主成分数 、

C1 C2 C3 C4 G5

1 5 4 0．317 0．256 0．171 0．159 0．098
2 4 5 0．247 0，165 0．235 0．353 ・
3 4 4 0．216 0．294 0．314 0．176 一
4 3 4 0．284 0．418 0．298 ’ ■
5 3 4 0．238 0．350 0．412 ’ 一
6 4 5 0．245 0．280 0．263 0．202 ・
7 4 4 0．147 0．320 OI293 O．240 一
8 4 5 0．250 0．298 0．119 0．333 一
9 3 4 0．333 0．320 0．347 一 ’

10 4 5 O．289 0．36i O．253 0．097 一

11 3 4 0．279 0．279 0．442 一 一

12 3 5 0．400 0．300 0．300 一 ‘

13 3 4 0．213 0．447 0．340 ■ 一

ユ4 4 4 0．258 0．258 0．124 O．360 ■

15 4 5 0．346 0．173 0．160 0．321 ’

16 3 4 0．357 0．393 0．250 ■ 一

17 4 4 0．346 0．269 0．205 0．180 一

18 4 5 0白310 0．324 0．296 0．070 一

19 4 4 0．338 0．212 0．150 0．300 一

 4．4．3（b）1次元効用関数の形のバターン分類

 個人のある属性に対する価値観は効用関数の形に反映される。例えば、現状満足タイ

フの人は上に凸な効用関数を持っ場合が多く、現状不満足タイフの人は下に凸な効用関

数を持っ場合が多い。 そこで、集団のある属性に対するi次元効用関数を、単調性、

凹凸性、増加減少性などの関数特性の可能な組合せによる幾つかのパターンの線形結合
                                 1
で表す。乙れが（4．3）式である。この場合、あるパターン1の効用関数“mr（xm）とい

うのは、例えば上に凸で単調増加というパターンが考えられる。

 集団の構成員がどのような効用関数のパターンに属すかを集団毎に、全ての属性につ

いて判別井する乙とにより、集団の属性㎜についての1次元効用関数を決定する。今、

そのようなパターン分類が行われだとすると、集団rの属性mについてのパターン1の
     1
効用関数u （κm）は
     mr

＊集団の構成員の各属性についての1次元効用関数は、4．4．2（b〕で示したように、3次

 関数で最小2乗近似されているので、その近似パラメータによって容易にどのバター

 ンに属するか判別する乙とができる。
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1，1（・、h・、1・。・、1・・。・、1・・2・・㌔1・3 （4．i0）

なる3次関数で近似される。こ乙で、商主，1a、芸，28、芸，3a、芸は、集団rで属性mの効

用関数パターンが1であるサンブルのr属性の結果と効用値」データに最小2乗法を適

用して推定したパラメータである。パターンに属するサンブルの比率β、芸は簡単に得ら

れるので、（4．3）式によって集団・の属性㎜に対するユ次元効用関数玉mr（・m）・が決定

される。

 ・、芸（・、）の一例として・区域4の評価項目P1「部屋を広くすること」の属性「延

床面積（m2）」についての効用．関数のパターンを図4．13に示す。ここでは、四つのパ

ターンが分類されてお．り、左から順に、線形単調増加バターン・上に凸単調増加パター

ン、下に凸単調増加バタ’ンそして上に凸非単調パターンである。また、”RatiO”と
        1
はパターン比率βmrの乙とである。

 乙ごまで述べてきた佳民の壷みに関する集団化、1次元効用関数のパターン分類によ

って、集団を代表する代表効用関数（4．2）式が決定できるようになった。一 @次節では・

Ulx〕宝axI＋bx㌧樹十d

pattern 1

Croup  Ratio  Para而eter

1

pattern 2

Ratio  Parameter

O．158  a： ‘5．09■10’  O．3ユ6

   b：  7．50■10．，

貝，＝    c…  1．13      R2＝

0．881               0，874
   d… 一4．88・10

x

‘3．71 ■1σ一

1．12，10■一

・8，94

2．32■10一

pattern 3

Ratio  Para而eter

0．526

Rl＝

0．894

a＝ 6．46■10’5

b： ・3．64□10－

c＝ 5，83

d： 一1．82 □102

pattern 4

月atio  Parameter

x

O．407 a： 8．80・1σ・ O．481 a： 8．66■工σ5 0，111 a… 4．3Ω・10一、

   b： ‘8．50・1σ，      b： ＿4．i8■ユσ2      b： 8．83■ユO－2

Rl＝   c： 2．4Ω     R2＝   c： 6．03     R2＝   o： 5，66

0・718d：一8．66，100・777d＝一1．71，10・0・816d：6．51．1Ω・

O．375  a＝ ・8．00・10｛  O．438  a：  3．60■1σ， 0，188  a； 1．90■1σ，

   b： 一3．58・1σ，       b： 一8．58■10・一        b： i5．17□10’l

H一＝   c… 1．85     R2≡   c＝ 6．69110  R一＝   c： 4．54■10

0・739d：＿6．40，10 0・850d：一1．62．10・O・969d＝一1．19，10・

図 4，13 1次元効用関数のバターン分類とその同定例（区域4評価項目P1）
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（4－4）式の集団を統合する時の重みλrqがその決定規準によって受ける影饗を検討し、

各決定規準の憲味を具体的に明らかにしてお乙う。

4．5 選好の強さ係数決定規準の効果

 選好の強き係数の決定規準がλ、qに与える効果を検討するために、 区域qにおいて

表415の仮想事例を考えることにする。区域qの集団は二つで、その集団比率は丁度半

数のO．5，0．5である。対象とする評価項目は2項目で、集団1の重み石q（r1，2）
                                 mr
はそれぞれ0．8，0．2、集団2は逆にO．2，0．8である。現状に対する集団の1次元効

用関数値i q（。q）は、集団1が二つの属性とも40、集団2が二つの属性とも60であり、
     mr  m

その時の属性の結果はx q＝4，x q＝6である。 効用の政策目標水準は、両属性と
           1      2
も共通に6q＝念q：80である。     属性の結果の政策目標水準は両属性とも、     1    2

余q二会q＝8とする。 この時、必ずしも｛q （食q）＝令qである必要はない。
 1   2                      mr  m    m

 このような事例に対して、それぞれの決定規準によるλqと区域効用Uq（Xq）の値
                          r
を表4．6に示す。
             q          q   q
 平等規準では集団比率がλrになるので、λ1二λ2：0－5となる。乙の時の区域効

用は、区域qの住民の効用の平均値となる。

妻4．5選好の強さ係数検討のための仮想例

集団1 集団2
弘Pr

0．5 0．5

属性1 属性2 属性1 属性2
・トα｝

0．8 0，2 0．2 0．8

一←un■ 40 40 60 60
＾←u舳 80 80 80 80

←xm 4 6 4 6

＾年x旧 8 8 8 8

表 4・6 選好の強さ係数と区域効用

選好の強さ決定規準
｝λI

告λ2

u㍉刑
平等規準 0．5 0．5 0．5オ40＋0．5＊60’50

目標満足度達成規準 2／3 1／3 2／3＊40＋1／3＊60・47

目標尺度達成規準 0，6 0．4 0．6参40＋0．4参60148
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目標満足度達成規準では、次あ簡単な計算から

10．8（80－40）0．5言／80＋｛0．2（80－40）0．51／80

 q
λ1

10．8（80－40〕0．；1／80・10．2（80－40）0，51／80・1012（80－60）0．51／80・10．8（80－60）O．51／80

男20／30宮2／3，

 ∩
λ㌧1／32

（4．11〕

である。この規準では、現状満足度の低い集団1の選好の強さが平等規準よりも大きく

なるので、区域効用も小さい方に修正される。

 目標尺度達成規準では、次式から

｛0．8（8－4）0．51／8＋｛0．2（8－6）0．51／8

λq瞠1

10，8（8－4）0．5｝／8＋10．2〔8－6）0．51／8＋10．2（8－4）0．51／8＋10．8（8－6）0．51／8

・1．8／3－0，6，

λq＝0．4
2

（4．12）

である。この規準でも、目標水準からの乖離が大きい属性1に対して重みの大きい集団

1の選好の強さが、平等規準よりも大きくなる。

 以上のことから、平等歯準以外の規準が、弱い集団に対して、区域の代表として相対

的に優遇した位置付けを与えていることが確かめられる。

 次に、選好の強さ係数の決定規準の効果を、実例に対してさらに確認してみよう。住

民の都市環境選好構造調査では、各属性についての現状満足度も調査しているので、こ

のデータを用いて、従って、平等規準と目標満足度達成規準についてのみ集団の選好の

強さ係数を算出してみる。対象は区域4で三つの集団が存在し、効用の政策目標水準を

60，55の二通りについて調べた。 これを表4．7に示す。 ここで、評価項目別の値は

（4．4）式の区域効用を属性㎜について分解した、換言すれば、属性mの1次元効用値を

集団について統合した

皿q（。q〕＝Σλqδq亙q（。q）
m   m      r  r   mr  mr  m

（4．13）
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を示している。この値は、5章のシミュレーションにおいて、住民評価を属性別に分析

するのに用いられる。きて、表4．7で最も大きな満足度（効用値）を有しているのは、

集団3である（U q（Xq）が最大の集団）。 集団3の選好の強さ係数は、平等規準で
       r
    ＾q          ＾q0，298、皿 ＝60で0，282，u ＝55で0，275と小さくなって行くのが分る。 逆に、    m               m

最も小さな満足度を有する集団ユは、それぞれ0，284，0，352，O．363と大きくなって

いる。明らかに、目標満足度達成基準が弱い集団を優遇して行く様子が示されている。

表4．7区域4における選好の強き係数決定規準の効果

評価項目 平等規準 ＾乍u＝60

呵

＾をu＝55

肌

P1 1．63 1．64 1．64

P2 1．33 1．35 1．36

P3 2．22 2．21 2．21

P4 2．96 3．03 3．04

P5 2．50 2．46 2．45

P6 2．37 2．37 2．37

P7 1．42 1．40 1．39

P8 2．40 2．37 2．37

P9 1．48 1．48 1，48
P1O 1．50 1．49 1．49
P11 2．54 2．55 2．55
P12 2．39 2．37 2．37
P13 1．58 1．56 1．55．

P14 1．64 1．61 1．60
P15 1．64 1．61 1．60
P16 2．06 2．06 2．06
P17 1．6◎ 1．61 1．61
P18 1．99 1．97 1．97
Pユ9 2．◎6 2．07 2．06
P20 2．08 2．08 2．07
P21 4．02 4．01 4．00
P22 2．32 2．31 2．30
P23 1．97 1．95 1．95
P24 3．43 3．41 3．41
P25 2．92 2．89 2．89

区域効用 54．05 53．86 53．79
U舌（力 r

選好の強さ係数  ρ㌻

集団1 51．8 O．284 O．352 O．363

集団2 54．9 ．418 O．366 O．362

集団3 55．O O．298 O．282 O．275
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4．6 緒言

 この章では、住民の都市環境に対して抱いている選好構造を定量的に表現する方法と

して、加法的多属性効用関数を用いた集団意思決定問題として定式化された佳民の都市

原壕評価モデルを提案し、そのモデル構築方法を具体的に詳述した。今までに提案され

たモデルは、何らかの形で住民以外の第二者の主観の影響を受け、必ずしも住民の意識

を直接に反映していなかったのに対して、このモデルは住民に対するアンケート調査結

果のみから構築することができる。

 さらに、加法的集団効用関数における集団間の選好強さ係数を決定するための規準と

して、社会的決定の民主主義的意味付けという視点から三規準を与え、各規準の意味を

明らかにした。

84



第4章の参考文献
1）R．L．Ke㎝・ya・dH．R・iH・：D・cisi㎝s口i舳M・lt｝eObjgcti・e・一

    P・efe・帥。es舳dVa1回eTra’eoHs一，Jo㎞Wi1ey＆Sons（1976）

2〕前田博、村上周太：住民の都市環境評価への効用理論の適用、

    才ペレ’ジョンズ・リサーチ、26－11，642／649 （1981）

3）前田博、村上周太：多属性効用関数を用いた住民の都市環境評価モデルの開発、

    計測自動制御学会論文集、18－6，800／807 （1982）

4）H． Maeda and S， M頭raka㎜i： Pop㎜18tion’s Urba皿 1≡：n▼ironm6nt Eva－uation Mod61

    舳dits＾叩1icati㎝，J㎝na1o｛Regi㎝al Science （forthc㎝i㎎）

5）J． Arro馬： Soo ial Choi oe and Individual Va－ues ， Ya－e Univ．， Pr6ss ，

    Sec㎝d亙diti㎝（1963）

6）佐伯絆：きめ方の論理、東京大学出版会（1980）

7）Von Ngu㎜ann and 0． ㎜orgenst6rn： Theory o｛ G8㎜es and l≡：cono皿i c Behavior ，

    Princet㎝UnivεrsityPress（1953）

8）C．W．Ki・㎞ood：DecisionA・a～sisInco・po・竈ti・gP・e｛6・e・cesofC・o・ps，

    Operations ReseaI・6h Cent6r， MIT TechnicaI Rεport， 74 （1972〕

9川．F1㎝i㎎：Ca・di舳1Co・06ptofW61｛a・e，Quat6rJ㎝川a1o｛瓦。on㎝ics，

    66－3，366／384（1952）

10）L．A，Good㎜m8・dH．㎜8・ko口it2：SocialWeHa・eF㎜ctio・Based㎝

     I・』i・id舳1R舳いngs。＾㎜e・i6anJou・Ml ofSociology，58－3，257／262

      （1952）

11）J． F． Nash： The 彊argaining Prob16㎜， 1≡：conometri8a， 18－2， 155／162  （1950）

12）J．C．H脈舳叩i：Ca・di・alWel｛a・e，I・di・i舳竈1isticEtい。s．a・d

     Inteリers㎝alC㎝岬ris㎝sofUt川ty，J㎝mal of Politi㈹lEcono㎜y，

     63－4，309／32111955）

13）R．L．Ke帥eyandC．W，Xir㎞ood：Gro岬眺eisionMaki㎎Usi㎎Ca・dinal

     SocialWeHar8Fmctions．Manag㎝6ntScience．22－4，430／437 （1975）

14）田村担之、行村啓介：凸依存性によるグループ効用関数の同定、

     計測自動制御学会論文集、18－3，2〃／223 （i982）

I5）D．R．Farrisa腕dA．P．Sage：I聰t・oれ。tion£ndSwv8yofGr㎝pDeoisi㎝

     Maki㎎口i舳A”1icati㎝sto Wor舳＾ss8∬㎜ent，I㎜ETr舳s舳い。n㎝

     Syste㎜s．Ma・．a・dCyb6㎝otios，SMC5－3，356／358（1975）

16）D． R． Farr i s an’ A． P． Sage ： 0n l〕εc i si on－Makiog and Worth Assessment ，

     Int8m州㎝alJ㎝rM1o｛Syst3㎜sScienc8s，6－2，21／27（1975一）

85



王7）W．瓦d舳rds：Ro口toUseMu1セiattr川帆6山ili～㎜舳s㎜r舳舳tforS㏄ia1

     D80isi㎝㎜aki㎎，I醐ET・a・s“tio・㎝Syste撒s．㎜8腕，a・dC凶e・・州①s，

     S㎜C7－5，326／340（1977）

18）V．Ba・帥a・’㎜、W89e・6r：Si㎜1州。n，亙州1mti㎝a“Con川。t＾a～sis

     inUrbanP18㎜i㎎，Pr088“i㎎sof仙8I瓦㎜，63－3，405／413（1975）

19）V．B舳肝and㎜．恥ge・3・：AC㎝㎜n～In－o・mtio聰Fee＾a6kSyst8m腕i舳

     眺汕1ti8ttrib・teU川ities，InConHicti㎎．Obj6ctiwガnDecisio・s，

     血。亙・Ml…川・リJ・h皿W～＆S・叩（1977）

20）小澤紀美子：都市行政における住民意識の導入と評価モデルの開発、行動計量学、

     1－2，11／21（1974〕

21）H． Thei1： 0n th8 Sy歴m6try ApProaoh to th8  Co㎜mitt68 1〕60i sion Prob16㎜ ，

     ㎜㎝ag㎝emtSci帥。o，9，380／393（1963）

22）S， Bo’ily ： A I〕e1698tion Pro06ss Ior Combi腕ing In’iwidua1 Uti－ity

     F㎜ctio・s，MaMge阯帥tSci㎝oe，25－10．1035／1041（1979）

23）H． N ak ay a囚a e t a一 ： M6t ho do l o gy 丘。r Gr o”P 1〕e c i s i o n S皿p P o r t 口i t h

     舳a”licati㎝toA∬essm㎝to丘Resi伽nti81亙腕Ψir㎝㎜ent，I瓦瓦E

      Tramsaotion on Syst8阯s， ㎜an． and Cyb6rnεtics ， S㎜C9－9， 477／485  （1979）

24〕国民生活審議会生活の質委員会編：社会指標一暮らしの良さの物さし一、

     大蔵省印刷局（1979）

86



第5章土地利用・都市環境評価
       リ シク モラ’ノレ

511 緒言

 前章の住民の都市環境評価モデルを用いて住民評価の緒累を得るためには、評価項目

の属性の鰭果を計量しなければならない。きらに、動的な住民評価まで検討するために

は、属性の緒累の動的な計量が必要となってくる。

 一方、メッシュレベル土地利用変容モデルからは、メッシュ上での土地利用や立地量

及びそれらを加工したしたものに関する客観データの動的変化を得ることができる。

 この章では、動的な住民評価を得るために開発した区域別に属性の結果と客観メヅシ
                     一1）ユデータを緒ぴ付ける媒体、すなわちリンクモアルについて述べる。

5．2 リンクモデルの構成方法

 一つの区域は、図4．4に示したように複数の区画から成り、各区画はさらに複数のメ

ッシュから成っている。表4．1に示した評価項目の申には、その属性が直接メッシュデ

ータに対応付けられるものと付けられないものとがある。

 前者については、対象区域に属するメッシュについてメッシュデータを平均し、その

値を区域の属性の緒累とすることが合理的であろう。例えば、評価項目P1「部屋の広
             2
き」の属性は「延床面積（㎜ ）」であるので、r一世帯当りの延床面積」というメッ

シュデータを区域に属するメッシュについて平均し、その値を区域の属性の結果とする

乙とになる⑪

 後者の場合に該当するのは、属性に名義尺度を用いている評価項目である。乙れらの

名義尺度を用いいるに到った理由が、主に 般住民のアンヶ一ト調査に対する回答の容

易性を配慮した結果であることを4．4．2（b〕節で指摘した。ところが、リンクモデルの構

成においては、名義尺度を用いたことがやっカ）いな問題、すなわち名義尺度と客観メッ

シュデータをいかに緒ぴ付けるかという問題を生じきせる。以後の説明は、属性が名義

尺度あるいは客観データの複合によって表される評価項目に対するリンクモデルの構成

方法である。

 このような属性は、一般に複数の観点を含んでいるので、客観データとの対応を考え

る場合も複数の客観データを何らかの形で合成する必要がある。ここでは、一般に用い
         2）3）
られている合成方法  として、属性の糖累1名義尺度における現状評価値、 例えば

図4．9のへの項目が現状評価値である）とそれた影饗を及ぼすと思われる複数のメッシ

ュデータとの間に、クロスセクション重回帰分析を適用することを考える。

 乙の時、クロスセクションレベルとして（1〕区域レベル、（2）区画．レベル、（3）メッ
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シュレペルの三通りが考えられる。区域レベルでは、クロスセークションデータ数が高々

19個であり、乙れは明らかに少なすぎる。従って、区画レベル（データ数59）かメッシ

ュレベル（データ数271）のいずれかであるが、結果的にはメッシュレベルでは良い結

果が得られず、区画レベルクロスセクション重回帰分析が採用されることになる。これ

は、メッシ皿レベルではサンブル数のメッシュ間のばらつきが犬き過ぎたためと思われ

る。

 今、任意の区画aにおける丁年の評価項目mの属性の結果をaxm （T）とする。これ

は、アンヶ一ト調査において、区画aに居住する回答者の評価項目㎜に対する現状評価

結果を、その回答者について平均することで与えられる。Zk（T）を丁年のメッシュk一

におけるあるメッシュデータとした時、区画単位メッシュデータaZ（T）を

        k
aZ（T）＝ E［Z （T）］
     kξa

（5，1）

で定義する。すなわち、区画単位メッシュデータとは、区画aに属するメッシュについ

てのメッシュデータの平均値のことをいう。aZm（T）を、 axm （T〕を説明すると思

われる区画単位メッシュデータ候補の列ヘクトルとし、区画数59を観測個数とする変数

増減法による段階的クロスセクション重回帰分析を適用すると

      ’x（T）≡b Z（T）a m      m  aim
（5．2）

を得る。乙ごて、 aZm （T）はaZm（T）の中から重回帰式に採用された区画単位メッ

            ！シュデータの列ヘクトル、互mは，それらの煽回帰係数の行ヘクトルである。次に、複数

の区画を区域に統合す亭ために、区域単位の属性の結果 x“（T）を、区域qに属する

区画についての平均操作

・“（T）＝E［。x。（T〕1
     aξq

（5．3）

で定義する。

 （5．2）式、（5．3）式からリンクモデルが構成される。

5．3 リンクモデルの構成結果

 表5．1は、（5．2〕式の同定結果を含めた全評価項目のリンクモデルを示している。こ

の申で、P1～P5，P7，P8，P10，P12，P21などは、メッシ＾データベースや

メッシュレベル土地利用変容モデル（㎜㎜M）の出力から直接その属性の結果が求めら

れる評価項目である。そして、それ以外の評価項目は（5．2）式を用いる。 まず、前者
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表5．1 リンクモデル

評価項目 結合方法

1従属変数）

P1，P2   メッシュレベル土地利周変容モデルから直接計算

P3，P4   外生的に住宅価格，月収占有率を与える
P5，P7，P8 デ，タペ’スから移動時間プログラムにより計算
P6      －O．0408q．ユ22〉Log僕務商業従案人口，

Log償い物の   一〇．ユ088d．861〉Log僕郵繭業地面積ポテンシャル，

平均移動距脚  一0．工659〈2，231〉Log凋辺業務商業従業人口〕

R＝O．6980  ・0．2686〈2，415〉Log凋辺業務商業地面積，

一05909

P9 一〇．3508ぐ5．85〉Log公園数，

Log公園までの 一〇．0449ψ．94王〉Lo9公園緑地面積〕

距離， ‘1．6529

R二07854
P10．P王2 公園，病院形態の5段階分類基準を設定しデータ

ぺ一ス」＝で段階数を直接割り当てる

P11 判別関数を適用

P13 O．6036く1，423〉住宅地面積率

空間的ゆとり 、0，664舳．34ひ近隣商業地域率十商業専用地域率

分類尺度 O．7613〈1，876＞1準工業十工業十工業専用，地域率

R＝＝05455 24875

P14 2．7143く3．55参業務商業地面積率

縁の董かさ 2．85似⑫．125〉工業地面聴率

分類尺痩 2．5692

R＝0．5414
P15 ・5．0561く5，500〉道路面積率

土地利用の O．6046ぐ．755＞住宅地面積率

整然さの 1．1576ぐ．16め業秘商業地面積

分類尺度 一C．71ユ5ぐ．265〉空地面積率

R＝・O．6707 O．7508⑫．195〉近隣繭業地域率十商業専用地域率

2，607？¢．62沙工業地面積率

2．3203

P］6 14．6851〈1．伽〉人口

排出ガス濃度 2．ユ871〈3，27珍業務商業地面積率

｛P叩〕 2．70774，258〉軽工業地面積率

R：0．7594 一1．O］2州．489〉農地面積率

O．0655く2，719〉1］二案地面積ポテンシャル

コ．6ユ35

Pユ7 O．工5ユ6〈3，120〉業務商業従業人口

B O D値 5．0429μ．863〉軽工乗地面積

1P閉〕 一0．3088〈1，696〉重工業地面積

R＝O．8097 0．0m〈2．3ユ6〉河口までの距離

3．6859くユ．461〉周辺下水道不整備率

一0．7976〈4，292〉常住人口x下水道不整備率

4．7731

P】8 4．0469φ．737〉道路面積率

騒音の大きさ 2．6248く1．18？〉業務商業地面積率

｛ホーン〕 O．0253φ．865＞鉄道までの距離

R＝O．5370 4．9465

P20 12．1436⑫．686〉森林面積率

崖崩れ危険性の O．0039φ．931〉最高標高

形態分類尺度 1．ユ282

R＝O．7388
P21 データベースから消防軍配置場所を指定し

時間距離プログラムにより計算

P22 O．㎝O04，139〉小学校までの距離

交通安全施設整備 一2．1243φ．2紗道路面積率

の形態分類尺度 一〇．0388台．〃8〉主要幹線道路までの距離

R亡O．S536 2．6886

P23 一12．8704，600〉人口密度

交通親制強化の ．1．製。ユ々．1吻道路面積率

形態分類尺度 O．2535勺．4ゆ信号設置傘

R＝0．蝸60 2．2773

Pユ9，P24・P25 同定結果が不十分
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について説明しよう。

・P1，P2の属性の結果は、一世帯当りの延床面積、敷地面積として肌㎜Mの出力か

 ら容易に与えられる。

・P3，P4については、区域別に属性の結果を与える意味がないので（区域性に依存

 しない所得階層別といった区分なら意味が在る〕、全区域共通に属性の鰭累を外生的

 に与える。

・P5，P7，P8，P21はいずれも移動時間に関係する属性を持っている。これらは、

 対象施設のメッシュ位置をメッシュデータベース上で外生的に更新し、移動時間プロ

 グラム水’によってそれぞれの属性の結果を与える。例えばP2iでは、新たに設置する

 消防車センターのメッシュ位置をデータベース上・で指定すれば、全てのメッシ＾まで

 の新たな消防車到着時間が与えられるので、（5．3〕式から区域の平均消防車到着一時間

 が得られる。

・Pユ0，P12については、新たに設置される対象があらかじめ把握できるので、それら

 のメッシュ上の位置とぞ一の形態の名義尺度値（5段階の分類基準を設定しており、そ

 の基準に従って判定される）を、メッシュデータベース上で外生的に更新し属性の結

 果を与える。

．（5，2）式によって肌㎜Mと結合される評価項目については、表5－1の「鰭合万法」の

欄に、説明変数名（一 P・．・）式のと三、（・）の要素）とその偏回帰係数（”く＞”内の値

はそのt値）を示した。説明変数名のない偏回帰係数は定数項を、Rは自由度調整済重

相開係数を表している。 説明変数の申で、「周辺」とあるのは対象メッシュを中心に

1．5K、四方（9メ㌧シュ）地域を憲味し、ポテンシャル変数（3K皿四方）よりは狭い範

囲での集積度合を示すように意図されている。また、面積に関する「率」とは、メッシ

ュ面積に対する対象面積の割合を憲味する。P11に限っては、試行錯誤の鰭果、マーケ

ットの形態分類を外的基準とする判別関数を適用しており、その結果を付録8に示す。

 重回帰分析結果を見てみる．と、属性に名義尺度を用いた評価項目の申で、4．4．2（b）で

指摘した客観データで表し難い評価項目（P13，P14，P15，P22．P23）の説明力が、

全体的に低い傾向である。これは、第一に説明変数として利用可能なメッシュデータが

非常に制約されていたこと、第二に状態の言語的記述の仕方に工夫が足りなかったこと

が原因と思われる。このことは、同定が不十分な糖果は終ったP24，P25と表5．1の申

では最も説明力の小さいP23について特にいえることであった。一方、属性の結果が客

観データで表される評価項目は、その客観データが専門的尺度であるために名義尺度を

用いた評価項目（P16，P17，P20ただしP18は例外）も含めて比較的良い緒累を得て

＊このプログラムは、任意のメッシュから任意にメッシュまでの手段別（徒歩、自動車、

 鉄道、路面電車）あるいは複合手段別最短移動時間を与える。
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いると言える。

 乙れらのことは、アンケート調査における回答者の負荷の軽減と（5．2）式の重回帰式

の精度とがトレードオフ関係にあることを憲味し、アンケート調査における評価項目と

その属性の決定の重要さを示唆しているものと思われる。一方、（5．2〕式の説明力の低

さを補う方法の一つとして、属性の結果の確率分布を導入することも考えられるが、モ

デルの操作性を煩雑にするため、次章のシミュレーションでは（5．2）式の結果を確定値

として取．り扱っている。

5．4・緒言

 この章では、住民の都市環境評価モデルとメッシュレベル土地利用変容モデルとを結

び付けるリンクモデルについて、その構成方法と構成結果について述べた。それは、区

域の属性の結果を、その区域に属するメッシュについて統合した客観メッシュデータに、

単独であるいは複合的に対応させるものであった。従来の方法が、評価対象区域単位で

属性の緒累についてのデータを求めていたのに妊して、本方法では評価対象区域とメッ

シュとの対応をとる方式であるために、いかなる区域の設定についても対処できる柔軟

性がある。

 リンクモデルの構成結果は、必ずしも十分に満足いくレベルとはいえなかったが、一

応、住民の都市原壕に対する評価をシミュレーションによって動的に検討できるように

なった。

第5章の参考文献
工）前田博、村上周太：システムズ・アプローチによる土地利周計画立案支援システム

  一土地利用計画の住民評価シミュレーションー、シミュレーション、3－3，

  33／40、（1984）
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3）国民生活審議会国民生活選好度調査小委員会：第3回国民生活選好度調査、
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第6章 シミ皿レーション
6．1 繕言

 乙の章では、これまでに述べてきた土地利用計画立案支援システムの各構成要素が、

土地利用計画立案にとって、どのような支援情報を提示し得るのか、またそれらの情報

の有効性はどうであるかを、シミュレーションによって明らかにする。

6．  マクロ土地利用シミュレーション

 6，2．1都市成長の政策シミュレ」ション

 ・北九州市の人口や経済フレ’ムの政策シミュレーションは、北九州市の国土利用書十画

を立案する上での基本的枠組として位置付けられ、北九州市の都市活力が今後犬きく活

性化するという条件下で、昭和55年から56年にかけて実施検討された。この条件設定の

ために、．以下の三つの前提を置くことになったが、この中で国レベルのシナリオの設定

にシミュレ’ション実施時点の情勢が反映されたので、現時点の認識とは大きく乖離し

てしまった。しかし、この乙とがシミュレーシ賞ンによる本支援システムの有効性の検

討を妨げるものではない。

前提ユ

 都市成長モデルの外的条件である国レベルのシナリオを、当事の国の基本的枠組であ

った第3次全国総合開発〔3全総）に準拠して以下のように設定する。

 （1）全国製造晶出荷額：年率名目8％上昇、

 （2）全国個人所得  ：年率名」目8％上界、

 （3）全国港湾貨物取り扱い量：年率5％上昇、

 （4）全国自然増加率：漸減傾向堅持（60年：7．6人／千人、65年：7．1人／千人）。

前提2

 旧6大都市との所得格差の上限は、65年時点で北九州市の一人当り値入所得の17％以

内である。もし、都市成長モデルの所得格差式がその上限を超過する場合は、北九州市

の第3次産案が伸展しその超過分を補填する。

前提3

 昭和65年時点での設備投資による製造桑の労働生産性の上限は、55準時点の一名目値の

＊シナリオは、当初3全総準拠、3全総より高成長、3全総より低成長の三種類が設定

 され、最終的に3全総準拠が採択された。その採択までの遇彊は建式化されたもので

 はないので、ここでは省略し、3全総準．拠のシナリオによるシミュレーション繕累の

 みを示している。
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215倍程度であ・り、55年から60年にかけての労働生産性の上昇率は大きく、60年以後は

緩やかになる。

 北九州市の都市活力の活性化条件は前提2，3で表されている。前提2は3次産業の

自律的発展への期待であり、前提3は製造案の失地回復による製造案従案人口減少のぺ

一スタ6ンヘの期待である。前提1以外の外生変数である率案人口、世帯人数 、住宅

地平均地価を表61のように設定し、昭和54年を初期年として昭和65年までのシミュレ

ーションを行った。表6．2に、北九州市と各行政区の主要変数のシミュレーション結果

を5年毎に示した。

 シミュレーション繕累について若千の考察を加えよう。

1．人口関係

 社会増は以前としてマイナスレベルが維持され、自然増加人口の補損によってかろう

じて人口の微増傾向が継続される。その緒二乗、55年から65年の10年間で約2万人弱の微

増となる。しかし、このことが製造業の失地回復や3次産桑の伸展という前提の上での

現象であることを考えるならば、前提が崩れるような状況ではむしろ人口が減少するよ

うな状況も予想される。

表 6．1 都市成長モデルの外生変数の設定

全国自然増加率 卒業者人口

（人／千人） ｛人，

55年 8．3 17754

56年 8．2 18089

57年 8．0 18308

58年 719 18838

59年 7．8 18814

60年 7．6 〃701

61年 7．5 19954

62年 7．4 20381

63年 7．3 20352

64年 7．2 20409

65年 7．1 20916

。住宅地平均地価：年率冬日10％上昇

世 市 門司区 小倉北区 小倉南区 若松区 八旧東区 八幡西区 戸畑区

帯3，153，15 2，93  3－33
人3，043，04 2，82  3．21
数2，952，95  2，74  3，11

3，27     3，07      3，28     2，93

3，15    2，96     3，17    2，82

3，06     2，88      3，07     2．74

＊世帯人数の内生化は十分可能であるが、昭和50年の国勢調査の世帯定義の変更により

 データに不連続が生じたため外生変数とした。
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 行政区では、小食繭区、八幡西区以外は減少するどいラ緒県であるs特に・区の活力

が製造業肥依存する戸畑区一、八幡東区において減少が著しい。増加する八幡西区におい

ても頭打ち現象が見られる。

2．従業人口関係

 北九州市の基幹産案である製造案の出荷頷ぺ一スの生産性は、一55年の2300万円／人か

ら65年の5860万円ン人と約2．54倍で前提1の上限に達し、従業人口は55年の10ク・600人

から65年の87．110人とi9％減少した。そして、製造晶出荷額も国の年率8％上昇に対し

て、北九州市は平均年率7．5％上昇しかなく、対全国シェアーは55年の1．26％から65年

の王．20％と∴層低下する。

表 6．2 北九州市及行政区別シミュレーシ目ン結累

常 55年 60年 65年 世 55年 60年 65年
住 北九州市 I069470 1081079 1087325 帯 北九州市 339514 359095 370041

人 門司区 142236 139539 135142 数 門司区 45011 45806 45747

口 着松区 87738 83884 78701 若松区 2〃17 26748 24556

戸畑区 81468 75585 67379 戸畑区 26754 28574 25683

小禽北区 220434 218186 217669 小倉北区 75054 〃306 79553

小禽蘭区 180860 202380 229889 小倉爾区 54182 63150 74023

八帽東区 110762 100469 96133 八帽東区 35993 33914 33427

八帽西区 245934 260537 262411 八帽西区 74800 82119 85596

自 55年 60年 65年 社 55年 60年 65年
然 北九州市 9086 8109 7374 会 北九州市 一6210 一5167 一㈹87

贈 門司区 851 700 581 増 門司区 一1343 一1329 一1686

加 著松区 484 380 293 加 若松区 一12〃 一242 一1481

人 戸畑区 654 515 376 人 戸畑区 一1529 一1825 一2189

口 小禽北区 2113 1821 1700 口 小禽北区 一1653 一2922 一2130

小禽南区 2032 2128 2143 小倉南区 H85 3520 3894

八帽東区 4渦 370 273 八帽東区 一2641 一2505 一1143

八幡西区 2537 2243 2015 八帽西区 987 637 一2350

製 55年 6．O年 65年 建 55年 60年 65隼
造 北九州市 107639 99592 87114 設 北九州市 55038 54757 55211

業 門司区 9557 8873 8315 業 門司区 4854 4594 4532

従 若松区 9121 10098 10305 従 若松区 4387 4662 5314

業 戸畑区 24808 22801 18427 業 戸畑区 6110 5692 5780

口 小禽北区 249I3 20421 18049 人 小禽北区 14355 13322 12709

小禽南区 7441 6792 6801 口 小禽南区 4368 4977 5？41
一

八幡東区 14435 13949 11558 八帽東区 7687 6596 5294

八幡西区 1736－4 16658 13659 八帽西区 13277 14914 15841
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小 55年 60年 65年 金 55年 60年 65年
生冗 北九州市 148880 157577 167138 融 北九州市 22718 23340 23761

卸 門司区 14250 13712 i3607 保 門司区 1798 1723 1626

売 若松区 8775 8654 8635 険 若松区 1168 1256 ，345

業 戸畑区 9616 9257 9061 業 戸畑区 1508 1525 1538

従 小倉北区 61406 63799 66191 従 小禽北区 10974 10963 l1246

業 小倉南区 12266 15711 18131 業 小禽南区 11I7 1507 1622

人 八幡東区 13738 12201 11857 人 八幡東区 2062 1762 1462

1コ 八幡西区 28829 34243 39656 口 八帽西区 4091 4604 4922

連 55年 60年 65年 電 55年 60年 65年
輸 北九州市 56716 54808 53376 気 北九州市 3224 3161 3138

通 門司区 14803 14H8 136孝O ガ 門司区 237 245 247

信 若松区 4398 4336 4275 ス 若松区 353 309 319

業 戸畑区 5645 5049 4346 業 戸畑区 278 262 246

従 小禽北区 一8513 18111 17842 従 小禽北区 1387 1308 1281

業 小倉南区 1978 2571 2928 業 小禽南区 77 101 122

人 八帽東区 4203 3752 3494 人 八帽東区 436 566 642

口 八幡西区 7〃6 6871 6871 口 八帽西区 456 566 642

サ 55年 60年 65年 新 55年 60隼 65年
■

北九州市 98333 108226 im105 住 北九州市 10482 12583 l1071

ビ 門司区 10903 10945 11152 宅 門司区 868 1200 990

ス 若松区 6979 7095 7251 建 若松区 679 718 712

業 戸畑区 8329 8447 8588 設 戸畑区 757 739 712

従 ．小禽北区 31112 32754 35220 戸 小禽北区 2383 2699 2360

業 小禽南区 11726 15470 19001 数 小禽南区 2230 2786 2536

人 八幡東区 12485 12809 12918 （戸） 八帽東区 670 648 587

口 八幡西区 16799 20706 24975 八帽西区 2895 3793 3174

人口関係の単位は1人〕

北 55年 60年 65年
九 2次産業従業人口 162677 154347 142325

州 製造品出荷額（億円〕 24799 35446 51100

市 1人当製造品出荷額（百万円） 2300 3559 5860

3次産業従業人口 329871 347112 366518

対全国製造品□出荷額シェァ’同 1．257 1．223 1．200

1人当佃人所得1千円〕 1696 2556 3868

旧6大都市1人当個人所得1千円〕 2074 3048 4478
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 大都市との所得格差は、対全国比で42年から52年までの過去10年間が阯％から81％で

あるのに対して、55年からの10年間が82％から86％と逆に格差を縮小させた。乙れは、

前提2の3次産業伸展条件に依るものである一。すなわち、．3次産業の生産性を生産所得

ぺ一スで見ると、55年3，500万円／人から65年7，843万円／人と2．24倍になり、名目で

平均年率8．4％程度上昇している。全国の個人所得が名目年率8％上昇であるので、そ

の差014％が所得格差の縮小に向かう。’ @その結果、3次産案の従業人口はユ0年間で

37，000人（11％）増加する。3次産案の中身を見ると、小売卸売案、サービス案が伸展

し、一般的な都市の自律的発展パタ’ン壱示す。

 行政区で姐、人口増加の顕著な小倉南区、八幡西区でその伸びが著しく、小倉北区は

人口要因に関係なく、北九州市の中心地としての性格から伸展していくという結果であ

る。

3．住宅関係

 新設住宅戸数は、60年までの最初の5年間で64，000戸、後の5年間で57，000戸になり、

小倉北区、小食南区、八幡西区の3行政区で全体の2／3を占めている。

 6．2．2土地需要・供給の推定とその配分シミュレーション

 都市成長モデルから与えられる行政区別従業人口から、表23の土地需要区分と経済

活動量との対応を取ることによって土地重要区分別従案人口（立地塁）と、さらにそれ

ぞれの原単位を考慮することによって立地面積を推定することができる。住宅を除いた

土地需要区分についての推定結果を表63に示す。これに（222）式を適用すれば、一期

間の土地需要面積が推定できる。      表 64 公園計画による公園緑地需要面積

 計画立地として外生的に設定される公園

緑地については、北九州市の公園計画1こ従

がった表64の一期毎の需要面積が与えら

れる。

 住宅地の土地需要は、5年間の新設住宅

戸数をタイフ、建て万別に分類し、それぞ

れの敷地原単位を考慮する（2，23）～（2．25）

式によって推定される。まず、12．24）式の

一期間のタイフ、建て万別新設住宅戸数の     単位～〕

推定結果を表6．5に示す。乙れと対比させて、一ﾄ利用地を推定するためのタイプ、’鐘て

万別建て壊し産毛数（（2．33）式）を妻6．6に示している。そして、それぞれの住宅の敷

地原単位（付録34）を考慮して得られる住宅需要面積（（225〕式）と再利用地供給面

積（（2．34）式）の推定緒累が表6．7である。その結果、住宅地の立地量と立地面積の推

定値は表6．8となる。

5ト60 61－65

門司区 15 20

若松区 15 20

戸畑区 10 10

小倉北区 15 20

小倉南区 30 50

八幡東区 5，9 8．5

八幡酉区 54．5 92．3

96



表 6，3 需要区分の立地量と立地面積

昭和55年 業務商業 軽工業 重工業 都市運営 公共施設

門司区 25199 6579 3554 15040 6030

94．28 53．01 108．88 245．73 129．10

若松区 16736 4429 5081 4751 4184

88．18 36．20 432131 122．78 85．82

戸畑区 2m80 4594 2①680 5923 4017

48．59 20．03 807．99 64．00 101．69

小倉北区 1033H 】5254 】2063 19900 】2】62

243．31 102．77 224．83 323．29 207．18

小倉南区 20931 2730 5226 2055 803ヨ

167．59 68．07 59．64 179．57 238．15

八幡東区 29236 2903 12153 4639 6115

74．40 8．82 461．36 59．26 lO？．34

八幡西区 52097 9323 9“3 7632 9527

188．61 70．62 324．97 207．60 256．70

昭和60年 業務繭業 軽工業 重工業 都市運営 公共施設

門司区 24342 6151 3300 14363 6054

94．28 75．88 15工．96 321．91 133．89

若松区 17018 4867 5626 4645 4254

75．80 70．33 673．99 175．08 8？．17

戸畑区 20375 4266 19007 5311 4074

48．59 21．，8 803．70 65．OO 104．37

小言北区 汕5535 13032 9888 194】9 工2804

248．20 102．80 224．79 323．29 223．02

小倉南区 26391 2701 4770 2672 10595

200．OO 76．48 62．〃 i83．66 264．46

八幡東区 26457 2842 11744 4122 6274

74．40 9．10 460．77 59．26 ］07．89

八幡西区 6m33 9320 9030 7434 H742
220．94 73，61 324．68 232，49 283．？2

昭和65年 業務商業 軽工案 重工業 都市運営 公共施設

門司区 24100 5812 3092 13867 6168

94．28 98．69 164．31 373．00 136．28

若松区 17793 4968 5741 35舳 4348

78．89 106．19 1072．65 399．48 87．84

戸畑区 20345 3546 15361 4592 4142

48．59 22．73 845116 65．00 105．71

小倉北区 1089H 11997 8739 ユ9コ23 13768

255．65 104．77 224．73 323．29． 238．67

小倉南区 306〃 2859 4776 3050 13014

225，27 85．64 65．32 i87175 286．04

八幡東区 24562 2469 9731 3775 6327

74．40 9．67 460．18 59．26 108．16

八幡西区 69190 8295 7405 7513 14163

250．47 72．92 326，31 252．28 草01－97

上段：立地量（人〕

下段：立地面積｛ト＾）
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表6．5タイフ。建て万別新設住宅戸数 表6．6タイフ。建て万別建て壊し住宅戸数

56年＾60年 持ち家 借家 56年～60年 持ち家 借家

公営 公団 民営 給与 公営 公団 民営 給与

門司区 戸長 2865 0 0 0 0
門司区 戸長 2155 10 0 864 189

共同 955 397 123 1643 225 共同 58 197 o 1011 369

若松区 戸長 2089 0 0 o o
若松区 戸長 1678 73 0 678 l12

共同 232 770 O 343 119 共同 38 233 O 476 188

戸畑区 戸長 1220 0 0 O o 戸畑区 戸長 1457 76 o 560 197

共同 814 5〃 0 982 168 共同 65 407 0 770 278

小禽北区 戸長 2944 o 0 0 o 小禽北区 戸長 2054 83 0 1863 249

共同 3599 1059 530 5442 372 共同 602 851 0 2784 955

小禽南 戸長 7647 0 o o 0 小禽南区 戸長 2054 89 o 517 83

共同 1349 776 496 3187 141 共同 22 160 0 581 216

八幡東区 戸長 1580 o 0 0 o 八幡東区 戸長 1755 21 0 849 172

共同 472 293 157 642 64 共同 156 312 o 953 235

八幡西区 戸長 8341 0 0 O 0 八帽西区 戸長 4262 511 o 1649 329

共同 2353 2875 484 4034 298 洪同 155 889 0 1121 749

61年～65年 持ち家 借家 61年 65年 持ち家 借家

公営 公団 民営 給与 公営 公団 民営 給与

門司区 戸長 2524 o 0 O o 門司区 戸長 2101 10 0 715 176

共同 841 334 103 i232 190 共同 240 234 O l175 383

若松区 戸長 2043 O o 0 0 若松区 戸長 1668 68 0 539 88

共同 361 721 0 346 121 共同 124 263 0 608 195

戸畑区 戸長 M47 o 0 0 0 戸畑区 戸長 1438 70 0 517 184

共同 620 530 0 859 163 共同 169 334 0 708 249

小倉北 戸長 3586 0 o o 0 小禽北区 戸長 3526 89 o 2018 267

共同 2391 651 462 〃44 325 共同 588 419 0 1569 437

小禽南区 戸長 5718 0 0 o o 小倉南区 戸長 3550 126 o 734 l19

共同 1429 605 387 2347 110 共同 257 344 0 l157 324

八幡稟区 戸長 1478 0 0 0 0 八幡東区 戸長 1483 17 o 685 134

共同 492 275 148 5盲5 60 共同 127 189 o 647 158

八帽西区 戸長 7437 o 0 0 0 八幡西区 戸長 5050 522 0 17I8 332

共同 2479 2257 428 3407 263 共局 412 1075 0 1625 ？09

革位1戸〕、「戸長」は戸建て長屋建てを、「洪同」

は共同建てを意味する。

単位（人）、r戸長」は戸建て長慶建てを、

は共同建てを意味する。

r共同」
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表 6．7 新設及建て壊し住宅面積

単位｛h一） 56年～60年 61年∴65年

門司区 新設 74．78 64．30

建壊 63．07 62．93

若松区 新設 51．32 49．74

建壊 50．40 49．74

戸畑区 新設 34．78 36．51

建壌 36．6I 35．59

小倉北区 新設 102．08 100．40

建壊 103．83 102，50

小食南 新設 197．28 M9．72

建壌 68．86 119．00

八幡東 新設 36．86 34．46

建壌 46．76 37．84

八幡西 新設 246．30 210．66

建壊 147．87 173．90

上段の「新設」は新設住宅の需要面積

下段の「建壌」は建て壊し住宅による

 再利用地面積

表 6．8 住宅の立地量と立地面積

55年 60年 65年

門司区 450H 45806 457〃

536．14 647．85 649，22

若松区 27717 26748 24556

452．44 453．36 454．36

戸畑区 26？54 26574 25683

257．99 256．16 257．08

小倉北区 75054 77306 79553

768，11 766，36 τ64．26

小倉南区 54182 63150 74023

1147．71 1289．70 1371166

八幡東区 35993 33914 33427

423．85 413．95 410．57

八幡西区 74800 82119 85596

1297．99 1413．36 1460．66

上段：立地量1世帯〕

下段1立地面積｛h■〕
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 再利用地以外の供給区分の供給可能面積については、市街化調整区域内の供蛤区分は

全て利用不可能とし、市街化区域内の転用の時系列データを利用できる農地（田、畑）

にのみ一期間の転用率｛（2・26）式のLTi（T））を田・畑ともに、

 門司区 ：14．1％、 若松区：11．9％、 戸畑区：30．4％、小倉北区：50．2％、

 小倉南区：18．5％、八幡東区：14－1％、八幡西区；14．1％

のように与え、他の供給区分は全て利用可能とした。昭和55年から10年間（2期問）の

供給可能面積の推定緒累を表6．9に示す。

表    土地供給面積推走結果

単位（ト8〕 門司区 若松区 戸畑区 小倉北区 小食蒲区 八幡東区 八幡西区

田 55年面積 32，57 12．83 0 9．52 284．24 o．79 188．64

姶可能 8．55 2．87 0 7．16 95．27 0．21 49．53

畑 55年面積 37．66 34．06 8．60 16．51 129．40 29．86 144．60

供給可能 9．89 7．62 4．44 12，41 43．37 7．84 37．97

森林 55年面積 140．63 98．14 24．28 80．00 113．09 46．18 453．84

供給可能 140，63 98．14 24，28 80，00 H3．09 46．18 453．84

住空 55年面積 88．14 134．44 31．．97 142190 494．16 11．91 89．31

供給可能 88．14 134．44 31．97 142．90 494．16 11．91 89．31

高空 55年面積 17．25 6．62 3．96 18．98 11．91 4．53 19．11

供給可能 17．25 6．62 3，96 i8．98 H．91 4．53 19．H

工空 55年面積 202．77 368．21 28．92 125．65 89．31 2．94 114．09

供給可能 202．77 368．21 28．92 125．65 89．31 2．94 114．09

住空、高空、工空はそれぞれ住宅用途利用可能空地、商業用途利用可能空地、

工業用途利用可能空地を意味し、「供給可能」欄は昭和55年から10年間の利用

可能面積である。

 土地配分モデルによる供給区分から需要区分への配分シミュレーションは、第2章で

も指摘したように直接下位のメッシュレベルのモデルヘ伝達されるものではなく、マク

ロ代替案として生成された複数の需要区分側の需要面積と供給区分側の供給面積につい

て、その間の需給バランスをチェックし、需要区分、供給区分の各面積の最終的な推定

総果を選定するために用いられる。従って、語が前後するが、表6．3、表6．8、表6，9

などがそのような選定過程を通して決定された推定緒累である。しかしながら、その選

定過程は非定式的なものであり、ここでその過程を述べることことは本論文の目的から

外れることになる。そ乙で、需要側、供給側を表6．3、表6．8、表6．9とした時の配分

シミュレーション緒累を、土地需給のバランスや土地適合指標の選択による配分緒累へ

の影響という観点から以下に考察することとし、付録8に各行政区の昭和55年から10年

間（2期間〕の配分シミュレーション結果を示した。
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（1）今後10年間で多くの生地需要が見込まれる小倉南区、八幡西区の両区では、新興

のペットタウンのために供給側にまだ十分な余裕が見られ、都市運営業地と公共施設

地についてのみ土地適合指標の選択による影響が見られる。。

（2）ほとんど市街化区域内での開発が成熱している小食北区、戸畑区、八幡東区では、

住宅の建て壊しによる再利用地が最大の土地供給源となって新規土地需要を賄ってし

まい、旧市街地の再開発を進展すべきことを示唆している。土地適合指標の選択によ

る影響はかなり見られ、八幡東区の土地適合指標3において、再利用地の公園緑地化

という旧工業申心行政区の緑地化による環境改善方向が見られる。

（3）若松区において、 軽工業地、重工業地、都市運営業地の土地需要がOとなって

表63の緒累と異なっているのは、これらの需要面積が玄海灘に面する新規埋立地に

よって供給される計画が、政策として外生的に設定されているためである。これら以

外の需要区分の土地需要に一対しては、供給伽こ十分な余裕が見られる。業務商業地や

公共施設地に対して、土地適合宿擦の選択による影響が見られる。

（4〕門司区では、門司港の港湾施設に関連する都市連営桑地や軽工業地及ぴ既存埋立

地への重工集誘致による土地需要がかなり見込まれている。これらと最大の土地需要

である住宅地への供給源は、再利用地と、空地となっている既存埋立地（工業利用可

能空地）が多くを占める。都市連営業地と公共施設地について土地適合指標の選択に

よる影響が若干見られるi。

（5）全体的に・北九州市における昭和55年からコO年間の新規土地需要の中心は・佳雫

地と公園緑地であり、土地供給側は再利用地が補損され十分に賄うことができる。

6．3 メッシュレベル土地利用変容シミュレーション

 メッシュレベル土地利用変容モデルのシミュレーションを行うためには、（1〕立地

主体と供給区分のコント回一ルトータルの設定、 （2）ミクロ代替案の設定が必要であ

る。

 （1）については、マクロ土地利用モデルにおける需要区分別の立地量や立地面積あ

るいは供給区分の供給面積を、直接メッシュレベルに適用する乙とはできない。なぜな

ら、マクロ土地利用モデルの対象地域が行政区全体であるのに対して、メッシュレベル

土地利用変容モデルは行政区の中で工業専用地域を除く市街化区域のみを対象としてい

るからである。そこで、メッシュレベルでの対象メッシュと行政区全体との比率を求め、

基本的にはこの比率をマクロ土地利用モデルによる立地塁、立地面積、供給面積の推定

結果に適用してコントロールドータルを設定するが、立地主体によっては対象メッシュ

外への立地が先決される場合（例えば、市街化調整区域への大規僕住宅団地の計画、工

案専用メッシュでの軽工業団地の立地など〕もあるので、最終的には若千の事後調整が

なされる。表6．10がそのようにして得られたコントロールドータルの設定値である。
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表 6．m 立地主体と供給区分のコントロ’ルトータル

μ

0
N

昭和55年 立地主体 供給区分

住宅 業務商業 軽工業 都市運営 農地

門司区 立地塁 41552 23809 5363 13631

立地面積 510．51 73．63 23．82 142．95 63．45

若松区 立地量 24674 帖632 i853 4315

立地面積 356．36 53．40 18．37 51．39 51．07

戸畑区 立地塁 31542 22340 5006 3677

立地面積 296．25 57．12 20．43 53．77 9．02

亦倉北 立地塁 86646 101849 13318 17372

立地面積 848．01 230．48 67．51 〃I．05 44．21

小倉南 立地塁 54034 23273 2701 2036

立地面積 926．50 149．65 51．71 69．48 399．86

八鰯東 立地塁 39251 29142 28？8 4623

立地面積 445．28 82．29 8．96 60．14 29，90

八幡西 立地塁 79563 46776 8223 5700

立地面積 1283．39 186．29 66．20 167．78 331．58

昭和60年 立地主体 供給区分

住宅 菜藪商業 軽工業 都市運営 農地

門司区 立地塁 42485 22876 4925 12933

立地面積 522．54 73．63 46．85 135．25 52，63

若松区 立地塁 24310 15878 1994 4196

立地面積 357．33 54．56 56．59 5I．39 30．69

戸畑区 立地塁 31101 21560 4596 3030

立地面積 294．08 57．12 22．OO 53．η 6．83

小倉北 立地塁 89165 104160 11028 16866

立地面積 846．06 235．65 67．54 171．11 30．02

小倉南区 立地塁 64047 29495 2672 265ヨ

立地面積 1043．26 185．52 60．35 73．82 376．63

八幡東区 立地量 36867 26063 2730 4044

立地面積 434．35 82．29 9，29 60．］4 22．77

八幡西区 立地量 87927 58090 8287 5911

立地面積 1373．28 2I9．67 69．48 180．η 280，44

昭和65年 立地主体 供給区分
住宅． 業務商業 軽工業 都市遵営 農地

門司区 立地塁 42273 22694 4586 12437

立地面積 521．01 73．63 44．34 135．25 41．？6

若松区 立地塁 23713 16653 2095 3M5
立地面積 357．87 56，41 53，88 51，39 17．75

戸畑区 立地塁 30〃0 21527 3703 2128

立地面積 295．20 57．12 23．19 53．77 5．27

小食北区 立地塁 9i262 107669 9948 16554

立地面積 843．68 243．52 69．68 171．H 20．OO

小倉南区 立地塁 70731 34345 2830 3031

立地面積 1052．28 213，49 69．76 77．9】 299165

八幡東区 立地塁 36239 24162 2357 3697

立地面積 430．62 82．29 9．95 60．14 17．2c

八幡西区 立地塁 94027 66796 7253 一 6000

立地面積 1428．42 250．16 79．73 199，76 225176

立地量の単位は・住宅が1世帯1、それ以外が（人1である。

立地面積及農地の単位は（ha〕である。



 〔2〕のミクロ代替案を設定するためには、次の四つのメッシュレベル上の政策変数

を決定する必要がある。

 1〕交通計歯、公園計画、公共施設計画、大規僕産業の計画立地のメッシュ上での位置

  と規模（必要面積〕の設定

 2）土地利用規制のメッシュ設定

 3〕用途地域のメッシュ指定

 4）市街化区域、調整区域のメッシュ指定

シミュレ・’ションの前提として、政策変数2）～4）は昭和65年まで55年の状態が維持され

るとし’ Aコ）については北九州市の交通計画、公園計画、公共施設計画に従って外生値を

設定し、市街化区域での大規壌産業の新規立地はないとした。特に交通計画では、小倉

南区から小倉北区にかけての都市モノレール、小倉南区の国道10号線バイパスの完成を

昭和60年とし．て入力している（図3．1参照）。

 工0年間で土地の変動が激しいと思われる住宅地と空地のシミュレーション結果を、そ

れぞれ図61、図62に示す。上段が55年時点、下段が65年時点である。メッシュ上の

n個の’’＊”印は、立地主体の立地面積が

1O（n－1）％〈（面積／メッシュ面積）≦10n％ （6．1）

であることを意味する。65年時点で、太線で囲んだ場所が55年時点から変化の大きい所

である。小食南区のモノレール沿線、バイパスターミナル周辺の宅地増加が著しく、八

幡西区では若松区との境界地区、申聞市との境界地区の宅地増加が見られる。空地の変

化の大きい地区と対照してみると、多くの所で住宅地の変化と対応している。すなわち、

空地の多くが住宅地として転用されること・が予想される。ちなみに、昭和59年の現況で

は、シミュレーション結果に見られる宅地開発が正に具現しつつある。

 次に、人口関係の空間分布のシミュレーションを見てみよう。図6．3、図6，4にそれ

ぞれ、業務商案従案人口、常佳人口のシミュレーション結果を示す。 こ乙で、n佃の

”＊”印は、人口密度が

120（n－1）1人／ha く（人口密度〕≦ （20n）人／ha （6．2）

であることを意味し、英文字’’A’’は人口密度が200人／ha以上である乙とを示してい

る。また、図6，4の黒く塗潰きれたメッシュは’’＊’’印が10値のメッシ三である。

 業務商業従案人口は、北九州市の二大商業申心地、すなわち小食北区の魚町地区、八

幡西区の黒崎地区（図6．3の実線で囲んだ地区）では、ほとんど変化が見られないが、

他の行政区の商業地区（図6，3の破線で囲んだ地区）では、減少傾向がはっきり現れて

いる。
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図6．1 住宅地のシミュレーション緒果
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図6．4 常佳人口のシミュレーション結果
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 常佳人1コの動向は、当然なが一ら住宅地のシミュレーション緒累とほぼ対応しており、

全般的には、市街地への集中から郊外地への分散現象壱呈しているといえよう。

 以上、メッシュレベル土地利用変容シミュレーションは、土地利用や人口の空間的動

きを見事に描出しており、メッシュレベルの政策変数のミクロ的な視点からの分析を支

援する手段として、極めて有効であると思われる。なお、他の土地利用や人口について

のシミュレーション結果は付録10に掲載している。

6．4 住民評価シミュレーション

 リンクモデルにおいて同定が十分でなかった評価項目P19，P24，P25はシミュレー

ションの対象から除外する乙ととし、外生的に属性の結果を与えるP3，P4を、それ

ぞれ55年、65年共に22％、2，000万円と設定した時、リンクモデルによって推定される

属性の緒累の55年値、65年値を表6，11に示す。乙乙で、対象外の評価項目は、”、00”

が入力されている。また、属性の結果の単位は表4一に示されているが、評価項目によ

ってはスケール調整されている場合も在る。

 この属性の結果に（4．4〕式を適用して得られる区域効用  表．6・12区域効用

の55年値、65年値を妻6．12に示す。この時、集団の選好の

強さ係数λ～は、区域qの佳民に対する集団rの住民の人

数比とする「平等規準」によって設定されている。従って、

以下の区域効用に関する考察は、区域の住民の平均効用に

ついてのものとなる。

（1）55年時点の区域効用の19区域平均は62・Oβで、三っ

 の評価項目を除いている乙とを考慮すると、北九州市の

 住民は現状にある程度満足していると言うことができよ

 う。65年時点では、平均値62．13とわず中パこ増加する程

 度である。次に、19区域間の評価のばらっきを分散で見

 てみると、65年時点は65年時点よりも評価のばらつきが

 小さくなる。区域間の評価格差も、55年時点で区域14と

 区域3の間の7．23，65年時点で区域i4と区域9の問の

 6，65と65年時点で縮小する。

（2〕55年時点で、区域1，3，9は区域効用の低さが目

 立っている。乙れらの区域について、次式で定義される

 属性別の区域二一ズを用いて検討してみよう。

・、q i“一書1～機（1・・一五μ～））

区域 55年 65年
1 59．30 80．21
2 62．81 63．31
3 58，51 59．98
4 61．33 61．06
5 63．00 62．08
6 60．80 61．21
7 62．33 62I】8
8 6I．32 61．37
9 59．65 59．13

10 63．72 62．11

ユ1 63．01 63．61

12 62．31 63．06

］3 62．98 63．一3

14 65，74 65．78

15 62．54 62．96

16 60．94 60，99

17 63．82 63．64

18 61．87 61．07

19 63137 63．61

平均 62．06 62．13

分散 2．86
2．一 S3

（6．3）
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表 6．11属性の結果一の推定値
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Nmq（“）は区域qにおける評価項目肌に対する区域二一ズ壱表し・重みが大きく・

1次元効用値が小さい項目ほど大きな値を取る。従って、区域二一ズの大きな評価項

目は、それが改善されると区域住民の効用を効果的に高め得ることを憲味している。

そこで、三つの区域について、区域二一ズの大きい上位5項目とその値・及び比較基

準の意味でi9区域の平均値を表6－3に示す。

 3区域共に、現状評価め低さを反映して、19区域平均よりも区域二一ズが大きな値

を取っている。

 区域1は、崖崩れに対する安全性（P20〕に関する二一ズが特に大きく、他は住宅

事情（P i～P4）に関する二一ズである。  表6・13区域二一ズの上位5項圓

 区域3は、農地の宅地転用によって郊外ベ

ッドタウン化している区域であり、河川の浄

化対策（P〃）の二一ズが高く、 町並みの

美観（P工5〕に対する二一ズが上位にランク

きれているのが特徴となっている。

 区域9は、河川の浄化対策（P17〕や崖崩れに対

する安全性（P20）に関する二一ズが特に高い。

 区域1，9は区域内に山地が多く、山地に沿って

宅地が開発されているという立地条件が・住民評価  表6．14区域二一ズの変化

に大きく影響しているものと思われる。

19区域平均 区域1 区域亭 区域9

P201．9？ P203．66 P172．55 P173．19

P3i，88 P32．06 P32，22 P202．26

P21，80 P21，98 P231．73 P31．96
P16I．76 P41．71 P221．38 P231．54
P231，47 P11．65 P151．33 P41．51

れに対

（3〕55年時点から65年時点にカ）けての評価の変化を

見てみよう。門司区に属する区域1，2，3は佳民

評価が55年時点よりいずれも上昇するが、ここで設

定されたミクロ代替案によって最も影響を受けると

思われる小倉南区に属する区域7，9・10は55年時

点よりいずれも評価が減少する。この要因を明らか

肥するために、区域二一ズの増加項目、減少項目の

上位3項目について、二一ズの変化値（65年値一55

年値）を表6．川ζ示す。

 65準時点で評価が上昇する区域ユ、2，3は、

二一ズの増加度合に比較して、二一ズの減少度合の

人ききが顕著になっている。評価の減少する区域7．、

 9，10については、逆に二∵ズの増加度合が顕著に

なる。小倉南区の3区域全てに共通して、買い物の

利便性（P6）、崖崩れに対する安全性（P20）、

交通安全施設の整備（P22）などの評価は55年時点

 より改善され、二一ズは減少する。 その一方で、

区域 二一ズ増加 二一ズ減少

ユ

P160．11 P1－O．64
P120．01 P2－O，17
円80．11 P6－0．17

2 P10．04 P20－0．57

P160．03 P6－0．17
P120．01 P15－0．03

3 P160．H P22－1．26

P180．①6 P6－0．17

P10．03 P15－O，11

7 P10．34 P20－0．34

P20，30 P6－0．17
Pコ60．】8 P22－0．】3

9 P10．73 P6－O．51

P20，52 P20－O．24

P160．21 P22－O．14

10 P11．06 P20－0．5一

P20189 P6－O，43
P160．48． P22－0．08

1ユ0



住宅や敷地の広き（P1，P2）、排出ガス汚染（Pi6）などの評価は55年時点より

も悪化し、二一ズが大きく増加する。換言すれば、ここでのミクロ代替案に・よる交通

環壌の改善によって、ペットタウン化が進行しつつある小倉南区に一層の宅地開発が

進み、人口や商業人口の増加に伴う都市的土地利用の伸展という都市原壌変化が、乙

のような評価として小倉南区住民に受け止められるものと言える。

 これまでの考察においても、住民の都市原壌評価モデルから得られる多くの情報が、

都市環境分析の有力な手段として有効である乙とが示されていると思われるが、こ1＝で、

住民の蔀市環境評価モデルが都市原壌分析に対して提供する支援情報を整理しておこう。

 支援情報は、大きく次の三つの視点があり、それぞれに効用（（4．ユ3）式）と二一ズ

（（6．3）式）のモ｝ドが在る。

（1）区域における評価項目間の評価分布情報

 これは、指定した区域において、住民評価を評価項目毎に19区域平均と対比させなが

ら提示する情報である。一例として、図6．5に、65年時点で区域間評価格差の最も大き

い区域9と区域19の場合を示している。上段が効用モード、下段が二一ズモードである。

二つ並んだ棒グラフの右側が19区域平均値を、左側がその区域の値を示している。両区

域の間で、効用値に最も大きな差が在るのは、河川汚濁（P17〕と住宅の広さlP1）

であることが容易に分り、これらが両区域間の評価格差の主因となっている。

 乙ごて、提示されている情報の有用な点は、効用億や二一ズ値の大きさだけでなく、

i9区域平均値と比較した相対的な位置開係が明示されていることにも在る。例えば、区

域9の交通の利便性（P5，P6）に関する二一ズ値そのものは小さいが、i9区域平均

値の2倍以上の値を示している。このことは、全体的に評価の商い北九州市の交通利便

性の申で、区域9の交通利便性の評価がかなり低いことを示している。区域14の二丁ズ

は、区域効用が北九州市で最高であることを反映して、敷地の広さ（P2）、排出ガス

汚染（P16）を除いた項目では、全て19区域平均値より小さい値を示している。

（2）評価項目毎の区域間の評価比較情報

 乙れは、指定した評価項目に対する各区域の評価分布を示す情報である。 一例とし

て、図6．6に住宅の広さ（P1）、排出ガス汚染（P16）の例を示している。棒グラフ

上で横に引かれた実線は、19区域の平均レベルを示している。これから、区域間の評価

格差を容易に把握することができる。

 住宅の広さ（P1〕について、区域3，9，12，18といった郊外佳宅区域の効用が大

きく、都心に近い区域の効用値が小さいという自然な緒累を示している。二一ズについ

ても、北九州市の業務申心地区である区域4と副都心区域15が特に高い値を示している。

（3）区域における集団間の評価比較情報

 これは、区域の評価を一区域を構成する集団の評価に分解して提示する情報である。

図6，7に区域15、区域2の65年時点の例を示している。 ここで、”W亙I㎝T”は集団の

11工
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選好の強き係数λqの値であり、両区域とも集団数は4である。評価項目毎に各集団の
       r
評価値が示されており、集団間でかなりの評価格髪が現れているのが分る。従って、区

域全体としての住民評価を議論する際、このような区域住民の評価の多様性が潜在して

いる乙とにも注意を払う必要があろう。

 以上のように、佳民評価シミュレーションによって得られる情報は、都市環境変化が

住民評価に与える影響を明示し、同時に住民の効用を高めるための有効な政策方向を示

唆するもので、土地利用計画だけでなく他の都市計画も含めて、それらの立案のための

支援情報として極めて有効であると思われる。．

6．5 緒言

 以上、本章では、土地利用計画立案支援システムの提示する支援情報をシミュレーシ

ョンによって明らかにし、その有効性を確かめた。

 マクロ土地利用シミュレーションは、行政区単位というマクロレベルでの人口や経済

フレームの決定と土地重要・供給の推定、すなわち本論文でいうところのマクロ代替案

の決定に利用されたが、ここで示した最終的な決定までには、シミュレーションとその

結果の検討という多くの試行錯誤が繰り返されたことは言うまでもない。

 メッシュレベル土地利用シミュレーシ目ンは、 500mX500mメッシュというミクロな

単位で、立地量や立地面積の動的な2次元空間分布を見事に描出し、交通施設建設など

の地域投資の及ぼす影響をミクロな視点から検討する手段として有効であることを示し

た。

 本研究の大きな特徴の一つである住民評価シミλレーションは、都市計画立案プロセ

スヘの住民評価の導入という本研究の大目的に関して、提示した方法論の有効性とシミ

ュレーション結果の有用性を示した。
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参宮7j奪  糸畜蓄南

 住民の都市環境評価を導入した土地利用計画立案支援システムの開発に関する研究を

行い、システムの構成方法を確立し、支姦システムから得られる情報が土地利用計画の

立案支援にとって有効であることをシミュレーションによって確かめた。以下に、本研

究によっ・て得られた成果と今後の課題を列挙して緒論としたい。

（1）行政区単位というマクロレベルでの土地需要・供給の推定の申で、一般に利用可

 能なデータを用いて、住宅の建て壊しによって供給される再利用地の算出方法を示し

 た。また＼土地の需給バランスのチエックを支援する一つの方法として、土地適合指

 標を導入した最適配分モデルを提示した。

（2）土地利用の2次元空間分布を見出すモデルとして、「メッシュレベル土地利用変

 容モデル」を提示し、多変量解析法を用いた工学的手法とミクロ経済学的な競合立地

 論とを複合したモデル化方法を提案した。それは、競合立地主体の500mメッシュ上で

 の空間的土地需要を、クロスセクション重回帰分析によって同定した立地関数、原単

 位関数によって表現し、競合立地主体の競合立地過程を、同様にクロスセクション重

 回帰分析によって同定した立地主体別地価関数の確率分布表現によって記述するもの

 であった。そして、500mメッシュ上での土地利用の動的な空間分布が・乙のモデルに

 よって見事に表現され得ることをシミュレーションによって確かめ、メッシュレベル

 での政策変数の設定に対する影響をミクロな視点から分析するための支援手段として

 本モデルが有効であることを示した。

 （3）住民の都市環境に対する選好構造を定量的に表現するモデルとして、多層佳効用

 関数を用いた集団意思決定理論をモテ」ル化概念とする「住民の都市原壕評価モデル」

 を提案し、住民のアンケート調査データのみからモデルを構築する方法を確立した。

 （4）rメッシュレベル土地利用変容モデル」から与えられる客観的メッシュデータと

  r住民の都市環境評価モデル」とを結合するリンクモデルを開発し・佳民評価の動的

 なシミュレーションを実現可能にした。

 （5）住民評価シミュレーションを通して、r住民の都市環境評価モデル」が提示する

 多様な情報が、正に住民の立場に立った都市原壕評価にふさわしい有効性を持つこと

 を示し、本研究のテーマである住民の都市環境評価を導入した土地利用計画立案支援

 システムを実現した。

次に、今後の課題として以下のものが挙げられる。

（1）rメッシ皿レベル土地利用変容モデル」において、供給過程のモデル化は過去一

 期間の配分シェアーを用いるトレンドモデルであったが、やはり需要側と同じくミグ

 ロ行動論的モデルが望ましい。

（2）リンクモデルにおいて同定が不十分な評価項目が存在したことは、アンケート調
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査における質間の仕方の定式化、及び回答者の回答の容易性やメッシュデータの入手

可能性に依存す．る評価項目とその属性の決定の仕方に問題を残している。

 なお、本研究の一部は、特にマクロ土地利用シミュレーションの緒累の多くは、北九

州市の国土利用計画の土台として用いられた乙とを付記しておく。
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 本研究をまとめるにあたり、御懇篤な御指導と御助言を賜った大阪大学工学部鈴木絆

教授、毛利正光教授、末石富太郎教授に心からの感謝と御礼を串し上げます。

 本論文について、貴重な御指摘を賜った大阪犬学工学部山中千代衛教授、藤井克彦教

授、平木昭夫教授に深く感謝致します。

 本研究を実施するにあたり、研究の端緒を与え、終始、研究の進展に関して御指導御

鞭錘を頂いた恩師九州工案犬学村上周太教授に心から感謝致します。

 本研究推進の実質的な原動力となった北九州市の国土利用計画プロジェクトを企画し

推進して下さった北九州市役所高尾武文氏、データの収集や整理を分担して頂いた河野

務氏、神野和俊氏、宮崎一則氏に深く感謝致します。さらに、アンケート調査における

調査票の設計や調査の実施に多大の御協力を頂いた北九州犬学柴田一郎助教授に心から

感謝致します。

 また、シミュレーション緒累への適切なる討論や助言を頂いた北九州大学白石馨教授、

西日本工業大学北村速雄助教授、九州工業犬学原田統之介教授、佐々木昭士助教授、前

田幹夫氏に厚く御礼串し上げます。

 最後に、修士論文のテーマとして本研究に協力された伏野誠一郎、伊藤基且の両君、

並びに、卒業論文のテーマとしてこの研究に協力されたシステム研究室の卒業生の諸君

に深く感謝する次第です。
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イ寸壼乗  ．■

都市成長モデルの推定構造式

（注i）Rは自’由度調整済み重相関係数を、・〉内の億はt値を憲味する。

  また、サンブル数は市及5行政区については15ないし16，7行

  政区については4である。
（注2）新設住宅戸数において、小食区を南北に配分するための配分関数

  f（t）及八幡区を東西に配分するための配分関数g（t）は、時系列デー

  タかが2時点しか得られないためテイプル関数が設定されている。

（注3）行政区ブロックにおいて、行政区の区別は変数記号の後尾に次の

  英文字を添えることによって表す・

   M：門司区、K：小倉区、N：小倉北区、S：小食南区、

   T：戸畑区、A：若松区、Y：八幡区、 E；八幡東区、

   W：八幡西区
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〔リ人口．フロック

（1）常住人口｛R・0．9755〕
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    ｛                  ｛          t－I
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UI）産業ブロック
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  ㎜P＾キ・487・O，8702㎜P▲、。・0・122舳CL・・

        く10，442〉     くO．3888〉

（2〕2次産業従業人口｛定義式〕

  ㎜P2セ・EH㎜。十㎜？臥

 （3）製造業従素人口〔E・0．9526）

  ㎜PH士・8800ト6．舳71PRB、．、・0・7222EXP1N・・O・0712㎜P叫一1
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    PINPY七’I1字290＋・10・2129（E”PSY仰PP〕七一ナ2・8527〔E㎜P㎝／㎜PP）。．†

                 〈1．4125〉           く2．7201）

      1回・舳〕0・8159㈹P㎜Y／㎜PP〕セ、十3・194叩㎜PTY／㎜PP込．、］PI“十2舳（49’53〕

             〈7．2414〉            く3．8628）                  〈5．0770〉

    川叫一3197＋［0・21291PINPE／HWY）、．、十0・27781PWE／PlWY込。］PINPY・

     眠一9・65州 く0・3057・    く0・5326・

    PIW一。’一1053・［0・59251州PH／P川州、、・1・05091川P馬／P川P㌣JpIWY。

     ｛R■0．7905〕 くO．5200〉      く0．8112〉

124



（2）転出人口

POuT凹・一1324＋［O・舳（POuTH／POuηセ、・0・1531例P㎜／㎜剛、．、・

               く1．7544〉              〈2．8152）

   （R’0・92何） 1・0804仰PT㈹PP〕、．、1POuT七

              く211499〉

POUTK…70川・・舳1POuT正！POUT）、．．・1・9198制PS附PP〕、、1POuTl

   （R■0．9622〕 く2．1576〉     〈2．1843）

  P㎝TNビー3700＋［O・04731POUTN／POuTX）。．、・1・10801P0∪TN！POW）。．．1POuTX．

   lR■0．9919〕  〈O，1877〉      く412822）

P㎝Ts・一一207＋ト。・02911PouTs／P㎝丁晴、。・1・09971Po口Ts／P㎝TN〕も．、lP㎝TK七

   （R－0．8559〕 〈O．0850〉     く2．0239〉

  POuTT．I－948・10・1793（POuTT／P0口下〕セ．．・5・69431㎜PCT／㎜PP〕七．．一

               く1．4627〉      （6．2376〉

   〔R■0－9914〕    2．3884｛E凹PTT／1≡：㎜PP〕 ］POuT｛十 1189皿48
                              t．1

              〈2．9037）         く4．2076）

P㎝T＾1－8430＋［0・13州mUS＾／聞OuS〕セー、一0・14521muS／皿㎝S〕セ．，lP㎝Tビ

               く1．3766〉             〈1．3749）

   lR－0．9618〕 2727川49－53）

              く7．7283）

POuTY七’’26144＋［9－729（E㎜PCY／㎜PP〕七、一4・2舳卿PSY／㎜PP）、．、・

                く10，878〉              〈3．0975〉

   ｛R－0・9912） 1・2984側P”Y／㎜PPlセ．．・O・0617（muSY／H㎝S込．、1P㎝Tセ・1959D43

              〈19，916〉      〈1．5170》         く3．4856〉

  POuTE・一一2639・lO・7085（POuTE／POm〕。．、・0・5026（POWE／POUTYλ．コpOUTYも

   lR・0．94州   く1．1466〉      〈O．5026〉

  PouTwt I 10303 ＋［o・6796｛POUT▼／POuTY） 一 0．3093｛POu‘r馬／POuYY〕 1POuTY
                                t’、               一・ユ

   （RIO．65川  〈1．1808〉      く0．3746〉

131製造業従業人1コ
  ㎜P㎜。一4734・0・5829制P””／亙”州。．、㎜P叫

   1R・0．9750） 〈15，791）

  ㎜P肌・10740・l1，052叩順PW㎜Pへ．丁0・34321㎜P㎜X／㎜P叫、、1正㎜PM。

   （R－O．9520〕 く6．3769〉    く2－3545）

  E”P叫一386・0・99州㎜P㎜／㎜P㎜K〕。i㎜P㎜Kセ

   （R－0．9999〕 〈2364．8）

  ㎜P順St一㎜P㎜Xビ㎜P帆
  1≡：HP議Tt■ 13886 ＋ 0．4725⑫麗PHT／1≡：凹P1入．lE順P順t

    （R－0．9190〕     く8．4088）

  ㎜㎜Aぺ767・ロー376叩㎜P肌／㎜州、．、一〇・4418（㎜舳／㎜P㎜）。．。1㎜P順七

    〔R・0．9678〕く10，125）     く3．0792〉

  ㎜PW。一g99・10－988叩HPW／㎜州、．、・0・02491㎜PW／㎜P”）、．J㎜Pへ

    lR－0．9915〕 〈6．8193〉     く0－2079〉

  ㎜P㎜。一一1657・1－0321（㎜P㎜／㎜Pm、．1㎜PWセ

    （R■0．9999〕   く655．88〉

   E服“一E醐PWビ㎜P㎜セ
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（4）建設業従業人口

  ㎜P㎜。・955・0．78州㎜P㎜／㎜P叫．．㎜P臥
   1回．圭㈹ ・13，056・

  醐P跳ゼ1034・O・94州㎜P眺／酬P酬も．，㎜叫

   1R・O．9870〕 く22・11．7・

  ㎜PBN七・一504・1・0245例P㎜／㎜P眺込．1㎜P叫

   ｛R・0．9999〕   〈2364．8）

  E㎜PBst－E凹PEKゼE順PBNt

  ㎜PBT。・3548・［1・2087（酬㎜T／EH目）、．．一2・6900（POP凹丁／POPu〕。．．1㎜PB七

   （旧10．9610）   〈12，225〉           く9．8030〉

  E㎜㎜＾べ一62・1．④4031㎜舳／㎜PEし㎜PBセ

   〔R－0．9880〕  く22，582〉

  ㎜PBYべ1928＋O・90州㎜P㎜／㎜PB〕。．．EHP叫

    〔R－0．9600〕 く12，296〉

  醐P胴ゼー湖・i・oi剛亘i棚棚醐τ）。．．醐冊㌦

    〔R－0．9999〕   〈568．02〉

  ㎜“’㎜P混Yギ㎜P8Eセ

（5〕小売卸売業従業人口

  ㎜P㎝。’舳5＋0・71451㎜P㎝／㎜PCム．．㎜PC七

    〔ト0．6410） 〈3，009〉

  ㎜PCK七・1490・0・9855（㎜PCX／㎜PC〕。．1㎜叫

    〔R・0．9990〕 〈84．76〉

  ㎜P㎝ぺ一2041・1・02171㎜PCX／㎜PCλ．、㎜PC七

    （R－0．一9660） 〈3．7623〉

  E凹PCS、・E”PCKゲE㎜P㎝t

  舳PCT。・2413・0．74511ElPCT／㎜州年I㎜PC七

    （R－0．9280） 〈8．9565〉

  ㎜PC＾・・3022＋0・64則㎜PC＾／㎜P0λ．，㎜PC。

    （R・O．9550〕 く11，595〉

  ㎜PCYぺ一］194・1・03581㎜PCY／㎜PC〕洲㎜PCセ

    〔R・0．99801 〈別、554〉

  ㎜P叫．一138・0・9舳（㎜PC回／㎜PC〕。．．E㎜PC．

    lR－0．9999〕 く1136．0〉

   ㎜P㎝。一㎜PCYド㎜PC叫

（6〕サービス業従業人口
   ㎜PS叫・1128・0・88331㎜PS凹／E間PS込．、㎜PS。

    〔R・0．9870） く21，757〉

   ㎜PSK・一165H・01851㎜PSX／㎜PS〕州㎜叫

    ｛R・O．9980〕 〈55，764）

   ㎜P洲・’一3805・1・108叩凹PSN／㎜PS叫．、㎜PSK。

    ｛R・0．9999〕 〈71，952〉

   ㎜PSSt・㎜PSKべE凹P洲セ

   ㎜PST。一478・0．92621㎜PST／㎜州。、㎜PS．

    lR・0．9950〕〈36，473〉

   ㎜PS＾セ・411＋0．92691㎜PS＾／㎜州。．lE凹PS七

    （R・0．9980〕（340．04〉

   ㎜PSYゼー629・1・0195（醐PSY／㎜PS〕止。㎜PSt

    lR・0．9830〕 く19，116〉

   ㎜PSE・一一429・1・0223制PSE！㎜PS町一E聰PSY。

    （R・0．9999〕 く266．63〉

   ㎜PS叫一㎜PSYゼ㎜PSEt
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〔7〕運輪通信業従業人口

㎜PT”・一1779・0・88551E順PTH／㎜PT）。．lEmT。

   ｛R－0．9470〕 〈10，659）

  ㎜PTK。一一432・1・03961㎜PTX／㎜PTし．・E凹PT。

   （R－0．98州  く19，658）

  ㎜PTNt一一3805・1・00331㎜PTN／㎜PT軌．■互㎜PW。

   （R－0．9999〕 〈568101｝

  E㎜PTSt－ E㎜PTKt－ E順PTHt

㎜PTT七一2188・lO・8104制P凹丁／㎜叫一、一工・52961POPuT／POPu込．1脚PTセ

   ｛R－0．9520〕 く6．8650）      〈7．3190〉

  ㎜舳七・㈱・O・7950（㎜PT＾／㎜剛。．1㎜PTセ

   （R・018660〕く6．2480）

  ㎜P叫一川6・0・87921㎜PTY！㎜PT）。．岬PT。

   ｛R・O．8940〕 く7．2133〉

  ㎜PTE・＾646＋1・02381㎜PTE／㎜P州礼．．㎜PTY七

   （R・0．9999）く823．23〉

  E”PT｝t一 逗㎜PTYt－ E㎜PTEt

（8）金融不動産業従業人口

  ㎜P㎜七’411＋工0・WO卿P㎜／㎜P晴七一・十〇・5373制P㎜／㎜州ヒ．，1㎜PX七

    （R－O．65州 く2．2053〉     〈2．4222）

  ㎜PKX・一W・10・6670仰眺X／㎜P職止．1・0・5373・（㎜PW㎜P職セ．J㎜PK。

    （R・0．99川 く6．6470）     く3．5623〉

  ㎜PXN・’イ3・1・0001（E麗PKN／㎜P醐。．、㎜PKKセ

    〔R・0．9999〕 く2896．3）

  ㎜PXSt一㎜PXX七一㎜PKNセ

  ㎜PKT七・“2・10・72811㎜PKT仰剛。．r0・00州㎜P㎜T／㎜州。．，1EHPK。

    ｛R・019510〕  く8．3178〉           く0．0533〉

  ㎜PX＾・一579・lO・68951㎜PK＾／㎜PX〕。．、一0・09841㎜㎜＾／㎜P州。．一E㎜PK。

    （R■0．7940） く4．5256）     く1．5294〉

  ㎜PW士一一326一・［0・8890（㎜PXY／E順PX〕七．，・0・1367（㎜PW醐州セ．‘lE凹PKセ

    （R・O．968の く8．8658）     〈0．8900〉

  ㎜P叫一一17・O・96131㎜PKE／㎜眺Y〕。．IE凹PKYt

    lR－0．9999〕 く2356．O〉

   E”PX馬t－ E㎜PXYセー E順PKEセ

19）電機ガス水道業従業人口
E聰P瓦㎜・’24＋［0・7州・㎜・帥岨・〕、．亡O・1・・1（・…㎜仰・㎜〕七．．1・㎜・・、

    （R－0・9140〕く5・3785・   ・2．3355・．

  醐P里X・一’”3＋rO・9州亙”P眺／洲P亙〕。一一・O・舳①lE”P”X仰P・）。，1E服E，

    lR－0．8850） く5．3845〉    くO．8718〉

  ㎜P臥’5＋O・9983（E㎜P㎜／㎜PE町．lE㎜P互㌦

    〔R・O．9999〕く87．00）

  ㎜PESべ㎜P眺t一㎜P㎜t

  E㎜P瓦丁ぺ175＋工川舳麗P瓦丁仰PE〕・。一④一・帥”P舳㎜P込．、1里㎜PEセ

    lR－0．9430〕く7．8456〉    〈】．4592〉

  E㎜PEAビ329＋・［0・4州（E凹PE＾仰P酬、．、一〇・531咽P㎜＾仰P〕七、lE凹P・、

    （R・O－7760〕く2．2821〉    ・1．1160〉

瓦HPEYぺ207＋［O・7289（E凹P・W・E〕七。・1・1331⑫凹PW仰Pし．、lE㎜PE，

    lR・0，9－660）く6．9356・    ・O．〃59。

  瓦凹P互Eザ19＋1・0075例P㎜E仰PY〕セ．、EWY。

    （R・0．9999〕く期5．0〉

  ㎜P叫・㎜PY。一㎜PE。

127



（10〕新設住宅戸数

mu舳ゼ340・［O．3417（P川P”／P㎜P〕。．・・〇一38021L＾帆凹／MCL）。．岬0口S亡・

            〈1．0708）            〈1．3768）

   （R・0．7986〕 O．2130S亙TS叫

             く2．2435〉

mu眺。・一1654・ll・7382（PlNPX／PlNP〕七．、一1・38州P0∪TX／POuT〕。．．十

   （R・O．98201 く4．3344〉    〈3－4096〉

              0・6657（MCLK／L＾㎝λ．ll㎜㎝S。

             く4．6391〉

 HOUSN。一muSK。・一（t〕

  mu∬。・mu∬。一H0∪州セ

  mUST七・527・O．22州PlNPT／P1州。．．muS。・〇一858SETST・

   （R・0．7042）〈2．6302〉       〈1．8244〉

  旺㎝S＾ゼ．497・10．85731P1舳／P川Pl。．r0・41761POm＾／POu叫．llHOuS・．

   （R・O．7草34〕〈2．7916〉    〈1・0869〉

  mSYセ・594・［1・88931P1WY／P1旧セ．rO・9630（POmY／POuT〕七．ll㎜OuS。

   ｛R・0．8109〕  く3．2998）          （2．1031）

  mUSEゼmuSY生・8ω

  muS口t・muSYゼHOuSE七
（川経営耕地面積               （12〕課税住宅地面積

  L岨順七・235・0，783舳CL凹セ丁0．03湖π舳H。  ㎜舳凹・’一310＋1・0008田一E＾㎜＃0・2665㎜uS㎜・

   lM．9834〕く5．5206・  ・1．8232・    （R・0・9798〕 く16・408・  ・3・5035・

L＾岬、…12・1．…舳CLX、。1．14舳肌X亡 D”舳K。・1・…1・・lb・皿W・＾・止．†1・lllmOu1町

   1R－0．9880〕 く1．7812・  く3．2387・    lR・0・9662〕 ・9．6879・  く0・7881・

L岨N・I8・川88舳叩N／L▲飢XいCLX・  D口舳Nl’10865・0・183川口E州／皿口E岨〕・岬＾～

   （R・0．98031く4．9670・          lM．77321．・1．7244・

  L＾CLSセ・1523・0－20221L＾CLS／L＾CL叫、L岨X． n口酬S・Ig56・0・9287①冊E＾S／㎜舳X〕セ．岬叫

   1R－0．㈹4〕 く1．0884・         （R・0・9W〕く4．舳5・

  L＾肌丁セ・23・O．794舳CLT甘O．0067皿¶E＾T．  D｝E＾T・一2954・0－592D㎜＾Tレr0・2441muST・

   lR・0．W9）く6．4017・ ・O．6195・    （R－0・㈹？〕 ・2．7376・  ・2．0130・

  L＾C叫一71・0，816肌岨丁。．r0・0369㎜舳。  皿WE＾・h102・O・9325㎜肌＾甘0・459舳㎝S＾・

   （R・O．845ηく3．4420・  く0．5817・     （R・O・8841〕 く6．5228・  く1．8005・

  L＾CLY。・573・0．5111L＾C叫r0．01m口舳Yセ  D馬E叫一1296・1・0296D”E叫．r0・28舳㎝SY。

   （R・0．84941く2．1202・  ・1．7285・     lR・O．9825〕 ・15，228・  くI．0056・

  L＾CLEゾいLO剛L＾CL肌＾CLY込一・L＾CLY・  ”一肌E・一一496＋1・084舳E＾E／皿馬E州、一1DW酬㌦

   lM．9016〕く0．9016・          （R・O－8252〕 く2．0659・

  L＾CLE“30・0・95681L＾㏄肌岨Y〕。．■L＾0LY。  ㎜E川七一502・O・96州DπE＾口仰E州。．1D報酬Y．

   lR・0．9962〕・n．376・         lR・0・99901 く32，031・

o3〕自然増加人口
  NPO叫・一144・［O・48871SETSu／SETS）、．1・0・462則NPOP”／NPOP）←岬OPt

   〔R・0．9690） く2．0787〉     〈1．9305）

  WOPX・・313・［O・7985（SET眺／珊TS〕。一1・O・16州NPOP舳POP〕。．llNPOP。

   （R・0．9534〕   く5．3224）            くI．1444〉

  NPOPN。一一496・［1・6725（SETSN／SETS叫．r O・70881WOP舳POPK〕。一］WOPK．

   1R・0．9947〕 く8．3530〉      〈3．4818）

  NPOPNt－521・［1・72221SETSS／SETSK〕。。一0・6870（NPOPSバPOP臥．llNPO眺亡

   1R■0．9651〕く6．0210〉      く3．2883〉

  woPT。一一122・lo・50州SETST／SETS）。一1・o・59141NPoPT／NPo～lwOP七

   （R・0．9795〕 く1．9019〉     〈1．7395）

  NPO舳ギー56＋1O，74431SETWSETS〕。．けO．200州POWNPOP）。．HPOPモ

   lR10．9493） 〈3．8045〉     くO．9545〉
  ・・…、・一・1・・騎．・・州・・SW・1〕。．、・・．舳1・・O・・／W・・〕七．畑・セ

    lR・0．9776〕 〈2．7920〉     〈2．5236〉

  WOPE。・一958・［1・76921SETSPWE／丁州セ．r O・629川POPE！NPOPY〕セ11NPOPY。

    （R・0．9897〕 ・4．36i2・    く1．2331・

  NP0川べ5…［1．48・21SET胴／SE・SY〕。．卜0。舳（NPOPWO・Y）、．、1・POPY。

    （R・0．9933〕〈5．3088）      （1．77？0〉

                                  コ．2只



イ立金乗 2    ■
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          千寸含乗

新設住宅タイプ、

3 一 ■

建て万別建設比率

善ち家 借家

公営 公団 民営 給与

門司区 0．69 0，07 0．04 0．17 0．03

共同 0．24 1．0 1．0 1．O 1．0

着松区 0．87 0．02 0101 0．09 0．01

共同 0．07 1．0 1．0 1．0 1．0

戸畑区 0．68 0．07 0．02 0．19 0．04

共同 0．50 110 1．0 1．o 1．0

小倉北区 0．47 0．07 0．04 0，39 0．02

共同 0．65 1．0 1．O 1，0 1．0

小倉南区 0．70 0．04 0．05 0．19 0．02

共同 0．15 1．0 1．o 1．0 110

八棚東区 0．65 0．03 0．02 0．26 0．04

共同 0．22 1．0 1．0 1．0 1，0

八幡西区 0．54 0．13 0，04 0．28 0．02

共同 0．20 1．0 1．0 1．0 1．0

（注〕上段はタイプ別建設比率を示し、下段はその中の

 共同建て住宅の産設比率を表している。従って、

 借家は全て共同建てとなる。
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藏〒言曼値三≒旨タ

千寸念乗

イ ブ

3

、建て万別敷地原単位

○書 ；〃セツ プ〃ソイ｝

1   ヒ” コうエイ 1  コうダン  1 三ンエイ     I    ぐユう…1

■…’7

ユー90．00

oo．．oo

o．0

70．OO

O．O

τO．OO

0．O      O．0

42．00       70．OO

つ万7ツ

200，00

40．OO

o．0

70．oo

o．◎

τ◎、OO

O．0       ◎．◎

42．O0        70．◎O

トハ，
160．00

40．OO

O．0

70．OO

o，0

70．00

O．O       O．0

42．0◎        7◎．◎O

コクラ○，

165．O0

4C．OO

 O．0

70．oo

O．0

70．OO

O．0       0，0

35・O0       70．O◎

コクラ1ヲ三

2ユO．O0

4o．oo

o．0

7◎．OO

o．0

70．oo

O．0       0，0

42・O0       70．OO

ヤバ，ヒバ…’
170．00

40．00

o．o

τO．OO

0，0

70．oo

O．O      O．0

42．OO       τO．OO・

、’、，：ミ’

2ユC・、OO

｛O．OO

o．o

洲．oo

o．0

70．00

O．O      O．0

42．◎O        τ◎．◎O

上段： 一戸建て、下段： 共同建て、 単位： （・2／戸）
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イ寸念泉 4

建て壊し住宅のタイプ、
    建て万別敷地原単位
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 イ立金泉5－2
グループ別土地適合指標
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企f金泉   6

立地関数及原単位関数

                            門司区

立地関数

  BCOHS                     BCO固S
  〔    〕 ＝ 0．13340  ＋ 1．02473 （     〕  ＿ O．01347 （BCOMS■POPPT〕
  USLND                     USLHD ・1                     ＿1
  ｛                〈19．1034〉         〈1．36650〉

  P：O，95204

  LH＾NU                       LH＾Nu                    －2
  〔     ） ＝ ＿0．08713 ＋ 1．05005 ｛     〕   十 〇．02257 （ST＾TD〕   十 0．14344 ｛LML湘D）
  USLN口                     USLND ・1                                 ＿1
  〃               ＜27．6884〉         ＜1．63180〉         ＜1．41649〉

  p＝O．96717
                  ＿0．13969 ｛L帆＾Nu“旧ALPT）
                                      ・1
                  〈7．41591〉

  PBIND                      PBIND
  （     〕 ＝ 一〇．711・23 ＋ 1．70930 ｛     ）   十 1．18235 〔TOEHP〕   十 0．21147 ｛PBLND〕
  USLND                    USLNl〕 ＿1               ＿1               ＿1
  ～           く2．06818〉      〈2．48398〉      く2．01364〉
  P＝0．79548
                  ＿ 1．26462 〔PB工ND＾BC向PT〕
                                      一1、
                  〈1‘38264〉

  HHOLD                     HHOLD             POPUL            POPUL
  ｛    〕 ＝ 一0．09326 ＋ 0．67569 ｛    ）   十 〇．28905 ｛    ）  一 0 15801 ｛    〕

  ！S㎜   〈。．。。・。。〉・USL州D・1＜。。．・…〉USL牙ユDく・1・・…〉USLND－1
  P ＝ O．98816

  POPUL                     POPUL
  （     ） ＝ 一0 62550 ＋ O．94587 〔     〕   十 0 52683 ｛SPLND〕
  USL阿D      ’               USLND －1    ’            ＿1
  ～                ＜88．7159〉          〈3．40270〉
  R ： O．98589

  H刊ANU                       日刊＾”u
  ｛    ） ＝一〇．01810＋O．51864 ｛    ）  十0．86943 ｛BC｝1PT）  ＿O．34615 ｛TOEPT〕
  USLHD                      ∪SLND ＿1                ＿1                ＿1
  ～                〈4．77276〉         〈2．74144〉         ＜2．28952〉

  R＝0・86263
                  ＋0．13460 ；HW＾Nu｛”＾LPT）
                                      ＿1
                  〈2．07826〉

原単位関数

     BCLND                       BCLND

L側。。。。。〕…”棚川・7830ユL。・｛菰雨〕．。
  ～                 〈ユエ．2099）
  R ＝ O・84836

     LHLND                        LHLNl〕
L。・（。舳m〕＝0・06552・ユ・01675｝。舳㎜）一ユ

  ～                  く13．2833〉
  R＝O，9036ユ

     PBLND                        PBLND                 PBLOL

L咋。…〕＝一・13004＋0・63389L。・｛繭耐〕．ユ・。・3699川・｛而〕．。
  戸                  〈4．82676〉            く2．66944〉
  R 二 〇・74206

     HOL㎜D                        HOl．ND                HOLOL
L剛。m・・〕＝。・ユ2795＋0・69233L。・（雨颪し。・0・13381L。・｛。。。。。）一。

  育一0．84204   〈10・3349〉    く3・32486〉
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                              若松区

立地関数
   BCOMS                     BCO閂S                   ・2
   ｛     〕 宮 ・O．10527 ＋ 0．49693 ｛     ）  十 ユ．28074 ｛CENTD）
   USLND                     ljSLND ＿ユ
   ＾            〈10．0032〉       くユ．58916〉
   R ＝ O．98240
                    ＋0．11587｛日COHS．POPPT〕  ＿O．40706 （BC0”S＾BCHPT〕
                                          ・ユ                  ・1
                     〈24．8225〉              〈7．7ユ676〉

   ｛L舳m）、一〇．01736，1．03052｛L㎜㎜〕、O．1．O。。肌0・。・…糾㎜・O・）
   USLND                     －USLND ・ユ

   負宮C．95209  〈9・94562〉   〈1・9ユO07〉
                    ．0．04143 ｛LH＾NU＾”ALPT〕
                                          一ユ
                     〈4．ユ4724〉

   PBIND                     －2
   ｛    〕 1 一C．18307 ＋ ユ．66ユ05 ｛CE”T1〕）  十 0，178ユ7 （TOEHP）  十 〇．13355 〔PBIND）
   USLND                                                 －1                 ・1

   貢。0．89274  〈1・705千6〉  〈3・20583〉  〈4・08例＞
                    十 〇．27202 工PB工M〕oBCMPT，
                                          ■ユ
                     〈2．63795〉

   HHOLD                      目HOLD              POPuL
   （     〕 ＝ i0．03675 ＋ O．18ユ94 ｛     〕  十 0．26891 ｛     、
   uSL”D                      uSLND I1           1〕SムND’
   ＾           〈4．35150〉      く18．3840〉
   P ＝ O・989ユ4

   POPuL                     POPUL                               目HOLD
   ｛一〕 昌 0．06427  ＋ 0．72359 ｛    〕  十 〇．15612 ｛BCLND）  十 〇．43061 ｛一〕
   ∪SLND                     uSLND ■1                ・ユ          USLND ＿ユ
   ＾                〈13．2472〉         〈ユ．81286＞         〈3．01527〉
   貝＝0．96745

   HwwU                 削＾剛
   ｛一〕 ； ・0．62647 ・ O．08985 （一〕  十 〇．63788 〔TO］≡：PT〕  十 〇．ユエ850 〔”＾LND〕
   USL町D                       uSL町D ＿1                 ・1                 ＿ユ
   ～             〈1．80337〉       〈2．5C989〉        〈4．18ユ94〉
   R ＝ O．77266
                    ＋0．9263ユ ｛H＾LO月十SHLO頂十E”LOP〕

                     〈3．00906〉

原単担関数

      BCL㎜〕                        BCLND

  ｝麻〕刈伽28川・…川・（。。。固。〕．ユー・・舳・
   盲。0．88834   〈ユ2・3ユ8ユ〉

      L”Lい皿〕                             1二。”LND

  吻｛・舳1〕＝一〇仙58・O・6377川・1而雨〕．ユ
   ＾                   〈4．07595〉
   R ＝ O．62ユユユ

・｝鵠〕一川・・・・・・…1川・儀静．ユー・．・…～榊・〕

   玉。0．55367   〈2・56072〉    〈2・63340〉

ヒ・鰐H・・・…二1二111；1よ・鵜し1・、；二11111、軸鰐〕．ユ

   P10．84ユ35
                      ・ O．ユ9789 Log｛HOCPR〕

                       〈ユ．4ユ952〉

166



戸畑区

立地関数
   BC0㎜S
  ｛一〕 二 一ユ．19730   USLND

   R 1 O．95551

十0．93254 ｛

〈ユ9．6208〉

BCOMS
uSL㎜〕

）

・1

               一2
＋ ユ．82960 〔CENTD）

〈1．33060〉

十〇．64829 ＝BCLPT）
              ・ユ
〈2．Oユ100〉

一1－0．39903 ｛HOLOP＋目2LOR＋固＾LOR）

〈1．48668〉

L”ムNU
｛     ） 宮 ＿O．44895
USL㎜〕
賃 ＝ O．96790

十〇．95360 ｛

く13．ユ815〉

LH＾NU
uSLND

）

・ユ

              ・2
・ O．01246 ｛ST＾TD〕

〈1・49555〉

十 ユ．11876 ｛BC”PT）
               ・1
く3．53272〉
         P8工ND
・O．31631 ｛    ）
          uSL㎜・1
 〈2．76345〉

              ■2
＋ O．7ユ62ユ （CENTD）

〈ユ．77712〉

・0．02i56 ｛L”＾N1」o”＾1■PT〕
                    ■ユ
〈3．25692〉

PBIND
（     〕 ：＿0．86109
uSLND
貢 1 O．79290

         PBI㎜〕
十 1．79760 （     〕
         USLND‘ユ
〈3．70607〉

十 0．40406 （TOEPT）
              ‘1
〈2．32653〉

十 〇．49413 ｛目0LOR＋H2LOR＋BCLOR＋NCLOR〕

く2．67627〉

十〇．05672 （PBLND〕 一0．49436 ｛PBIND｛BCMPT〕
               一ユ                ・ユ
〈1．49108〉        〈1．64826〉

H目OLD｛     〕 1 O．10759
uSLND

R＝0．98377

         H目OLD
＋ O．53759 ｛     ）
         USLND‘1
〈5．91004〉

十〇．25131 ｛

〈ユ0，769ユ〉

POPuL
USL阿D

一〇．09529 ｛

〈2．63642〉

POPUL
USLND

）

‘ユ

POPUL
｛｝〕 言 ＿O．48003USLND
百皇0．96707

         POPuL
＋ O．83686 ｛
         USL㎜〕
〈24．3493〉

〕

・ユ
十 〇．43343 〔POPPT）
               一1
 〈ユ．73933〉

・ O．7ユ251 ｛BCLPT〕
               ・1
〈ユ．96988〉

十0．31985 ｛SPLND〕
              ‘1
〈1．75970〉

HM＾NU
｛一一一一一一） ＝ ユ．09726
USLND
貢 ＝ O．77971

＿ ユ．64067 ｛BC”PT）
              ・ユ
＜ユ．34055〉

               一2
‘ 3．36875 ｛CENTD）

〈ユ．76535〉

“ 1．07412 （

〈ユ・95676〉

PBIND
    〕

uSLND一ユ

十〇．09058 tH㎜＾NU■M＾LPT〕
                    ・1
〈6．70099〉

原単位関数

   BCL㎜⊃
L．9｛雨雨）・O・037仙

            BCL㎜〕
・。・・・・・・…1面面〕．ユーO・5舳L。・（BCCPP）
〈2．88083〉             く5．65672〉

R！0．67910

   L肌ND
L拙L㎜㎜）＝009715

R呈O．88372

            LMLN1〕

・・側捌L剛莇而しユ
〈1ユ．2626〉

   P目L刊1〕

L拙閉m〕1O・03037
R！0．8ユ646

            PBLND

・…8・・6｝繭亙〕．ユ
 〈8．56242〉

   H01－ND                        HOLND
｝扁而〕・一。・・。695・0・5ユ35山・備…〕一1
                   〈5．4320ユ〉
 R ＝ O・6ユ226
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小倉南区

立地関数
   1∋CO”S
  ｛一〕 ＝ O．03993
   ∪SLND

  R＝0．92958

斗 ユ．01264 ｛

〈18．3369〉

BC0㎜S

∪SLND

〕

i1

＿ コ．．29856 ｛BCHPT〕
              ・1
〈2．49ユ44〉

・0．50366 ｛

くユ．70008＞

L”＾NU

口SL㎜〕

〕

・1
斗 〇．1ユ25ユ ｛POPPT〕
               一ユ
く2．27245〉

十〇．4ユ9ユ4 ｛BCLOP＋NCLOR＋S”LOR〕

〈2．13977〉

L”ムNu
（    〕 ＝ O．01164
uSLND

R ＝ O．95684

十0．78406 ｛

〈23．2128〉

L”ANu

∪SLND

斗0，014ユ9 ｛ST＾TD〕

〈2．34ユ48〉

            BCOMS              PBIND
  ＋ 0．02035 ｛    〕  ・ 0．15978 ｛    ）
・1           uSLND ‘ユ            uSLND －1
   く3，179ユ0〉         〈3．53313〉

・0，906
      ・0．03324 ｛目0LOR＋BCLOR＋NCLOR〕

      〈3．04270〉

PBIND
｛    ） ≡ 0．00690
uSL㎜〕

R＝0．89729

         PBIND
＋ O．62045 ｛    〕  ＿ 0．6ユ072 〔PBINDoBCMPT）
         uSLND 一ユ                    ＿1
〈2．73883〉         〈1．64822〉

‘ 0．03790 ｛PBINDoPOPPT〕  十 0．91ユ00 ｛P1ヨエND＾”ALPT〕
                    ■ユ                 ・ユ
〈ユ．24993〉              ＜7，888ユO〉

HHOLD
｛     ） 皇 O．ユ4ユ86・
USLND
R ！ O．98ユ64

十 0．28695 工

〈21．6828〉

POPuL
USLND

） 一 〇．0730』 〔

  〈4．55712〉

POPUL
uSLND

）

・1
十 〇．03432 （HHOLD“POPPT〕
                    i1

〈ユ1．7862〉

POPUL
｛    ） ＝ 1．35944
USLND
衰 ≡ O．89469

十 〇．63455 ｛

〈8．68578〉

POPuL
uSLND

〕

一1

一 0．70546 ｛BOLPT〕
              ・1
〈2，832ユ5〉

              一2
－0．ユ1939 ｛MRODD〕

〈1．81176〉

十 〇．10017 ｛SPLND〕
              ・1
〈1，987ユ3〉

十 0．72911 ｛POPPT）
               ・1
＜3．ユ4690〉
          冊10LD
＋0．33852 〔    〕
          uSLND・1
〈ユ．57035＞

（幽〕一一〇．・。…。・．・・。2・1凹）。・．・。。・。㈱。。ゾ2、。．。。i。。帆。。）
USLND                     USLND －1                                 ＿ユ
｛            〈ユ1．4720〉      〈1．6ユ697〉       く2．84466〉
R≡O．96089

                ＿ O．51990 ｛H岬＾N∪■T〇五PT〕  十 〇．05973 （HM＾NU■㎜＾LPT〕
                                    ・ユ                 ■ユ
                 く6．00084〉              〈2．12954〉

原単位関数

   BCL肘D                        BCL”D
Lo・｛。。㎝。〕＝↓04990・0・77230L・・｛繭雨）一。

トO．79390   〈10・6989〉

   L”LND                          L”LND
L剛。。。㎜）；一〇・053ユ7・O・78973M。。。㎜しユ
                    〈8．03227〉
 R！O．8ユ440

   PBLND
Log｛一） ＝0．ユエ614   PBIND

含＝0．84559

十0．84ユ5ユ Log｛

 〈ユ0．5029〉

PBL㎜〕

閉IND
〕

一ユ

   HOLND
Logl  〕宝   HHOLD

頂＝O．70664

0．ユ0795 斗0．55959Log（
 〈7．5ユ248〉

HOLND
    〕

HHOLD・ユ
． O．ユ6502 Log｛HOCPP〕

〈ユ・54ユ69〉
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八幡東区

立地関数
  BCOMS
  ｛    ） ；O．04682
  USLND

  R ＝ O．95290

               ．2
＋ O．17829 ｛C1≡：NTD）

く1・39265〉

十 2．53900 ｛BCLOR＋NCLOR＋SMLOR〕

〈3‘30ユ4ユ〉

十〇．08499 ｛BCO”S“POPPT〕
                    ・1
〈7，042ユ9〉

・ O．15902 ｛】∋COMS’BCMPT〕
                    一ユ
（2．30485〉

L”＾N1」
｛     ） 1 ■O．12407
USLND

R ＝ O．89483

         L㎜＾M』
十〇．ユ4947 ｛    ）
         USLND・1
（ユ．74826〉

              ・2
・0．ユ0668 ｛CENTD〕

〈3．27307〉

十〇．71590 ｛BC”PT〕
               一ユ
〈4．27241〉

十〇．80080 ｛L㎜LND〕
               一1
〈5．05530〉

i0．12101 〔TOEPT）
               一1
く2，716ユ8〉

十 0．0448ユ ｛

く2．92131〉

PlヨI㎜〕
    〕

uSLND一ユ

PBIM〕｛     〕 ＝ 一〇．ユ4518
uSLWD

R！O．94075

         PB工ND
＋0．81492 ｛    ）
         USL㎜〕一1
く17．7951〉

十0．46075 （1ヨC凹PT）
               ・1
〈1．86453〉

＿ O．ユ4659 ｛TOEMP）
               一1
〈7．79264＞

＿ O．09274 ｛PBLND〕
              ・ユ
く2．65108〉

HHOLD
｛     〕 ！ O．07767
USLND

R＝0，980ユエ

         HHOLD
＋ O．82643 （一）
         ∪SL㎜D・1
〈5．87297〉

         POPUL
＋O．28777 （    〕
         ∪SLND
く9．4975ユ〉

・O．22083 ｛

く5．02300〉

POPuL
USLND

）

一1

POPuL
（    ） 宝 O．03685
USLND

R ！ O．96924

         POPUL
＋0．57047 ｛    ）
         uSLND一ユ
（6．34462〉

十 〇．ユ7ユ40 ｛BCLND〕
              ・1
〈1．57843〉

■O．02134 ｛”INLV〕

〈1．81290〉

十 〇．50805 ｛

〈3．37498〉

HOLND、

斗0．89ユ34 ｛

〈2．57845＞

    」
uSLND＿1

SPLND

十 〇．00964

uSL㎜
〕

一ユ

十 〇．00964 ｛POPUL‘POPPT）
                    一1
〈ユ．72498〉

H肌舳U
｛一） 苫 O．19167USLND
市＝0．97705

         HMムNU
＋O．29127（    〕
         uSLND．ユ
〈5．61279＞

十0．Oユ247 ＝HM＾NUoH＾LPT〕
                    一ユ
〈3．36295〉

原単位関数

   BCL㎜〕
L剣。。㎝S〕！0・00ユエ9

倉＝ 0．72570

            BCLND                BCLOL
…醐・”・1。。。。。）．。一〇・。906川・｛。。・㎜・〕一ユ

 〈7．ユ9382〉            くユ．90634〉

・哨器）・一・・・・・…、1＝：鮒・1鵠糺・く雌1、・。・蝶し1

R…0．52757

   PBLND
L・g〔P飢㎜〕；O・ユ0024

P！0，365ユ9

            PBu“D
・O・3・・ユ6・。9（。B工㎜）一ユ

〈2．62695〉

   目0LND                       目0LND
ご・｛．而〕＝O・帆2ユ9ユ十く91；二：二㌘｛而し1

R ＝ O．78032
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ハ幡西区

立地関数

    8CO刊S
   （     〕 ＝ ＿O，08285
    USLND

    R … O．95957

1。”＾NU
｛     〕 ＝ O、ユ0382
USLND
1〒＝0．83745

PB工ND
｛一〕 ＝ i0．ユ2748USLND
育＝0．7857ユ

HHOLD
｛     〕 ＝ O．00177
USLND
育！ O．98450

POPuL
｛    〕 ＝0．39939
1」SLND

市＝ O．87308

H㎜“U｛    〕 ＝0．02335
uSLND

P＝0．87791

原単位関数

     BCLND
  Logl  〕     BCOMS

  斎。0．7903も

     L”LND
  Lo9（  〕
     L㎜吋測

  貢昌O．73297

Lo9｛

育＝

Log1

百！

PBLND
    ）
PBIMD
O．7ユ377

HOLWD
    〕
HHOLD
0．7728ユ

         BCO”S              ＿2
＋ ユ．38684 （     〕  一 0．07040 ｛CENTD〕
          USLND・1
〈8．33467〉        〈1．21441〉

十〇．29866 ｛HOLOR＋H2LOP＋H＾LOR）  ・O．02633 ｛BCO”S‘POPPT〕
                         一ユ                 一1
〈1．66172〉                   〈ユ．27350〉

          L”＾NU
＋ O．75563 ｛    ，  十 2．81186 ｛BC醐PT〕  ＿ 2．55889 ｛TOEPT〕
         USL㎜D ・1                  ．1                  ＿1
〈7．80400〉         〈ユ．7ユ736〉         〈2．59757〉

               一2       Plヨエ㎜〕
十〇．20476 ｛CENTD〕  十0．70691 ｛    ）
                           USL㎜〕．ユ
〈4．8ユ896〉        〈5．65249〉

十 ユ．09047 〔㎜＾LOP÷S”LOP＋1≡：”LOR〕 ．0．0452ユ ｛L”ANu＾”ALPT〕
        、            。             一1
〈7．06215’                  、3．70232〉

          PBIND
＋O．74929 ｛    〕  十〇．ユ5926 ‘HOLOR＋目2LO資十1∋CLOR＋NCLOR）
          uSL㎜D－1
〈8，647ユ8〉         く2．07397〉

               ■2
■ O．04726 ｛CE㎜TD〕  十 0．ユ8469 ‘TOEMP〕   十 0．06136 （PBLND〕
                                一1             ・1
〈2．56239〉         〈3．57657〉          〈4．ユ6092〉

          HHOLD              POPuL             POP∪L
＋ 0．90999 一    ）  十 〇．29545 ｛    ） ＿ 0，244C9 ｛    〕
          USLND －1           USLND            USLND ＿1
〈9．53ユ07〉         く37．8299〉       〈8．上1634〉

          POP∪L                           －2
＋ 0．84561 ｛    〕  十 2．57738 （＾VGRD） ・ 0．08C39 （STATD〕
          uSLND■1
〈21．17ユ5〉        〈ユ．52400〉       〈ユ．76950〉

一ユ．95894制SSDゾ2－O．078661SPL㎜柵肌D．F工肌D）
                                           一ユ
〈1．42198〉         〈1．87422〉

         SPL㎜
十 〇．73346 ｛、〕
          USLM〕・1
〈5．43272〉

          H”＾Nu               ．2
＋O．58514 ｛一〕  ■0．00397 二ST＾TD〕  ・0．0ユ083 ｛H＾LND〕

          USL1町D ・1                                      －1
 〈7．45474〉         〈ユ．24084〉         く1．89562〉

十 0．02315 （H㎜＾NUlM＾LPτ）
                    一1
 〈2．ユ3713〉

                      BCLND
＝ ・0．ユ8454 ＋ O．71345 Log｛    〕
                      BCO”S
          〈11．9697〉

                      L”LND
＝・0．ユ0388＋0．66331Log｛   〕
                      L㎜＾NU
          〈8‘：，一1559〉

         ‘ O．21ユエ5 Log｛L”CPR〕

          〈1，465ユ2＞

                      PlヨLND
＝ O．37709  ＋ ◎。68ユ6ユ Log｛    〕
                      PBIWD
          〈9．19593〉

                      HOLND
10，252ユ0 ＋O．4788ユLog〔    ）                      HHOLD
          〈7．80983〉

         ・0．28777Log｛目OCPR〕

          〈3．94952〉

・ユ

・ユ

・ユ

一ユ

            BCLOL

＋0．08256Log〔一）
            TOE”P iユ
〈2．1ユ447〉

            L”LOL
＋ O．ユ5002 Log｛’〕
            TOE”P i1
〈1，596ユ3〉

・0．74824 Log｛PBCPR〕
〈2．22ユ03〉

            HOLOL
＋0．08ユ95Log｛    〕
            TOENP＿1
〈2．ユ7230〉

170



イ寸盆景  7

区域の集団別重み
区域1

                  P10

                  Pll

                  P1～
                  P13

                  P14

                  P15

                  P16

                  月7
                  P18

                  P19

                  P～O

                  P21

                  P2～

H                  P～；

べ           P24
                  P25

一

葉国1

．0〕1119
．o珊30～
．0＾1080
，039ア86
．03～1号～

．0王1～51

．029073
，0∬375
．O～亨～09

．027173
．03～o09
．0∬76？
．031711
．032960
．0三1～η

．Cい066
．041919
．042712
・039州。
．04～b64
．O∬75］
．O‘7684

・0454B3
．05456a
．O，5泌ら

星団2

．031608
，o～8864
，033“6
，Oヨ1929

．C25178
．C313ハ
．o～62∬
．C3070〕
．O～6574

．025708
．03～1ら1

．o∬905
．02909～
．o∬“9
．C～η70
．05～148
．O“579
．O“918
．O“191
．05～285

．05∬16
．0469“
．O“504
．064100
．06∬69

集団3

．0ヨH55
，O｝80～O

．0ヨ8983
．O〕91“
。O〕6897

．033616
．0～ア53b

．O］5115

．0297”
・02874α
．03516ξ
．036231
．03“oo
．03～637
．02937ε
．0“7～5
．oム3η9

．039824
．o”～6～

．04“84
．046734
．0425～O
．0372～3

．057894
．05ヨ04ア

呈國4

．035311
．o∬6∬
．041457
．O］9∬1
・o～8791．

、028140
，O～1017
．028092
．025788
．029377
．〇三2昼25

．036281
．029033
．〇三1655

．o～84目9

，048帖＆
．048155
．048010
．〇三84oミ

。054092
．051232
・04964三．

．045551
．056005
．05“10

集団5

．0ら9034
．〇三6065

．0“5昌6
．0仰954
．03～∬6
．O∬｝71
．0～目254
．O〕740～

．o∬o96
，o～79“
．032三67
二〇∬～1～

．03η14
．030357
，027〕84

．044765
・oユ84㎎
．Oム2106

．037956
．0∬9d？
．04709～
。O｛2S以

．03137d
．055891
．0566ハ

区域2
P

P

P

P

P

P

P

P

P

〔o
Pll
P12
P1〕

P14
P15
P1白
P17
P18
P19
P20
P21
P～2
P2j
P24
P25

果団1

．O〕4817

．036786
．0450ア5
．O‘01“
．03～～06

．Oμ898
．O～9070
．oμら39
．0～8486

．033819
，O〕6779
・041790
．o］4904

．D33870
．035740
．0いξ14

．038813
．041905
・0375ら7
．Oヨ4591

・O‘6509
．oo∬？
．o“566
．05～249
．05～253

集団2

、05～35ア

。05Q2丁5

．053896
．05“74
．03564ら
。042b＾
．．o～6638

．．040～16

．0三～03ε

．038293
．046400
．O“764
．03～～71

．034257
．O；3036
10419星7
，o∬21o
．03671～
．O～7817

．028767
・035484
．03ム嶋
。03021一

‘037796
．038047

皇国3

．0〕～985
．0王～”O

，O“318
．o］9∬9
．oい652
．0406｝1

．0362j6
．0ム3771
．05560～

．031188
．036563
．04～～63

．04154＾

。043968
．oム3691
・oヨ4992
．o一｝14”

．033075
．o～7∬s

．031818
，038～51

．035530
．031191
．052590
．051711

集団4

．0∬“0
．02”09
．036920
．0三6∬8
．027629
．O～7759
10～1．8£7．

．0305〕～

102“％
．022790
．02771‘
．031～54
・0297’9．

．C3D042
．0293“
、055913
．04654～

一一E048236
．o“649
．05269a
・057078
．049806
．O“”1
i0635911

．063414

区蟻3
P

P

P

P

P

P

P

P

P

P10
Pll
P1～
Plj
P14
P15
P16
P17
P18
P19
P20
P21
P2～

P2ヨ

P24
P25

美田1

．023678
10～8778
．035219
，025〕51
．O～3103
．0～8806
．O～4～～8

．030298
．0～6401

．051870
．03898〕
．045650
．O“068
，038η1
．O∬576
，047μ9
1041964
．0’2目82

．040031
．046402
．050374
．Oら2？O～

．o4η4ら
。062301
．o舳。帆

業団2

．o一∫17ム谷

．04～13〕

。056929
，046～86

．045035
．o］9369
‘σふ51右ム

．Oい781
’Oヨ668］

．O∬640
．0356～6
．040861
．o∬4～7
．0】3609
．0363”
．Oj80～2
．03570〕

側ムム，
・0〕185～

．o～8825
．oコ8～1ら

．0～9956
．0270～8

㌧1O舳J
．o43“6

集団3

．O～7144
．o～6o白7

．042655
．0∬35ム

。021668
．026855
．01＾90＾

．023～η

．019μ6
．O～3513
．o～769～

．031j8＾
．O～4859

．027171
．口257～1

．064316
．05～591
．0595～1

10‘1ω9
．043335
．053161
．os0027
．05～789

．078677
．c79∫1．一

島団4

．0168ハ
．01ハ9～

』μ0一，6

．017121
．〇三6“6

，04～450
．Oヨ1970
，046～56

．0ω履O
．039〕77
．oも76～o

．0∬o9台
．0427昌～

。oら3～o8
．Oム0810一

・041〕d0

．O∬691
．038996
．o～9～“

．O～45帥

、o“895
．Oい7”
．04～691

・057115
．0584～1

区鞍5 集団工

PlO
P11
P12
P1ヨ

P14
Pτ5
P16
P17
P18
P19
P20
P～1

P2～

P～3
P24
P25

．o4～98～

．O“478
．04780王
、o48～2う

。C2”90
．0∬998
，o～∬ム5

．033549
，026～38

．030249
．oη～90

．037826
．o∬以3
．o〕507～
、03、～Z1

．047572
．041411
，oら2ら33

．036639
．037365
．O〕9530
．0－68騰
．031～34
．05～327
．05～9〕】

集団2

、028978
．030552
．O～9798
．0265島O
．O～7065

．026329
．020562
．O～39a3
．0～6420

．02351～

．OH7～9
．03“51
．030417
．C～987三

．o－o船3
．05428～

．047∬2
．Oら5167
．05166～
．05514～
・060172・
。05～∬O

．oリ4a2
．064096
．O舳843

筐団3

．O“105
．0ら“27

．047330
．oら3～5｛

。039215
二〇“347
．0〕7ξ～2

．0”503
．Oヨ8‘1～

．036967
．O“111
，041～69

．039854
．O‘1649
■〇三7151

．Oη569
．OH137
．o〕“65
．O～ヨ081

．023209
．034924
・03し596

．027577
．o“∬5
．oら8608

区域6
P

P
P

P

P

P
P

戸

P

1

2

〕

ム．

5

6
7

8

9

PlO
戸11

P12
P13
P14
P15
P16
P17
P18
P19
P20
P21
P22
P2ヨ
P24
P25

集団1

．037”5
．o4o～∬
．0427‘O

．044238
．oj“白2
．O〕55ア3

．028876
．0∬349
．03060～

二033脳8
，035～10
．03？o4～

．035306
，036∬o
．03551＾
■043455
．oo～b9
．Oも2406

．04104～

、039616
．・o4～340

．0407～9
．0”～49
．045053
．O“6〕5

集団2

．043721
，041～6ア

．044145
．0431ヨ9

．o46∬o
．041532
．036074
．O“810
．0377“
．O－6128
・035～ちO

．0421∬
。032789
．0347～3
・033292
，O．373｝3

．034969
・O〕6156
1033787
．03～ら06

．040899
、・034＆93

・o∬∬～
。04300ら
．042”6

集団3

．0406～8
．Oいア1j
．040ω9
．o“o91
．0］1797
．0317王4
．0231～～

．027778
．02リ77
．o4～5％
．O“848
．o46～け
．0もO～01

．O”650
．03弓378
，047；82

二0構531
二〇＾52菖4

．O～9“0

．025751
．03“b4
．0～7936
・0261ム6
．053536
105“32

集団4

・O～8637
，030～96
．03ア388

．033038
．0～’856

．0～8138

．021671
．0～630～

．025614
．0254～4

．030364
‘032993
．o〕ユ722

．03～379
，O～9640
．054157
．052040
・〇三u67

．047004
，048～84
．0561～8

．0504b4
．045940
．O←1～1～

．061909

区壇7

P1O
P11
P12
P13
－p1ム

P15
P16
P17
P18
P19
P20
P21
P2～

P2］

P～4

P25

集団玉

．033577
．0308C7
．0＾0157

．o∬773
．0］～748

．Oヨ4273
．0～770～

、0350rO
．028866
，035〕59
．0〕784ら

、Oい218
．04117ら
1040206
．0三8695
．o4η4o
．O“7ア4
．04∬67
’0341ムZ
．0～8919

．042360
．041904
．038538
，050ヨ48
‘05t03－9

星団2

。02342～
．026275
．0∬5∬
．o－5”5
．0～614～

。O～7564
，o～53帥
．〇三0684
・02785三．

．O～と979

．02ア005
．〇三02ア1

．0～9879
．O！2152
・10工0751

．052961
，046台14
．Oも9616

．045095
．043085
．058296
．053819
．047942
．065197
．067557

集団3

．O～％09
．O］1575

．036339
．O－8951

．036051
．0“37弓
．0338ξ9
．04C17～
．O∬130
‘αj8且働

。049541
．o‘9o目2

，O“12～

．038839
．040898
．029589
．026782
．o～88～o

．oμ343
．0～ヨ504

．03974～
．036120
．037036
．06116～
・0632．4ア

星団4

．Oい059
．0ω自～7

．050793
．057809
．O∬253
．0366叫
．〇三0755

．036387
．〇三4918

．028695
，036｝q｝

。038884
．033381
．038703
．036464
，04～1ア9

．038807
．038769
．0～55～2

．O～5233
，036008
．・035299

．031431
．O‘7867

．0502王0



一

、

区域8

P

P

P

P

P

P

P
P

P

P1O
P11
P1～

P1〕

P1｛
P15
P16
戸17
P18
P19
P～o
P～1

P～～

P23

P以
P～5

集団1

．033408
．0350ア9
．040146
，o〕工139

．0350ヨ。

．o〕5”4

．028893
．O］4300
．0320～～

．029～96
．O∬617
．035896
．0360～1

．034700
．031190
．045470
．Oいも59
．0409～O

．042326
．042574
．045515
．042730
．O‘0559
．05〕～6一

．05417～

集団2

、028825
．O〕O～60
，0］ヨ59〕

．034～08
〃ユニ，工

．o～9～％

．02；～07

．0～9298

，026ω1
．02580〕

1o～6668
．03206〕

．030487
．029057
．O～8749
；o∬032
，050，57

‘Oら8∬8

．O”215
．050396
．05“18
．α5－12∫Z

．o“622
，060∬7
．061400

集団3

．059729
．oω796
．06349‘
・068139
．o～5684
・O～6ム5～

．020760
．029980
，O～7？15

．O～29“
．O～6813
．・032035

．02316〕
．O～2659

，018構7
．04504～

・Oいム58
．040108
，036％5
．040162
．OηOア1
．049769
，039η1
．05“60
‘0572H

集団4

。04167～
．O］9190
．O‘5676

．039958
．0王7867

．039849
．03∬～3

．042040
．03〕91a

．O∬421
，042”2
．o“031
■040㎎ム

．040751
．0375”
．o∬736
．033859
．O∬フ60

．o～84N
，029161
．035827
－03“12
．029096
；050006
．050361

区域9 集団1

P1O
Pll

P1～
P13
P14
P15
P16
P17
P18
P19
P20
P21
P22
P2コ
P24
P25

。03～026
．O；3131
．Oヨb103

．037042
．033178
．Oη730
．O〕0796

．036030
．030379
，O～弓670

．Oヨ5693

，o”∬4
．035368
．036548
．03“〕6

，039∬9
．OムO～＆1

．0王5776

．042071
．042515
．0476～8

．040520
．038971
．057476
．056585

果団2

．028〕26
．Oヨ1；～8

．Oヨ4114

．036971
．O～1857
．02』051

・Oハ7昼a
．0～5450

．027199
．O～3387
．02“～7
．O；0721

．034765
．033899
．O～9602

．056471
．05皿12
．Oム8310

．04809a
．0∬450
．0547η
．052123
，043∬6
．10410－55一

．0632以

集団3

．O｛～31ら

．04476ら
．0“1昌O

．039400
，037～～9

．o“268
．031021
．oム1o」勢

．0三4686
．O〕6783
．04～7％

．0い863
．Oらら506
1αムム7．1し

．040‘17

．035691
■c3｛658
．O∬ヨ～6
・O・～．58～a

．O～a078
．O〕5047
．O！21～O

・o〕oo80
・O‘1979
一・uん一仏1

区域］o

P

P

P

P

P

P

P
P

P

P1O
P11
P1～

戸13
P14
戸15
P16
P17
P18
P19
P20
P21
P22
P23
P～4

集団1

．〇三023ミ；

．030109
，039珊8
．037247
，03ム077
．033260
．028735
，O］～735

．0288と1
．O～9417

．034920
．036476
．0王5二7，

．O∬485
．034000
．046362
．044279
，044王92
．040994
．041143
．051160
．045599
．0439ア1
．σ52～脾

日ヨ5＿・051ム59

集団2

．031212
、α玉～481

．0322～8
．03～456
．O＾0210
．04009～
．O】1454
，o皿三6o．

．0H890
，037“2
‘042836・

．C481ア0
．046127
；Oち5805
二〇い168

．042111
．O＾0069
．038380

㎜．030712
．036100
．0372‘～

・032220
．O“642

叫螂

集団3

．O～61～O

．030162
1ユエ｝↓各2。

．0312ア2
．025110
．O～ら616

．01出9ア
。029406
10一ユ貼傘阜

．o～～462

．O～8∬5

．o∬636
．O～7356
．029976
一■一02一合4＆4

．05ω21
．03＾233
．03～い9
，041～97

．o“396
；0520〕8
．05～385
・044894
，069j14
．O帥716

～

区域11

PlO
P11
P12
P1三
P14
P15．

P16
P17
P18

月9
P20
P～一・

P～2

P～3
P24
P25

集団1

．038438
．034257
，036”5
．040471
．034156
．03813～
．O～5570

．034853
．028887
，031“8
．O〕4574

．037268
．03～768
．o］4925
．O∬7～q
．052013
．042355
．046965
．Oヨ1593
，o・36｝呂6

．048331
．040732
．o］8885
．05〕157

．0∬365

集団2

、oヨ0996
．O～85〕7

．Oコ8233
・03．85ム8

．O～～10～

．0245〕O
．O～1779
．O～5654
．0～一139

，021～90
．02！819
．0～7588
．O～51ξ7

．0～5160
．O～41∬
．06～39～

．O∬3∬
．056～4～

．049987
．048690
一・062996
．05～739

．047115
，067a〕2

．068140

集団3

．0らO～Z3

．oミη9三

．0481い
．O“811
・o地∬・5

．041389
．O］14～O

．o4以～4

．O∬920
．035610
00一μ㎎4
．o“723
．Oω％7
．042969
．039721
．040542
。〇三26～9

．OM～30
．O～3788
．o～“o～
．035目～o

』∬2湾
．O～8～63

，047“8
．047330

区壌］2

P

P

P

F

P
P

P

P

P

PlO
Pll
P12
P13
P1‘
P15
P16
P17
P18
P19
P～O
P～1

P22
P23
P24
P25

集団1

．029610
．0～帆1ア

。037270
．O｝40～王

．031516
，O！116｛

．02∬92
．O〕1584
．028121
・026昼5’

．03～316
，036，39
．0∬～9三

．C35051
．o∬399
．049419
．O“2～7

．O“050
・O工Z114
．O“1a1
．0505－5
．0’79ア5

，045～42
．0自O～37

．060467

重団2

．O∬274
．O∬554
．0407％
・〇三4891

．04匝～q0

，040～56
．030138
．O＾55“

．032868
．O∬1“
二042085
，047～69
．037586
．O∬735
．037834
』ω2．t
．038975
．04～656
．0∬324
．O；18“
．〇三5406

，033ユ2∫

．O～8340
，048”O
．0岬353

集団3

．031083
．O～6073
・〇三4296
．〇三～8王6

．O～～917

－o～26M
‘018960
，025“4
，023帥2
．O～1b88
．O～1690

一・0～7168

．0240ハ
．Oη9”
．02；665

．058326
1↓，O」93＿1。

．055114
．052317
．0604“
．060531
，051＾80
一・04側76

‘074273
．074202

区墳13

P1O
月1
P1～
P13
P－4
P15
P16
P17
P1目
P19
P～o
P21
P～2
P23
P24

集団1

．02“67
．026819
．030897
．031725
．O一～1～8

，033～86

．026853
・o－6～o6一

．O〕0a61

．o∬”4
，036～08
．O’0802

．036728
．O一｝7741

．03574a
，048471
．040996
．042669
・・039449

．040999
．051110
．O“98ら
．o”～～4

．0581］O
P～5－1O－5740＆

集団2

．o～50ム3

．o～6696

．03η94
．031204
．0302い
．029018
．O～2052
．0η019
・0218～j

．025524
．O〕0984
，034珊6
．0256～8
．o～フ608

■Cη4η
．057421
．oム84“

．051015
．Oη800
．．一05294王

．060361
，051～b7
．04目～64

．065935
．06∬82

集団3

．041ア5～

・043630
・04835～
．〔15219～
二〇き引00

．041667
．Oヨ06”
・．O〕8631

．033142
・Oム3μq
．041936
・043782
．041530
．040426
．035675
．O‘0941
．Oコ441】

．O∬291
，027～66
．0j0557
山7ntム．
・034110
‘030815
．0い214
・041151



一

べ

区城14 集団1

P l

P2
旦一ユ．

P

P

P

P

P

P

P10
P11
P12
P13
P14
P15
P16
戸17
P18
P19
P～o
P～1

P～2

P～3
P～4

P～5

。041542
．Oら～9～7

1oU屯昼，
‘oヨ9479

．030731
．03～91～

．030918
．0〕519a
二030～69
．03115包

．O］4072
．O〕6656

．03η88
，038ア∬
’03王47，
。o｛2～ω

．040763
．043539
．03∬95
・O〕6173

．038712
，040？03
．039114
，055～37

．056168

集団2

．0405つ8

．0∬141
．04277三
一104玉一5～．

。O～∬87
．026360
．019556
．027859
．O～0156
．o～o＆～4

．O～6585
．O～7帆6

 ．0～89目～

 ．030～18

 ．030065
．0559∬
．051ξ80

．0563ω
一045318
．o4ヨ243

＿1Oム7403．

．04125～
・O“704
．065730
．06610～

集団3

．040049
．0”570
．042906
，038”8
．o‘～939

．04～061

，037“5
．0“077
．03～981

．035167
．042999
一．o“1ム3

．O“799
．04068～
．041150
．041080
・一〇ユ56星8川

．o〕9980
・o以8η
．026838
．o∬499
・o～a467
・0277三8
．043797
．0438ω

区域i5

戸

P

P

P

P
P

P

P

P

P10
P11
P12
P13
P14
P15
P16
P17．

月8
P19
P～O
P21
P～～

P2j
P24
P25

集団1

．o］〕9jア

。O∬541
，03？108
，0；7～71

．031454
，035η3
－0～ハ～3

．034685
．0j～2～ら

．〇三0750

・033970．．

．03643昌
．036739
，037〕36
．0347ア7
・048116．

．045605
．045556
．039695
，039”目

．045168
．0420～～

．Oj8827
．051094
．0501ε1

集団2

 ．018986
．01％55
．o～6996
．O～5336

．026200
．0η0せ2

，018出9
．0〕1118
．0295～4
．0279ら7
．0ヨ～147

．oj7王2～
．0〕09ア1

．031369
．0η5～1
．06］659
1056506
．05∬～9
．043877
，04～965

．060595
，055a09
・104935～

．o“81～

．065517

集団3

．041419
．0406王3

．047368
．o∬？η

一020～40
．020990
．01918王

．026367
．0239～1
－02～845
．0～ヨ485

．O～7971
．02q～81．
‘OjG55＝…・

．028049
・057757
．05∬80
．055613
104b〕89
．0’717‘

．056～39
，045～1～

・039949
．06543＆
．066513

集団4

．042ヨ～3

、σ3機39．

。045～06

，O“926
．0417－5
．0“2も3
，0ヨ4596
．〇三”5∫

．03ら252
．0コ55a1
．0425ア1

．041908
．0429～4
．0＾0532

．040704
．o4～293
．0〕ア～目7

．0；8～05

．024079
．027037
・0348～目

．o～9a81
．O～8854
．04～3“

■0419凹

区壌16

P10
Pll
P12
P1ヨ

P1＾
P15
P16
P17
P18
P19
F20
P21
P22
P23
P～4

P～5

集団1

。031851
．030605
．056711
．O；5520

，033舳3
．0ヨ7“5
．02邑169
．0；8864

．O∬518
．0～8799

．033907
．03”o5
．037837
．0；6520
．03｛167

．o“164
，040∬7
，041∬8
．O＾3569

．043934
．O岬262
．Oい白14
．o4oら83
．O㈹353

集団2

．025705
．oバ∬9
．0打ε84
．o〕4122

．0“1フ3
．0ら691～

．0コ7”8

．048110

果団3

．031678
．o～9499
。。0359以

。O“1ら7
，O～67昌ム

、O～5603
・01－749d

，02∬35
．肌02〕4』2ユ∬
．O∬648
．042665
．O＾69～9

．041484
．0“436

．O～～5三1

，027a46
，0～9251

．02目136

．031258
二034963，02a1ユー工

、040617
．Oヨ6855
，035ア71
．O］2865
．O〕0275

．039535
．035611
．o玉。！89

．0“〕“
．049846 10ムムム2－t

．049124
．046699
，045“O
．054767
一．o％2～9

．05903～
．O’91台O

．05～959
．071706
，070～21

ω

区壌］7

P

P

P

P

P

P

戸

P

P

月。
P11
P12
P1〕

P14
P15
P16
P17

月8
P19
P～o
P～1

P22
P～3

P～4

P～5

集団1

．0王1980
，035～63

．037591
．037141
．038571
．Oム0401
．03〕880

，034以9
．〇三1～90

．〇三1626

．041803
．040688
．Oヨ5152

．035319
．OH501
，042；75

．039303
，041～j8
．0363～1

．03仰71
，048～ア2

，O“075
．039099
，049～12
．O仰O一”

集団2

．026∬5
．02η85
．03～14q
．O〕～05目

．Oコ05”
．O～％85

．021416
．o～7240
・O～067，・

．o～1945

．029381
．0州4“
．031191
，033引。
一．03”5答

．05ら768
．05～179

．053436
．0ら7651

．04帖11
．06106ら
．053～68

．048610
．059122
．058232

集団3

．053618
．0475η
．05～234
．0514ら3
，050ヨ65
．04929色
．0ヨ0608

．039699
．031200
・o∬636
．047006
．043479
．03505ム
．oj1ε52
．0350～3

．0328～6
．C～90ら1

．030862
．0～7～83

．O～7767
・038095．
、O；2785
．O～6431

．040867
．038908

集団4

．037159
．042723
．04＾ら19
．O］～777

．03ム8ム8

．o；283目

．034508
．040056
．035844
．035000
一・C3729｝

、040～45

．047740
．O‘9567

．Q45570
．05153～
、0“～55

．044511
．023901
，025∬5
．0ミ～一58

．O～8bgO・

．027835
．042827
．o4～56～

区域：8

P

P

P

P

P

P

P

P

P

PlO
Pll
P1～
P13
P1‘
P15
P16
P17

月8
P19
P20
ρ～1

P22
P2j
P24
P25

集団1

．028561
．028272
．036776
．031489
．034486
．03～ξ09

．O～台129

．o∬肌9
．029459
．o”616
，0；4873
，037〕～一

．036735
，o〕6”5
．0王～111

．045757
．040740
．045526
．04～587

．043909
．048819
．0ξ616］

．046810
．05“4～

．055679

集団2

．03～806
．03～∬3

．039327
．Oヨ1409
。〇三5566

．037804
．032990
．04～364
．0392～3
．G3“O～
、03655～

．040357
．037115
．O］5η2

．C38698
．039010
．035541
．036740
，0～7〕94

1030220
．O；8”0

．032630
．031652
．047373
．0489～3

集団3

．o～34～2

．O犯100
，o”ヨ87

，02帆a7
．O～5955
・02旦ム各工

。O～1284
．o～ハ33
．0223～O

．020499
．O～7∬6
．O～97η
。0269以
．027“5
．02797～
．0599～8

．05608王

。05リ31
．051118
，052？1～

。059∬8
．049050
．0452～8
．070605
．0735～7

集団4

．021435
．O～jO～5

．029600
，019～～O

．034667
．028401
10∬793
．0三69三8

，037ア87
．o4れ2～
．Oη151
，047昌～O

一・024670
．02目6“
．O～∬27
．O＾107
，029ら85

．o“5“
二03996～

．0〕3“5

．061591
．068573
‘058ξ53
．067095
．070669

区域19

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P1O
Pll
P1～

P1〕

月4
P15
P16
P17
月目
P19
P20
P21
P22
P23
P～4
P25

集団1

．03206～

．030798
．03a951
．o”“～
、OヨO～25
．0王〇ム8～

．023609
’030080
．023782
・0240jg
．o～9759
．03～263

．0268王7
■028帥6
．031502
．0558∬
．Oム5657
。眺肌6昌
、045呂32

．048144
．05！540

．046405
．O“915
．0596～4
．061276

重団2

・029629．

。O～8104
．〇三7906

．045295
．O｛0046
、一040750

．03QO講。

．Oj7865
．034769
，039ハO
．047759
．O“6“
。Oと1895

．0“315
．O“727
．04223］
、o∬7三2
．O地＆54

．023090
．O〕0645
，032昼74

．033197
．0270～a
・05．1777．

．05～787

集団3

．03211～

．0273“
二03815員
二〇”O～1

．O～1598
．O～ξ52～

、017031
．O～4154
・O．1．9t1一包

．01a601
．021975
．02”80
．O～3777
．02〕”3
』236ム8一

．057766
．0“981
．053677
．056897
・057～03
．066996
－060829
．054511
．070500
．070520

星団4

．050914
．σ4，716

．055950
．05～286
．O＾2560

．041569
．031683
．α3t蜘
．026854
，030ア27
．040292
．O〕9509
．OコO“1
．0－2糾，
．Oコ15ミ3

．O＾0896
．03～567
．039729
．．①｝四一〇＆

．O“069
．0389～1

．031696
．030569
．肌1477

’㎎3



イ立金泉   8

蕎平征田〕≡貫目 P11についての判別関数

説明変数名 外的基準

分類1 分類2 分類3 分類4 分類5

0KHN 32．468 6．134 一0．081 一2，122 一0．940

BCOMS 一16．458 一4．871 一0．091 1．476 0．542

H皿0R 0．685 0．171 一0．308 一0．066 0．073

H2LOR 0．991 0．297 一0．464 0．065 0．061

ST＾TD 4．133 1．532 一0．011 一0．335 一0．161

BCLOR 0．677 2．723 0．295 一0．458 一0．196

BC肌0R 一1．557 1．333 0．432 0．725 一0．・389

H0肌0R 一1．218 0．204 0．450 0．655 一0．296

POPPT 一0．799 一1．237 0．157 一0．230 0，146

一48．409 一5．409 一0．371 一0．394 一0．371

BCLMOR：業務商業地面積率

H㎝LOR：住宅地面積率

説明変数名のない側の係数は定数項である。

分類1：デパート、各議専門店や大型スーパーがある。

分類2：スーパー、数百の専門店や大規慎な市場がある。

分類3：食料品、衣料品を扱う中型ス’パーや小規模な商店街がある。

分類4：食料晶中心のスーパーや雑貨屋がある。

分類5：日用晶などの小売店が数店ある。
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ニヒ士山酉日分シ ミュ し！ 一 ショ ン糸吉身書

門司区 土 地 需 要 区 分 供給面種 供給可能

住宅 葉商 軽工 重工 書連 公共 公緑 面積

139．1 o 45．7 55．4 127． 7．2 35，0 （h＾〕 縦8〕

田   1 4．6 0 0 0 0 o o 6．40

2 0 o o 0 o o o 0 8．55

3 4．6 o 0 o 0 0 o 6．40

畑  ユ 5．3 o 0 0 o o 0 7．37

2 o 0 0 0 o 0 o 0 9．89

3 5．3 0 0 0 0 o o 7．37

森 林1 ① o o o o ⑫ 100 35．00

2 0 o o 0 0 o 100 35．00 140．63

3 o 0 o o 0 o 100 35．00

住空地ユ 47．5 0 0 o 0 o o 66．05

2 47．5 o o 0 o 0 0 66．05 88．14

3 47．5 0 o 0 0 0 o 66．05

繭空地ユ 0 o o 0 13．6 0 0 ］7．25

2 0 0 o 0 13．6 0 o 17．25 17．25

3 0 0 o o 9，8 66．7 0 17．25

工空地1 o 0 100 0 39．6 0 O I5】．51

2 o o lOO ① 79．9 o O 202．77 202．η

3 o 0 100 0 79．9 0 0 202．77

再利用1 42．4 o 0 0 46．8 1oo 0 125．70

2 52．5 0 0 0 6．5 100 0 88．47 126，OO

3 52．5 0 o 0 IO．3 33．3 0 88．52

（注）供給区分欄の1，2，3は土地適合宿壌の分類番号を示し、

 配分結果は％で表示されている。
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若松区 土地需要区分 供給面積 供給可能
住宅 業藺 艦工 重工 部運 公共 公経 面積

102．1 4．2 0 o o 2．O 35．0 ～〕 縦巳〕

、

田  1 0 0 0 o 0 ’0 0 o

2 0 o o 0 o 0 o 0 2．87

3 4．6 0 o 0 o 0 0 0

畑  1 5．3 0 0 0 o ① 0 0

2 o o o 0 0 o 0 o 7，62

3 5．3 0 0 o 0 0 0 0

森林ユ 0 o 0 0 0 o 100 35．00

2 0 0 0 o o o 100 35．00 98．14

3 o 0 0 o o 0 100 35．00

住空地1 100 0 0 o o 0 o 102．10

2 ioo o 0 0 o 0 0 102．lO 134．00
3 100 O 0 o 0 33．2 o 102．73

高空地ユ o 67．7 0 0 0 0 0 2．85

2 0 35．6 o o o 66．8 0一 2．85 6．62

3 o 64，4 o o o 66．8 o 4．06

工空地1 o 0 0 0 o 0 O 0

2 0 ① 0 0 o 0 0 o 368．21

3 o 0 35．6 o 0 0 o 1．50

再利用ユ 0 32．3 o o 0 100 0 3．38

2 o 64．4 0 o o 33．2 o 3．38 100．14
3 0 o 0 o o 0 0 0

戸畑区 土 地 需 要 区 分 供給面積 供給可能

住宅 葉商 転工 重工 海運 公共 公蟹 面積

？1，3 0 2，7 o 110 4．0 20．o 〔h■） （ha）

、

田  玉 0 0 0 0 0 o o 0

2 o 0 o 0 0 0 0 0 0

3 0 0 o 0 o o 0 o

畑  1 4．7 0 0 o 0 o o 3．35

2 o 0 0 o o 0 0 o 8，6

3 4．7 0 0 ① 0 0 0 3．35

幸 林1 0 0 o 0 0 0 100 35，00

2 0 0 0 o 0 o 100 35．00 98．14

3 0 o o 0 o o 100 35．00

住空地1 33．6 o o 0 o 0 0 23．95

2 33．6 0 0 0 0 0 0 23．95 3コ．97

3 33．6 0 0 0 0 o o 23．95

高空地1 0 0 o 0 100 73．6 0 3．96

2 0 0 0 0 0 98．5 0 3．96 3．96

3 0 0 0 0 100 73．6 0 3．96

工空地1 0 0 100 0 0 0 o 2．7

2 o 0 100 0 100 0 0 3．7 28．92

3 0 0 ユ。o 0 o 0 o 2．7

再利馬1 61．7 0 o o 0 26．4 o 一5．05

2 66．4 0 0 0 o 1．5 0 4？．州 72．20

3 61．7 0 o 0 o 26．4 o 45．05
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小倉北区 士 地 需 要 区 分 供給面種 供給可能

住宅 葉商 軽工 重工 撒運 公共 公緑 面積

202．5 12，3 2．2 o o 31．5 35．O （h8〕 th8〕

田   1 1．8 o 0 o o 0 0 3，65

2 1．8 0 0 0 o 0 0 3．65 9．52

3 o o 0 0 o 18．5 o 5．83

畑  1 3．1 O o 0 o 0 0 6，28

2 3．1 o 0 o o 0 o 6．28 16．5i

3 0 0 o o 0 32．0 0 lO，08

森 林1 0 0 0 0 o 0 100 35．00

2 o o 0 0 o 0 100 35．00 80．00
3 0 O o 0 o o 一00 35．00

住空地1 52．9 o 0 0 0 0 0 107．11

2 52．9 o o 0 o 0 0 107．11 142．90
3 52．9 0 o o 0 o o 107．1工

繭空地1 0 100 o o o 0 0 12．34

2 0 100 0 o o 0 o 12．34 ！8．98

3 O 100 0 o 0 21．1 0 18．98

工空地1 0 0 100 0 0 0 o 2．20

2 0 0 100 0 o 0 0 2．20 125．65
3 o o 100 0 0 0 0 2．20

再利用1 42．2 o o o 0 100 o H6，94
2 42．2 0 o 0 0 100 O 116．94 206．33
3 47．1 0 0 0 0 28．4 o 104．31

小倉南区 士 地 需 要 区 分 供給面積 供給可能

住宅 葉商 軽工 重工 部遠 公共 公緑 面積

3〃．0 57．7 〃．6 56．8 8．2 47．9 80，0 ωo〕 lh旦）

田   1 o o 0 0 0 0 0 o

2 0 o 0 0 0 100 0 47．89 284．24

3 0 o o o 0 0 0 o

畑  1 0 0 o O 0 o o o

2 o 0 0 o o o o 0 129，40

3 o 0 o 0 o o 0 0

森 林1 0 0 0 0 o o 100 80．OO

2 0 0 0 0 0 o 100 80．OO 113．09

3 0 0 o 0 0 o 100 80．OO

住空地1 100 o o 0 o o o 347．00

2 100 0 o o 0 0 0 347．00 494．16

3 100 0 o o 0 o 0 347．00

繭空地1 o 20．6 o 0 0 0 0 11．88

2 o 20．6 o 0 o o o H．88 ll．91

3 o 20．6 0 0 0 0 0 ll．88

工空地1 0 o 100 iOO 100 o 0 82．55

2 0 0 100 100 1oo 0 o 82．55 89．31

3 0 o 100 ］00 0 o 0 74．37

再利用1 O 79．4 0 o o 1oo o 93．69

2 0 79．4 0 0 o 0 o 45．79 18？．86

3 0 79．4 o ① 100 100 0 工Ol．90
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八幡東区 土地需要区分 供給面種 供給可能

住宅 葉繭 軽工 重工 都連 公共 公蟹 面積

71．3 0 0．9 0 o 0．8 14．4 ～） lh量）

田 1
o 0 0 0 o o 0 0

2 0 0 o ① o o o 0 o．79

3 o，1 0 0 0 0 0 0 0．71

畑 1 0 o、 o o o 0 0 o

2 0 o 0 0 0 6 0 0 29．86

3 4．4 o 0 0 o o o 3．14

森林1 o o o ① ① 0 100 14．14

2 o o o o o o ioo i4．コ‘ 46．18

3 o 0 o 0 o 0 100 14．14

住空地1 56．5 0 0 o o 0 0 40．30

2 56．5 o 0 0 o 0 o 40．30 53．74

3 55．9 0 0 0 o 67．1 0 40．30

繭空地工 o o 0 0 o 0 0 0

2 o 0 o o o 100 0 0．80 4．53

3 0 0 0 o 0 0 o 0

工空地1 o o 100 0 o o 0 0．90

2 0 o 100 0 o 0 0 0．90 2．94

3 0 0 loo 0 o 0 0 O．90

再利用1 43．5 o 0 0 o コ00 o 31．84

2 43．5 o 0 0 o 0 0 31．02 84．60

3 39．6 0 0 0 o 32．9 o 42．92

i00 4618

八旧西区 土 地 需 要 区 分 供給面積 供給可能

住宅 葉商 転工 重工 都運 公共 公緑 面積

457．0 61．9 12．3 1．6 44．7 45．3 i46．8 ～） （h＾〕

、

田  1
o 0 o o 0 o 0 0

2 0 0 0 0 0 o o O 188．64

3 o．1 o o 0 0 0 0 o

畑  ユ 0 0 o ① 0 64．1 o 29．02

2 0 o 0 0 0 o O 0 1“．60

3 4．4 0 0 0 0 o 0 o

森 林1 0 o 0 o 0 0 100 146．80

2 0 0 0 o 0 0 100 146．80 453．84

3 0 o 0 0 0 0 loo 146．80

佳空地1 100 0 0 0 0 o o 457．00

2 100 o o o 0 0 o 457．oo 699．55

3 100 0 o o 0 o 0 457．oo

高空地1 o 30．9 o 0 o o o 19．11

2 0 30．9 0 o o 0 o 19．ll 19．11

3 0 30．9 o 0 o o 0 19．11

工空地1 o o 100 0 o 0 0 13．93

2 0 0 100 o o o o 13．93 114．09

3 o o 100 0 100 o 0 58．61

再利周1 o 69．1 0 0 1oo 35．9 o 103．68

2 o 69．1 o 0 100 100 0 132．70 321．77

3 0 69，］ 0 o 0 loo o 132．70
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千立金春   ■ 0

       メ ツ・

ニヒ士也末口月目シ ……

乞／ユ  L！ペノレ

 且  1ノ 一 え／ヨ ン糸吉果

（注）メッシュ上のn個の’’＊”印は、面積関係では土地区分の面積が

    10（n－1）％＜（面積／メッシュ面積）く10n％

  である乙とを、人口関係では人口密度が

     20（・一1）人／ha〈（人口密度）＜20・人／ha

  である乙とを示す。
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